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第一章　おねえさま！







　日曜日の早朝――時刻は六時五十四分。

　携けい帯たいの液えき晶しよう画面に表示されている時間を確かく認にんしつつ南なん部ぶ匡きよう平へいは呟つぶやいた。

「……そろそろか」

　石油ストーブに火を入れてから既すでに半時間が経過している。実を言えば時間を確認するのもこの台詞せりふを呟くのももう五度目だ。ストーブの上に載のせたヤカンも暖まりきって湯気を吐はき始めている。

　マグカップにはティーバッグと角砂糖とスプーンが入っていて準備万ばん端たんだ。後はヤカンから湯を注ぐだけという状態になってから、もう十分が経過している。食しよく卓たくの上にもクロワッサンに加えてスライスされたチーズ、ハム、そしてサラダと簡単な朝食がきちんと二人分揃そろっていた。

　揃っていないのは一つだけ。

　食べる人間の姿だ。

「…………」

　六度目に匡平が時刻を確認した――その時。

「今戻もどったぞ。匡平」

　振ふり返かえる匡平の視線の先には……小こ柄がらな人ひと影かげが立っていた。

　白い毛糸編みのダッフルコートに身を包つつんだ外国人の女の子だ。

　輝かがやくような金糸の髪かみ。宝石の如く透すき通とおった碧へき眼がん。肌はだはミルクの白さ。それらがまるで隙すきの無い配置で組み合わされて絶ぜつ妙みような容姿を成り立たせている。

　可か愛わいらしく――そして美しい。

　ケチの付けようが無いのだ。あまりの完成度に生身の人間であると思えない位だ。彼かの女じよがそこに立っているだけで周囲の空気すら変質するかの様な――映画の中の情景を切り取ってきたかの様な風ふ情ぜいを帯びる。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

　黙だまっていれば――大人しくしてさえいれば、もう完かん璧ぺきな美少女だった。

「お帰り」

　相変わらず尊大な物言いに苦く笑しようしつつ、匡平はヤカンの湯をマグカップに注ぐ。

　パミルがひょんな事から義妹いもうとになって、もう大分たつ。当初は色々と戸と惑まどう事も多かったし、今でもまあ、彼女の奇き矯きような言動に振り回まわされる事も少なくないが――とりあえずそれを『日常』と感じる程度には、匡平もこの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの妹が居る情景に馴なれてきた。

「ほれ」

　匡平は熱い紅茶の入ったマグカップを差し出だした。

「おお。気が利きくな匡平」

　パミルはそれを受け取り頷うなずいてみせる。

　妹という立場の癖くせに、必要以上にいちいち尊大な物言いだが――これはいつもの事である。『亡国姫ひめ君ぎみの替かえ玉だまアンドロイド』を自じ称しようする不思議ちゃん（色々な意味で）にとっては、これが最も自然な言動だった。

　ちなみに。

　彼女は朝の散歩から帰ってきた所だ。

　元々妙みような言動の多いパミルを一人で出歩かせるのには色々と不安が在る。だが、だからといっていつも匡平が彼女を監かん視ししている訳にはいくまいし……いくら妄もう想そう電波二十四時間受信中のパミルとて、流石さすがに気き疲づかれしてしまうだろう。そういう訳で、最近は敢あえて日曜日の朝には一人で散歩に行かせる事にしているのだ。

「朝の散歩はいい」

　両手で包み込む様にマグカップを持って紅茶をすすりながらパミルは言った。

「適度に目が覚め適度に空腹を覚える」

「そうだな」

　苦笑しながら匡平とパミルは食卓につく。

　これで南部家の朝食風景の完成だ。

　まあ『妹』が金髪碧眼の『外国人』という特異性はあるものの――目くじらを立てる様な異常さではない。場を満たしていく、何ど処こかのんびりほのぼのとした空気に、匡平は淡あわい満足感を覚えていた。

（まだ目が離はなせない所があるけども……）

　まるで小動物の様に、両手でクロワッサンを持って懸けん命めいに食べているパミルを見ながら匡平は思う。

（ようやく家族って感じがしてきたなあ）

　元より匡平には家族と呼べる存在が父親しか居おらず――母親は何ど処この誰だれかすら分からない――その父親ですら、滅めつ多たに顔を会わせない様な生活を送っている為ため、いわゆる『家庭』というものに彼かれは憧あこがれを覚えている。

　当初はハチャメチャになっていたパミルとの生活も、ようやく彼が理想とするものに近付いてきている。平へい凡ぼんで。普ふ通つうで。穏おん当とうで。そんなごくごく当たり前の日常。まあ兄と妹二人暮らしとか、その妹がどう見ても外国人とか、それどころかたまに眼めからビーム出しちゃったりとかするが……それはまあ我が慢まんするしかあるまい。

　とにかくようやく訪おとずれた『普通』っぽい日常の幸せを、匡平はしみじみと噛かみ締しめているのだった。

　だが勿もち論ろん――

「どうだ。学校は楽しいか？」

「うむ。楽しいぞ。なんだ匡平？　改めてそんな事を聞いてどうする？」

「いいんだよ。こういうのが家族の会話なんだからさ」

「そうか」

「そうだよ」

　そーゆー日常は実は砂上の楼ろう閣かくに過ぎないのだという事を、この後、匡平は改めて思い知らされる事になるのだった。
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　それは――とてもとても目立つ物体だった。

「…………」

　故ゆえに響ひびき瑞みず人ひとが脚あしを止めたのも当然と言えるだろう。目立つという事は――平凡と日常からの逸いつ脱だつは、彼にとって人生哲てつ学がくにも通じる最優先事じ項こうであるからだ。

　真っ赤な髪。緑の瞳ひとみ。濃こい肌。おまけに頬ほおには何やら入いれ墨ずみの様な模様が走っている。

　人種を見失いそうな格好ではあるが、これでれっきとした日本人である。カラースプレーで染めた髪や、瞳につけたカラーコンタクトは、すべて目立つためだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　こーゆー嗜し好こうの少年が南部匡平の友人をしている理由がつくづく謎なぞだが――まあそれはさておき。

「……なんだ？」

　今……瑞人がいるのは人工海岸だ。

　夏場には遊泳場として行楽者やサーファーで賑にぎわう砂すな浜はまも、寒々しい時期にはすっかり寂さびれてしまう。それが早朝ともなれば、尚なお更さらである。

　冬場の冷たい風が吹ふき、波が打ち寄せては引いていく、ゆるやかな――そして何処かもの悲しげな潮しお騒さいの音が聞こえてくる。何もかもがどこか色しき彩さいを欠いていて、全体的に灰色の印象が濃い風景だった。

　ちなみに瑞人は朝のランニングの途と中ちゆうである。なんちゃってロッカーの瑞人は健康維い持じの為に朝の運動も欠かさないのだ。煙草たばこ、酒、麻ま薬やくなどもっての外ほか。目立つには意外と体力がいるからである。その為の努力は惜おしまないのが瑞人の方針であった――『白鳥は常に水面下で激しく水を掻かいているだろう!?　あれと同じサ！』

　何か色々と間ま違ちがっているよーな気はするが、まあそれはさておき。

「棺かん桶おけ……？」

　そう。

　まるで周囲との調和とか、前後の脈みやく絡らくとか、そーゆーものを徹てつ頭とう徹てつ尾び無視しまくってそれはそこに在った。

　目の前にあるそれは確かに――棺桶としか表現のしようのない物体だった。

　縦長の箱。それも真っ黒な直方体である。

　別に十じゆう字じ架かが彫ほり込まれているわけではない。だがそれでも……禍まが々まがしい感じでまんべんなく黒色に塗と装そうされた、長さ二メートル弱、幅と深さは七十センチ程の――『人が横たわって入ってますよ』と語りかけてくる様な大きさの――その箱は、西洋の棺桶を彷ほう彿ふつとさせる。

　しかもそれが人工海岸の砂浜に横たわっているのだ。かなりシュールな光景と言えよう。

「何処かから流されてきた……？」

　だが、そもそもこの人工海岸の沖おきには、余計な海洋生物が入り込まない様にとネットが張られている。こんなでっかい物体が漂ひよう着ちやくしてくる筈はずが無いのだが――

「……棺桶……か」

　ごくりと生なま唾つばを呑のみ込んで瑞人はその黒い直方体を――死体が入っているかもしれない箱を見つめる。

「これで……もし開けて中から死体とか出てきたら……」

　沈ちん黙もくする事――約五秒。

　瑞人はこぶしを握にぎり締めて言った。

「超燃えるッ！」

　もし匡平が側に居たら、この時点で砂浜に突つっ伏ぷしていた所だろう。

「新聞掲けい載さいッ！　『ランニング途中の少年、異国から漂着した棺ひつぎを発見！』――目立つ、目立ちまくり！　ラッキーッ!!」

　死者に対して敬意の欠片かけらもない発想ではあるが、目立つためなら親でも売る――それが信条ポリシーの瑞人にとって、中ちゆう途と半はん端ぱな公こう序じよ良りよう俗ぞくは全く意味が無い。

　この罰ばち当あたりめと突っ込む人間も冬の砂浜には居らず――当然ながら瑞人はわくわくした様子で携帯電話を取り出した。

「よし電話だ！　新聞社だろ、ゴシップ系雑誌を扱あつかってる各出版社だろ……そうそう、警察にも連れん絡らくしないとな。あ、その前に俺おれが第一発見者って証しよう拠この写真とっとかねーと！」

　まず警察に電話するという発想が無い処ところが、つくづく業ごうが深い少年であった。

「よーし」

　まるで女の子と肩かたを組んでツーショットの写メールを撮とるように、棺桶に左手を掛かけ、右手は出来るだけ離してから自分達たちに携帯のカメラのレンズを向ける。

　そして――

「………あれ？」

　ようやく瑞人は気付いた。

「なんだこれ？　棺桶じゃないのか？」

　よくよく間近で見てみると、黒い箱の側面には、小さな機械装置だの細いパイプだのが無数に付属している。

　それが何を意味しているのか。

　考えて思い至る時間は瑞人には与あたえられなかった。

「……!?」

　ぶんぶんぶんぶん、ちきちきちきちき――突とつ如じよとして機械の作動音が辺りに響ひびき渡わたり、更さらにはぴーぴーとアラームが鳴り始め……更に、水蒸気らしき白い煙けむりが棺桶のあちこちから吹き出でてくる。

「うわ、わわわ、なんだ!?」

　顔に吹き付つける白い煙に、慌あわてて瑞人は後ろへ飛とび退のいた。

　さすがに驚おどろきで目を白黒させている瑞人の目の前で、箱の蓋ふたが持ち上がり、まるで扉とびらの様に左右へと開き始める。

　そして――

「…………」

　水蒸気の向こう側でゆらりと一つの白い人影が立ち上がる。

　封ふう印いんされていた古代の邪じや悪あくなミイラ人間マミーが、無知な現代人の行動によって蘇よみがえった――そんなホラー映画っぽい想像をかき立てる情景であった。

「…………」

　くるりと人影が瑞人の方を向く。

　人影は白はく煙えんを押おしのける様にして瑞人に迫せまりながら――

「お姉Die Schw様！ester !」

　何な故ぜかドイツ語でそう叫さけんだ。
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　当然ながら――冬とはいっても、一日中ずっと気温が下がりきったままという訳ではない。太陽が高くなるにつれて街は緩ゆるやかに暖められていく。

　控ひかえめなぬくもりを抱かかえて、そよそよと流れる風の中を、匡平とパミルは歩いていた。

　目的地は喫きつ茶さ店てんコルベットだ。朝昼晩と問わず大たい抵ていの食事は匡平が作るのだが――たまにはという事で外食する事にしたのである。

　だが――

「――!?」

　ある角を曲がった際――目まの当あたりにした光景に匡平はぎょっとして立ち止まった。

　商店街にほど近い路上。

　そこに異形の少女が立っていた。

　黒いドレス。黒い長い手て袋ぶくろ。黒いフリル。でもって首筋にチェーンで吊つられて揺ゆれているのは銀の骸がい骨こつで、足あし下もとはやたらに踵かかとの高いピンヒール。髪は黒のツインテールだが途中から深しん紅くに染まっていて。

　なんかこうゴスロリなのかパンクなのか微び妙みように分からない感じの――多分どちらからも間違った感じの――異様な風ふう体ていをした少女がそこに居た。

　いや。まあそういう変人が居るのは別にいい。趣しゆ味みは人それぞれだ。他人の格好がどれだけ破は綻たんしていよーとも匡平には関係が無い。

　だが眼が合ってしまったら別だ。

（いかん――）

　まるで山の中で猛もう獣じゆうに出会ったかの様な心持ちで咄とつ嗟さに匡平は考える。

（目を逸そらさないと――）

「――匡平！」

　匡平の緊きん張ちようを知ってか知らずにか、眼の合ったその奇装の少女は、片手を高々と挙げて親しげに――それもあろう事か名指しで声を掛けてきた。

「なっ――」

　周囲の通行人がドン引きする気配を全身でひしひしと感じつつ匡平は身を強こわ張ばらせる。

（なんであの少女は俺の名前を知ってんだ!?）

「あっれー！　匡平じゃーん！」

「いや……あの……え？　俺!?」

　匡平の焦あせりなんぞまるでお構いなしといった感じで、その少女はずんずんと大おお股またに歩いて近付いてくる。突き刺ささる周囲からの視線がやたらに痛い。

「知り合いか、匡平？」

　と――パミルも怪け訝げんそうに首を傾かしげて聞いてくる所を見ると、彼かの女じよ絡がらみの知り合いという訳でもない様だが。

「えっと君――誰!?」

　近付いてくる少女を改めて眺ながめながら匡平はそう尋たずねる。

　まあ……よく見れば、そこそこに顔立ちは整っている。かなり大味な感じだが美人と言えなくもないだろう。頬に入れ墨の様なトライバル模様が入っているのも、やや前衛的なアクセントとして評価出来――…………

「………」

　急激に血の気が引いていくのを感じる匡平。

　その頬にあるトライバル模様には、見覚えがあったからだ。

　事態が理解できず――頭が理解を拒こばんでいるのかも知れないが――硬こう直ちよくしている匡平の肩を、馴れ馴れしく少女は叩たたく。

「よっ。兄きよう妹だいそろって買い物か？」

「おま――瑞人!?」

「ういーっす。瑞人ちゃんでぃーす」

「――ってなんて格好してやがる!?」

　匡平は喚わめいた。

「何なんだ一体!?　馬ば鹿かだ馬鹿だと思ってたが、まさかこんなに堂々と日曜の真っ昼間から女装に手を出すなんて――」

「アキバだと別に珍めずらしくねえぞ？」

「やかましいわっ！　このエセオタクが！」

「いやそれがな」

　全く恥はずかしがる様子もなく瑞人は言う。

「俺――実はお姉様だったんだよ！」

「………」
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　脈絡の類たぐいを全く欠いた唐とう突とつ極きわまりない台詞に――とりあえず絶句する匡平。というか他にどう反応すれば良いというのか。

　匡平がようやく口を開いたのは時計の秒針が一回転した後だった。

「……えと。なんて言った今？」

「だから。実は俺はお姉様だったんだよ」

　腕うでを組んでうんうんと頷きながら言う瑞人。

「瑞人……」

　匡平は目元を押さえながらひどく静かな口調で言った。

「そうか……そうなのか」

「そうなんだよ」

「とうとう何かの病気が……脳に……！」

「俺もさっきまで知らなかったんだがなー」

　まるで噛み合あっていない会話に気付いているのかいないのか――携帯のインターネット機能で脳神経外げ科かの電話番号を検けん索さくし始める匡平を余よ所そに、瑞人は続けた。

「今朝のランニングの最中にな――」




　　　　●　●　●




「Die Schwester!」

　そうドイツ語で叫んで、がしっ――と瑞人に抱だきついてきたのは一人の少女だった。

　もっとも少女と言うよりも幼女といった方がその容姿の印象が正しく伝わるだろうが。

　年としの頃ころは恐おそらく十歳さい前後。童顔で実じつ年ねん齢れいより幼く見えたとしても――まあ十五には達していまい。

　頬を覆おおうようなショートボブの髪は、輝くような金色。顔からこぼれ落ちそうなほど大きなどんぐり眼は、宝石の透とう明めい感をたたえた空色。でもって肌は白磁の如く白い。

　まだ発達の予兆すら見せていない体のラインは幼さが全体的に強調されているが……それが、愛らしい容よう貌ぼうと相まって生身の俗ぞく臭しゆうを一いつ切さい感じさせない。背中に小さな白い羽があれば、天使と言われても納なつ得とくできそうだ。

　そう。

　瑞人にひしと抱きつくその少女は、生まれたままの姿……要するに、素すっ裸ぱだかなのだ。その外見上の幼さと相まって、即そく座ざに犯罪という単語を想起させる絵面ではあった。

「ああ、お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様ああああああ！」

　感かん極きわまった様子で、ぐりぐりと抱きついた瑞人に頬ずりしながら繰くり返かえす少女（やっぱりドイツ語で）。

「ああん微妙な振しん動どうが――じゃなくて」

　一いつ瞬しゆん、恍こう惚こつとした表情を浮うかべていた瑞人だったが、すぐに我に返って言った。

「なんだって？」

　耳にした事のない言語に、瑞人は思わず眉まゆをひそめて聞き返す。瑞人はそれなりに成績優ゆう秀しゆうだが――さすがに一高校生としては、ドイツ語は守備範はん囲い外がいだ。

「何語だ？　英語じゃねえよな」

「…………」

　少女は顔を上げて眉を顰ひそめる。

　そして――

「……なるほど。郷ごうに入っては郷に従え。此こ処こは日本の様ですから日本語を使え――そうおっしゃるのですね、お姉様」

「いやまあ此処は日本だけどな…………って。おねえさま？」

「ええ」

　少女はこっくりと頷いた。

「私、ＦＲ―ＭＣ１０〝ローリイⅢ〟はずっとずっとお姉様にお会いできる日を心待ちにしておりました！　基本設計を同じくする文字通りの姉し妹まい機き！　ましてベルグマン第一王女の影かげ武む者しやアンドロイドと、第二王女の影武者アンドロイド――二重の意味で貴女あなたは『お姉様』なのです……！」

　と力説する少女。

　だが眼が悪いのか頭が悪いのか――その力説するべき相手を間違っているという事にはちいとも気付いていない様だった。

　で――　

「…………」

　当然だがここで『なんじゃそりゃ？』と聞き返すのが普通の人間だ。常人の反応だ。

　だが……幸か不幸か響瑞人という少年は、普通の人間では全然なかった。

　そういう訳で。

「俺――」

　戦せん慄りつの表情でよろめきながら瑞人は呻うめく様に呟つぶやいたのだった。

「お姉様だったのか……！」
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「そして俺は目覚めたんだよ。お姉様ならお姉様らしく生きなければ……と！」

「とりあえず死んどけ。十回位」

　拳こぶしを握り締めて力説する瑞人にそう言ってから、匡平は長々と溜ため息いきをついた。

「大体女装だけならまだしも、なんでゴスロリなんだよ」

「お姉様だからな。これが『姉貴ッ』とか言われたら元気スポーツ系か気け怠だるい系になるのもアリ――」

「それ以前に見ず知らずの電波相手に言いくるめられてんじゃねえよ！　大体なんだよ、その黒い棺桶とか、素っ裸の少女とか、ドイツ語とか……影武者アンドロイド……と……か…………」

　猛もう烈れつに既き視し感かんを刺し激げきされて黙だまり込む匡平。

　ふと振ふり返ると何やら思い当たる事でもあるのかパミルはパミルで腕を組んで何やら考え込んでいる様子。

　棺桶から素っ裸の少女が出てくるなんて場面がそうそうあるものでもなかろう。ましてその少女が名乗ったという『ベルグマン』姓せいにしても、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは考えにくい。

「パミル。もしかして、そのロリっ子は」

「うむ……」

　パミルは思し慮りよの表情を浮かべて頷うなずいた。

「流は行やっているのかもしれんな」

「流行るかッ！」

　匡平は喚いた。

「冗じよう談だんだ」

「冗談か？　本当にお前冗談の積もりで言ったか!?」

　半泣きで喚く匡平なんぞまるで気にした様子も無く首を傾げながら、パミルが言う。

「現物を見ないと確かめられないが――聞いた限りでは、恐らく私の姉妹機として作られたアンドロイドだと考えると辻つじ褄つまが合う。確かにパミル姫ひめにはローリイ姫という妹が居たからな。同じく影武者アンドロイドが居ても不思議ではない」

「不思議ではないっておまえ――初めて聞いたみたいに」

　もしこの推測が正しければ、そのローリイとやらは確かにパミルの妹という事になる。

　だが――

「初めて聞いたぞ？」

　しれっとした口調でパミルは言った。

「当たり前ではないか。基本設計は同じシリーズでも型番が後の機体の情報が、先の機体に入力されている筈が無かろう」

　とパミル。

　まあ彼かの女じよの『アンドロイド妄もう想そう』を肯こう定ていするならばそれはそれで筋が通った話だが。

「いや――ちょっと待てよ。そうだとしたら、なんで瑞人が『お姉様』になるんだ？」

「むう。これは推測でしかないが」

　パミルは首を傾げながら言った。

「多分『刷り込み』ではないかと」

「お前等らは孵ふ化かしたてのヒヨコかっ！」

　思わず突っ込む匡平。だがパミルは首を振って言葉を続けた。

「いや。つまりだな。私の記き憶おくデータを調べる限り、ローリイ姫はかなりパミル姫にべったりの『お姉ちゃん子』だったとある。パミル姫もローリイ姫を可か愛わいがっていて、いつも一いつ緒しよだったとか。なので起動時に初めて見た相手を『姉』と登録する様に設定されていたのではないか？」

「親とかじゃなくて？」

「まあ王族は政務が忙いそがしく――親子でも顔を合わすのは朝晩の挨あい拶さつの時位だからな」

　とパミル。

「ローリイ姫の保護者という意味では、パミル姫が最も近い存在だったのではないか」

「…………」

　事も無げにパミルは喋しやべっているが――それはそれで可哀そうな話ではある。王族だからといって何もかもが恵めぐまれている訳ではないという事だろう。当たり前だが。

　匡平がそんな事を考えていると――

「なあ――匡平。何の話？」

　二人の話に興味がわいたのか、首を傾げながら身を乗り出だしてくる瑞人。

「あ。いやそのこっちの話……」

　衝しよう撃げきの連続でうっかりしていたが――瑞人はパミルが『自じ称しようアンドロイド』だと知らないのだ。

　ただでさえ目立つパミルに不思議ちゃん属性まで加わっていると周囲に知られれば、余計に注目度が上がる。色々と家の中に官憲に知られてはまずいものが在る南部家の人間としては、これ以上世間から注目を浴びるのは避さけたいので、パミル絡がらみの諸もろ々もろは極力、内密している訳だが……

「――ミズヒト」

　パミルが瑞人の首の髑髏どくろを掴つかんで引き寄せながら言った。

「そのローリイⅢは今、何ど処こに居るのだ？」

「え？　何処ってそこに――」

　とどこぞの方向を指さす瑞人。

　そこには――

「お姉様ッ!!」

　何やらちっこい身体にジャージの上だけを着た少女が怒いかりの表情も露あらわに立っていた。
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　時間はほんの数分前に遡さかのぼる。

　とあるビルの外がい壁へきに貼はり付けられた非常階段の――踊おどり場ばの上。

「何あれ？」

　双そう眼がん鏡きよう越ごしに商店街を――そこを移動する匡平達を眺めながら呟く人ひと影かげが在った。

　スーツ。ネクタイ。ソフト帽ぼう。そしてサングラス。いずれも黒で統一した格好である。一言で言い表すならばブラック・メン・ルックといった所か。

　これで無愛想で大おお柄がらなおっさんが着ていたりすると、いかにも尾び行こうとか監かん視しとか拉ら致ちとかそーゆーヤバめの行動をしてますよと看板掲かかげている様な出いで立たちだが……双そう眼がん鏡きようを覗のぞいているのは、燃える様な赤毛をショートカットに整えた若い娘むすめであった。

「どうしたの――エミット？」

　隣となりでコンビニで購こう入にゆうしたあんパンをかじりながら問うてきたのは――赤毛は同じでも長く伸のばした娘である。

　エミットと呼ばれたショートカットの方の娘は双眼鏡を覗きながら――何処か自信なさげに告げた。

「姉さん。なんか――監視対象の側に、変な人が見えるんだけど」

「キョーヘイ・ナンブでもシューヘイ・ナンブでもサナエ・ムラタでもヨーコ・ミネベでもなくて？」

　と言ってから――長ちよう髪はつの娘は顔をしかめて食べかけのあんパンを包装のビニールへ押し込んで続けた。

「エミット、仕事現場じゃ『姉さん』と呼ぶなと言ったでしょ」

　あんパンは傍かたわらの鞄かばんに放ほうり込み、代わりにそこから取り出した望遠レンズ付きの一眼レフカメラを構える長髪の娘。

　ズーム機能を使ってフレーム内に捉とらえたのは『監視対象』たるパミルと、その保護者として位置づけられるキョーヘイ・ナンブ、それに……

「……まあ確かに変だけど」

　ゴスロリともパンクともつかない変な格好をしている少女が一人。

　どうやら知り合いなのか、キョーヘイ・ナンブがその少女に怒ど鳴なっている様子が見えた。

「どうする――エルシア？」

　困こん惑わくした表情で問うエミット。

「どうするって……知り合いならチェックしとかなきゃ」

「チェックも何も……何処までが『関係者』かなんて分からないじゃない」

　そもそもエミットも――そして姉のエルシアも依い頼らい者しやである『大たい佐さ』がパミルの何を気にしているのかが分からないのだ。

　確かにあのパミルというのは手から電でん撃げきやら火か炎えんやらを出すわ手て錠じようは引きちぎるわで、尋じん常じようでないのは分かる。だが所しよ詮せんは一個人でしかない。別に高度な政治問題の渦か中ちゆうに居るという訳でも無さそうだし――わざわざ人員を派は遣けんしてこんな極東の片かた田舎いなかで監視させる様な意味が在るとは到とう底てい思えなかった。

　一体『大佐』は彼女の何を気にしているのか？　それが分からなければ監視も手間がかかるばかりで効率が悪すぎる。

　だが――

「エミット。お金貰もらってる以上、私たちには調べて報告する義務があるのよ」

「そりゃそうかもしれないけど」

　細かい事情も知らずに行う監視は、ひどく徒労感が伴ともなうものだ。

「本当にボク達たち……何やってるのかぁ……」

　投げやりな口調で空を見上げながら――エミットはポケットから取り出したカロリーメイトをかじった。
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「そこの無礼者ッ！　お姉様から即そつ刻こくその手を放しなさいッ!!」

　少女は柳りゆう眉びを逆立てて叫さけんだ。

　金きん髪ぱつ。碧へき眼がん。そして白い肌はだ。

　何より顔立ちにも似通った点が多く――パミルをまんま一回り小さくした様なその姿は、成なる程ほど、妹と言われれば頷けてしまう容姿ではあった。

　だが――

「あれが……？」

　と怪訝の表情で匡平が呟いたのは、その少女の燃える様な怒りの視線が、あろう事か瑞人の襟えり首くび――正確には髑髏の首くび飾かざり――を掴むパミルに向けられていたからだ。

「……っておいパミル」

　匡平は呻く様に言った。

「お前の妹かどうかはさておき。ひょっとしてあの子――マジに瑞人を姉だと思ってんじゃないのか？」

「むむう？」

　首を傾げるパミルの所につかつかと歩み寄るとその少女は顔中を口にしかねないよーな勢いで喚いた。

「お姉様を放しなさいッ！」

「いや。あのな――お嬢じようちゃん」

　頭痛を堪こらえる様に片手を額に当てながら匡平は言った。

「お嬢ちゃんではありません！　私はローリイ――」

「その変態は君の姉じゃないぞ」

「……は？」

「こいつは男で。男は姉じゃなくて。ついでに言うと血統書付きの日本人だぞ」

「………………」

　少女――ローリイはその大きな碧眼を何度も瞬まばたかせて瑞人を見つめる。

　でもって。

「あ……あなたは……」

　ぶるぶると震ふるえる指先を瑞人に突つき付つけながらローリイは戦慄の表情と共に言った。

「あなたはお姉様じゃないッ！」

「言われる前に気付けッ！」

　思わず喚く匡平。

「よくもたばかってくれましたね！」

「勝手にお前が勘かん違ちがいしたんだろうが！」

　思わずそう叫んでから――溜め息をついて匡平は言葉を続けた。

「そもそもなんでこいつをお姉様だと思ったんだよ？」

「それは――蓋ふたが開いた時、最初に遭そう遇ぐうする方がお姉様だとばかり」

「…………」

「やはり刷り込みか」

　呆あきれ果はてて声も出ない匡平と――その横で腕を組んで頷くパミル。

「得意げに頷くな」

「この者がお姉様でないとしたら……」

　己おのれの指先を噛かみながら思案顔で唸うなる事およそ十秒。はっとした様子で彼女は顔を上げて匡平とパミルの方を見た。

「まさか」

「ああ。そのまさかだよ」

　うんざりした口調で言う匡平。

　姉妹再会――というか何というか――を果たしたら果たしたで、なんだかこの後も益ます々ますややこしい事になりそうな予感がしたが、まあそれはさておき。

　こんな小さな子を、保護者もいないままに野放しにする様な事態だけは、何とか避けられた様だった。

　まあ、もし本当にこの子がパミルの『同類』なのだとしたら、野放しで危険なのは彼女ではなく、その周りの人間だが。

「ああ……お姉様」

　感極まった様子でローリイは祈いのる様に両手を合わせそう言った。どうやら余よ程ほどその『お姉様』に会いたかったらしい。パミルが言っていた『お姉ちゃん子』というのもその通りなのだろう。

　そして――

「お会いしとうございましたあああッ!!」

　そう言ってひし！　とローリイが抱きついたのは。

「………………へ？」

　匡平の方であった。

「ああお姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

　ぐりぐりぐりぐりと匡平の腹の辺りに頬ほおずりしまくるローリイ。角度によってはかなり危ない感じの構図ではあった。

「ちょ……おい!?」

「お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様ぁあああああ！」

　ぐりぐりぐりぐり。

「おい！　ちょっと待――」

「ああああああああああああお姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐり。

　とまあ――ローリイは何やら恍惚とそう叫ぶばかりで、匡平の声なんぞてんで聞いちゃいない感じだった。

　そんな様子を傍らで眺ながめながら――

「そうか。匡平がお姉様だったのか。これは盲もう点てんだったな」

　頷く瑞人。

　でもって――

「あほかああああああああッ!!」

　まあ当然の如く匡平はそう喚わめいた。
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「……エルシア」

　双眼鏡を覗きながら呟く様にエミットは言った。

「何よ？」

「何か増えてるけど。似たよーなのが」

「…………」

　勿もち論ろん――望遠レンズ付きのカメラでパミル達を捉えているエルシアの視界にも、あのパミルの相そう似じ形けいの様な金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が映っている事だろう。

「あれも報告するの？」

「……まあ一応……」

「エルシア。本気でちょっと背景事情、調べた方が良くない？」

「…………かもね」

　カメラを降ろしながらエルシアは短く溜め息をついた。
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　でもって。

「ああああああああああああお姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐり――とローリイの頬ずりというか抱ほう擁ようというか、よく分からない行動は、匡平の抗こう議ぎなんぞまるで無視した状態で続いている訳だが。

「むむっ」

　顔をしかめるのはパミルである。

　彼女はしばし顔をしかめて匡平とローリイを眺めていたが――たたっと小走りに匡平達に近付くと……

「お兄様ッ！」

　とかなんとか言いながら、ローリイとは反対側からがしっと匡平に抱だきついた。

「ちょっ……パミル!?」

「負けん！」

　なんか意味不明の対たい抗こう意識を燃やしつつパミルはきっぱりと言った。

「匡平はお兄様なのだ！」

「いやまあ確かにそーいう事になってるけど――」

「なのでお姉様などと間ま違ちがった事を言う輩やからに匡平はやれんのだ！」

「いやだから論点がずれてるっていうか――」

「お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐり。

「お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様！」

　反対側からもぐりぐりぐりぐり。

「お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

「お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様！」

「何この修しゆ羅ら場ば？……っていうか、てめーら、俺おれの話を聞けッ！」

「お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

「お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様！」

　…………

　とまあ延々そんな事を続けた後。

「放せ！　匡平はお兄様なのだ！」

　と喚くパミル。

「いいえ――やっと出会えたお姉様です！」

　と叫ぶローリイ。

「放せ！」

「放しません！」

「……お前等本当に馬ば鹿かだろ」

　呻うめく様に呟つぶやく匡平の言葉なんぞ勿論、激げき昂こうしている少女二人に届くはずもなく。

「はーなーせー！」

「いーやーでーすー！」

　ついには左右から匡平の腕うでを持って引っ張る羽目に。

「痛い！　痛い！　千切れるッ!!」

「お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様お姉様！」

「お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様お兄様！」

「裂さける！　死ぬッ！」

　そんな様子をしばし眺めながら――

「分かった！」

　ぽんと手を打つのは瑞人である。

　彼かれは大きく頷うなずきながら、途と方ほうもなく得意げにこう宣のたまった。
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「匡平の痛がる声に手を放した方こそ本当の妹ッ!!」

「何処の大おお岡おか越えち前ぜんだてめえはッ!!」

　とりあえず他ほかに突っ込む人間も居なさそうなので――涙なみだ目で匡平はそう怒鳴った。
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「――では貴女あなたが」

「どうもそうらしいな」

　確かく認にんするローリイに首しゆ肯こうするパミル。

　大おお岡おか裁き――かどうか激しく意味不明だが――から数分後。オオサンショウウオよろしく匡平が半裂きされる直前――ようやく少女達は落ち着きを取とり戻もどしていた。

　場所は瑞人から聞き出したジョギング・コース――つまりは人工海岸である。三人はとりあえずローリイが入っていたという棺かん桶おけを回収する為ために此こ処こに来たのだ。とりあえず見るからに曰いわくありげな怪あやしい代しろ物ものを放置する訳にもいくまい。何処からどう繋つながってパミルの事情に――そして周しゆう平へいの怪しい商売に官憲が行き当たるか、知れたものではないからだ。

　ちなみに話がややこしくなるので瑞人は連れてきていない。というか『そのままアキバに行ったら有名人になれるぞ』とそそのかすと、そのままゴスロリともパンクとも分からない格好でタクシーに飛び乗って去っていった。今いま頃ごろは秋葉原で激写されている事だろう。

　まあそれはさておき。

「では……」

　何処か未練がましい表情で匡平の方を見つめるローリイ。

「貴方あなたはお姉様ではないのですね……？」

「当たり前だ」

「なんとなくぐりぐりし甲が斐いのある方でしたのに……」

「お前の血けつ縁えん関係の判断基準はそれか!?」

　思わず怒鳴りそうになるのを必死に抑おさえながら言う匡平。だが何やらしゅんとしているローリイの肩かたに手を置いてパミルが言った。

「大だい丈じよう夫ぶだローリイ」

「お姉様……？」

「匡平は確かにお姉様ではない。残念だがそれはもう動かし様のない事実なのだ」

　思わず『残念なんか？』と大おお阪さか弁べんで突っ込みそうになるのを堪える匡平。だがパミルは大きく右手を振ふって彼を指し示し――言った。

「だが気にする事は無い。お兄様にもぐりぐりしてもいいと日本の法律は定めている！」

「定めてねえッ！」

「まあッ！」

　喚く匡平の方を見てぱっと表情を輝かがやかせるローリイ。一体こいつらの頭の中はどうなっているのか。

「だがローリイよ。とりあえず私の方が姉なのだからな。匡平と出会ったのも私が先だ。だからぐりぐりするのは私が先だぞ」

「はいお姉様！」

　元気よく頷くローリイ。

「ああもう好きにしろ……」

　とりあえずしょーもない話は後回しで棺桶の回収を優先すべきだろう。そう考えながら匡平は人工海岸の砂すな浜はまを歩いていく。

「それにしても……」

　仲良く手を繋いで歩いているアンドロイド姉妹をちらりと振り返かえる。

「結局俺が面めん倒どう見る事になるんだろうか」

　まあ、当然というか――パミルが荷物として日本に運び込まれた様に、はるばるベルグマン王国から漂ひよう着ちやくしたというローリイが、正規の手続きを済ませてここに居るとは思えない訳で。

　考えるだけで死ぬ程ほど面めん倒どう臭くさいのだが、まさか今いま更さら、放ほうり出だすわけにもいかないし……

「匡平！」

「お兄様！」

　パミルとローリイがそれぞれ右手と左手にしがみついてくる。また左右に引っ張られるかと一いつ瞬しゆん身を強こわ張ばらせる匡平だったが、どうやら少女達は単に手を繋ぎたかっただけの様だった。

「……まあ……一人増えるも二人増えるも一いつ緒しよか」

　憂ゆう鬱うつに思う気持ちが在るのは確かなのだが、何というか、家族が増える事に妙みようにわくわくしている自分が居るのも事実で。

「まあ退たい屈くつはしない――」

　そんな事を呟きながらパミル達と歩いていた匡平は――ふと脚あしを止めた。

「…………」

「匡平？」

「お兄様？」

　無言で立たち尽つくす匡平をどう思ったか……パミルとローリイが不思議そうに声を掛かけてくる。

「…………」

　匡平は黙だまって前方のそれを見つめていた。

　人工海岸の砂浜――波なみ打うち際ぎわ。

　そこに匡平達の目当ての代物は確かに在った。いかにも人間が入っていそうな感じの大きさの――黒い機械式の箱。

　見み間ま違ちがえようがない。並べて比ひ較かくしないと絶対と断言は出来ないが、パミルが入っていたものとほぼ同じものだ。

　そう。確かに棺桶はそこに在った。

「…………なんで」

　十個ばかり。

　まるで『さあ本物はどーれだ？』と言わんばかりにそっくりの棺桶が人工海岸に散らばっていた。

「おお。沢たく山さんあるな」

　感心した様に言うパミル。

「ありすぎだろ！　なんで――こんな!?」

　勿論、いくら瑞人がアホでも、最初から十個も問題の棺桶が在れば、言げん及きゆうしている筈はずだった。という事はつまりこの棺桶の群れは、瑞人が朝に此処を訪おとずれ、ローリイと出会った際には無かった事になる。

　となると……

「増えたみたいですね」

　と他ひ人と事ごとの様に言うローリイ。

「分ぶん裂れつしたのでしょうか」

「こんなもんが数時間でほいほい分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくしてたまるかッ！」

　言ってから気付いた。

　海岸に放置された物体。

　それはつまり――　漂ひよう着ちやく物ぶつな訳で。恐おそらく貨物船か何かで運ばれていたものが船の沈ちん没ぼつか、あるいは不法投とう棄きかで此処に流れ着いたのだろう。沖おき合あいのネットも人じん為い的てきに投げ込まれれば意味を成さない。

　でもって。

　周平がベルグマン王国跡あとのゴミ捨て場から見つけてきたパミルの棺桶が、実は『運び出される筈なのに何らかの手て違ちがいでゴミ捨て場に投棄されていたもの』だとしたら……？

　つまりこの棺桶の群れは――

「おお。見ろ匡平」

　パミルが嬉うれしげに叫さけんで指さす先で、あろう事か、一いつ斉せいに――ローリイのものを除のぞく九基が――棺桶の群れが水蒸気を噴ふき始めた。

「ちょっ――ま、待ッ……！」

　動転する匡平の台詞せりふなんぞ、まるで――当たり前だが――棺桶の群れは聞く耳なんざ持たず、そのままぐきききき、と機械的な作動音を立てながら蓋が開いていく。

『絶体絶命』――何な故ぜか色々な意味でそんな言葉が匡平の脳のう裏りを過よぎったりして。

　そして――

「…………」「…………」「…………」

「…………」「…………」「…………」

「…………」「…………」「…………」

　のっそりと棺桶の中から起き上がる九つの人ひと影かげ。彼かれ等らは揃そろいも揃って何故か匡平の方を見つめると。

「妻よ！」「あなた！」「叔お父じ様さま！」

「叔お母ば様さま！」「父様！」「母様！」

「従姉妹いとこ殿どの！」「姉様！」「弟よ！」

　……などとてんでばらばらにそう叫んだ。

「…………」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの匡平。

「…………」「…………」「…………」

「…………」「…………」「…………」

「…………」「…………」「…………」

　何か変だと思ったのか沈ちん黙もくする九人。

　さすがに空気を察したのかパミルもローリイも無言。

　ただ異様な沈黙の中を潮風だけが吹ふき抜ぬけていき――

「なあ。パミル……」

「むむ？」

「……ひょっとして……これ……俺が全員面倒見るのか…………？」

　匡平は卒そつ倒とう寸前の震ふるえる口調でようやくそう言った。







第二章　ある冬空の下で







　カップから一口――紅茶を啜すする。

　アールグレイだ。注文通りならば。

　だがまるで香かおりがしない。味も分からない。それは紅茶ではなく味わう側の問題だろう。まるで舌を麻ま酔すいされたかの様だ。

　匡きよう平へいはしかめ面つらでカップをテーブルの上に戻した。

「それじゃ～私は店の奥おくに居るわね～？」

　用が在ったら呼んで頂ちよう戴だいね～と付け加えながら喫きつ茶さ店てん『コルベット』のオーナー店長・豊ほう和わ薫かおる子こはそそくさと姿を消した。

　まあ妥だ当とうな判断ではある。

　匡平も見慣れた『コルベット』の店内――山小屋風の内装を施ほどこされた、席数二十余りの小さな店だ――には、余人が立ち入るのを拒こばむかのような緊きん張ちよう感が満みち溢あふれていた。

「えっと……改めて確認しますけど」

　と匡平は言った。

　その際に彼は自分の隣となりに座すわっている少女をちらりと一いち瞥べつする。

　綺き麗れいな少女だ。

　街中ですれ違ちがえば半ば無意識に眼めがその姿を追ってしまう様な――可か憐れんさと優美さを絶ぜつ妙みようの配分バランスで備えた容よう貌ぼうである。

　絹糸の如く繊せん細さいで癖くせの無い金糸の髪かみ。宝石の様に何ど処こまでも碧あおく透すき通とおった輝きをもつ瞳ひとみ。肌はだは抜けるように白く――陶とう磁じ器きの様に滑なめらかだった。

　どの角度から見てもその容姿にはまるで隙すきというものが無い。ある種の芸術品を想おもわせる風ふ情ぜいで――生身の俗ぞく臭しゆうというものがごっそり欠落しているのである。いっそ妖よう精せいとでも言われた方が違い和わ感かんが無かろう。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

　それが少女の名前だ。

　色々あって――いやもう本当に――数ヶ月前から匡平の義妹いもうととして南なん部ぶ邸ていに居い候そうろうしている女の子だ。ただし見目麗うるわしさと中身は激しく乖かい離りを起こしており……口を開けば亡国王女の替かえ玉だまアンドロイドを自じ称しようする不思議ちゃん系少女であった。

　いや。まあそれはいい。

　彼かの女じよの異常性は今に始まった事ではない。

　色々と眼からビーム出したり、火か炎えん放射器並みに火を噴いたり、鉄パイプでも蝶ちよう結むすびしかねない様な怪かい力りきを発揮したりもするが――まあそれについては不本意ながら随ずい分ぶんと匡平も慣れた。パミル自身も匡平の意向をくみ取る様になって多少だが非常識な言動は減りつつある。

　だが――

「貴方あなた達たちがパミルの――」

「左様」

　問題は彼女の向こう側に在った。

　というか居た。

　それも複数。

「余が、ベルグマン王家第十三代目ドルフ・テリル・バロル・ベルグマン王――の影かげ武む者しやアンドロイド・ドルフⅩである。そこにいるパミルの父にあたる」

　匡平の目の前の――正しくは、机を挟はさんだ向かいの席の――男は一国の元首に相応ふさわしい堂々とした態度でそう名乗った。

　それそのものは何も破は綻たんしていない。

　いかめしい口調も。

　気品ある顔立ちも。

　荘そう厳ごんな物もの腰ごしも。

　ただ――致ち命めい的てきに周囲との調和が無い。

　貴き賓ひん室しつで贅ぜいを尽くした絹の衣装にでも身を包つつんでいれば実によく似合っただろう。だが山小屋風の喫茶店の店内で、王様を自称する中年男がＴシャツにジーンズという格好で存在する事自体が既すでに破綻だ。というか現状ではどう見ても『自分は王様だ』という妄もう想そうに取り憑つかれた痛いおっさんにしか見えない。

　とはいえ本人は大おお真ま面じ目めだ。

　なので――

「……さいですか」

　匡平は呻く様にそう応じるしかない。

　しかも――ドルフだけならばまだしも、彼の背後には更さらに同様の面々が控ひかえている。

「私がその妃きさきカロリーテ――の影武者アンドロイド・カロリーテⅣ。パミルの母です」

「パミル姫ひめの妹、ローリイ姫――の影武者アンドロイド・ローリイⅢですわ」

「私は王おう妃ひの妹で」

「その夫だ」

「その息子むすこで」

「その従姉妹いとこ」

「その弟で」

「姉です」

「妹なの」

　…………

　一族郎ろう党どう勢せい揃ぞろい――とまではいかなくとも『家族』の単語で済ませてしまうには少々人数が多い感じだった。

　それぞれ体の大きさや性別、髪かみ型がた、年ねん齢れいに違いはあるものの――俗臭をまったく感じさせない美形であるところは、おおよそパミルと一緒である。

　誰だれもが、そこに居るだけで周りの風景を輝かせる様な容姿ではあった。これで口から駄だ駄だ漏もれの電波妄想さえ無ければ、匡平としてもにこやかに応対出来るのだが。

「えーと。もしかして、ドルフさんの後ろにいらっしゃる方々も……」

「ですから――」

　呆あきれた様に溜ため息いきをついたのはドルフのすぐ後ろに居るショートボブの髪型の――髪型と若じやつ干かん幼い事を除けばまんまパミルの相そう似じ形けいの様な――少女だった。

　ローリイである。

　いや。本人に言わせれば――

「ですから、何度も言いますように――全員、王族の影武者アンドロイドですわ」

　――つまりローリイ本人ではなく、その影武者アンドロイドの『ローリイⅢ』という事になるらしいのだが。

「えーと……」

　匡平は喚わめき散らして暴れたいのをぐっと堪こらえて考える。

　要するに。

　この連中は揃いも揃ってパミルと同様の夢物語にトリップしまくっているらしいのだ。

　だが――

（全員が……？）

　一人二人ならともかく、十人全員が一斉におかしくなるなどという事態が在り得るのか。

（でも電波って伝う染つるって言うしなあ……）

　まあ匡平も、初期の頃ころはパミルの会話に付き合っていると、脳の芯しんがねじれる様な感覚を何度も味わったものだが。

（してみるとパミルの妄もう想そう癖へきもこーゆー家庭環かん境きようが影えい響きようしてるのか？）

　事の始まりは、人工海岸の浜はまに、パミルの時と同じく棺かん桶おけに入った状態で、漂着したローリイの存在だった。

　パミルにそっくりで――本当に電波とか怪力とか常識が無いとか――いらん処ところまでパミルにそっくりのこの少女は、自らをパミルの妹の影武者アンドロイドと主張。まあ色々思う処があったが、この少女の入っていたという棺桶を回収する為ために浜はま辺べに出向いた匡平達たちは、更にそこに散在する十の棺桶を発見した――してしまった。

　でもって匡平の炸さく裂れつしまくる嫌いやな予感を微み塵じんも裏切らず、その棺桶の中からはベルグマン王家――その影武者アンドロイドを自称する電波さん団体が出現したのである。

　それも頼たのみもせんのに全員素すっ裸ぱだかで。

　正直、匡平としてはその場で回れ右して帰りたい気分だったのだが、さすがにそういう訳にもいかず――慌あわてて近くのスーパーで適当な服を買いまくって引き返し、彼等に与あたえると、取とり敢あえず人目を気にせず落ち着いて話せる場所という事で、この喫茶店コルベットに彼等を連れてきたのだ。

　例によって、休日にもかかわらず店内は開店休業の様相を呈ていしている。事実上、ベルグマン一家と匡平たちの貸し切り状態である。正直、こんなんでよくやっていけるな、と心配にならないでもないが、まあ今日ばかりはこの店に巣くう閑かん古こ鳥どりに感謝したい気分だった。

　まあそれはさておき。

「話を元に戻もどしましょう」

　落ち着いた口調で言うのは、パミルの母カロリーテ。

　華きや奢しやなボディラインながら、服の上からでも分かるほど出るところはしっかり出た美女で――大人になったパミルといった感じの風ふう貌ぼうである。そのままどこぞで女優かモデルでも務まりそうだ。とても二児の母に見えない。

「どういう経けい緯いで離はなればなれになってしまったのかは我々にもよく分かりませんが……」

　落ち着いた口調には品があり、パミルにはない成熟した魅み力りよくに満ちている。

　だがその唇くちびるから出てくるのは、やっぱり電波てんこ盛りの妄想物語だった。

「我々は家族です。家族は一緒に暮らすのが当然――いえ暮らさないと不自然でしょう。影武者アンドロイドたる我々としては不自然な振る舞まいは極力慎つつしまねばなりません」

（どの口で『不自然』とか言うかね）

　と反射的に想ったりする匡平だがさすがに口には出さない。パミルの時の様に一人ならさておき――この『自称・王族の影武者アンドロイド』達が一斉に眼からビーム出したり、手から電でん撃げき出だしたりしだすと匡平にも止めようが無い。極力余計な刺し激げきは与えたくなかった。

「しかし……母上……」

　何やら困こん惑わくの表情を浮うかべてパミルが反論する。

「今の私はここにいる匡平の妹であって」

「それは緊きん急きゆう措そ置ちの結果でしょう？」

　口調こそ穏おだやかだが、反論も許さずにばっさりと切り捨てる様なカロリーテの台詞である。

「そもそもそのキョーヘイさんの妹役である事と、私の娘むすめ役である事と、どちらが見た目に自然だと想うのです？」

　まあ確かに見るからに白人のパミルが黄色人種の匡平と『兄きよう妹だい』を演じるよりは、同じ白人の――しかも顔の造りにも明らかに共通点の多いカロリーテと親子を演じる事の方が何万倍も自然ではある。

「しかし私とキョウヘイは法律上既に……」

「我々を律するのはベルグマン王国の法律です。日本の法律は関係在りません。日本語ではなんと言いましたかしら。そう――チョーホーキ。超ちよう法ほう規きです」

　とカロリーテ。

　まあ、そもそもパミルを匡平の妹という続つづき柄がらで戸こ籍せきに記き載さい出来たのも、匡平の父・周しゆう平へいの超法規的手段（極きわめて政治的に優やさしい表現）であって――胸を張って正当を主張出来る様なものでは勿もち論ろんない。

「そうですわ」

　何を思いついたのか――ぱっと表情を輝かがやかせてローリイが口を挟んでくる。

「キョーヘイお兄様が養子になればよろしいのでは？」

「よろしくねえよ」

　と匡平。

「ええ？　どうしてですの？」

「どうしても」

「いい案だと想いましたのに……」

　ローリイが不満そうに口先を尖とがらせて言うが――勿論、匡平としては『王家の影武者アンドロイド』妄想を全員揃って実じつ践せん中の、アレな家族の一員になりたいなどとは微塵も想わない訳で。

（……っていうか本当に妄想なのか？）

　ふとそんな事を想う匡平。

　パミルが尋じん常じようではない力を持っているのは紛まぎれも無い事実だ。そしてこの王家の替え玉アンドロイドを自称する者達が、パミルの入っていたそれと極めてよく似た棺桶型のケースに入っていた事も。

　これを過不足無く説明する為に――『彼等は本当に王家の替え玉アンドロイドである』という考え方以外に当てはまる説が、匡平には思いつかない。

（妄想だとしたら全員揃ってアレな訳だが、もし妄想じゃなかったら……？）

　そんな事を匡平が考えていると――

「何にせよ……このままという訳にはいかないでしょう？」

　とカロリーテ。

　その口調はやはり何ど処こかおっとりとして気品が在るが……だからこそそこに滲にじむ若干の苛いら立だちは匡平にも感じ取れた。

「むむっ……」

　顔をしかめて唸うなるパミル。

（家族と会えたのに嬉しくねーのか？）

　どうも先さき程ほどからパミルは両親や妹の処に戻るのを渋しぶっている様子だった。

（俺おれみたいに親父おやじが困った奴やつって事なら分からないでもないけどな――パミルの場合どっちもどっちだし）

　アンドロイドだの王族だの妄想電波具合からすれば、彼等はパミルといい勝負だ。

「キョーヘイさんはどうお考えですか？」

「え？　俺――ですか？」

　いきなり自分に意見を求められるとは思ってもみなかった匡平である。あくまでパミルの身の振ふり方かたは彼女に決定権が在る訳で――

「いやだから……どうお考えですか、と言われましても………ですね」

　困り果てて、匡平は言葉につまった。

　重苦しい沈黙の空気が流れる。

　不意に――

「ふむ――」

　自己紹しよう介かいの後は黙だまって匡平達のやり取りを見ていたドルフが大きく頷うなずいて言った。

「意見がなかなか統一を見ないか。ならば私は王として、そして父として一つ提案をしようと思う」

「…………」

　家長の発言にベルグマン家の面々は神しん妙みような面おも持もちで次の言葉を待つ。匡平も何やら荘厳そうな物言いにつられて身を強こわ張ばらせる。

　ドルフはそんな一同を見回してから重々しい口調で言った。

「散歩に行こう」

　思わずその場に突つっ伏ぷす匡平。

「……って何の脈みやく絡らくがあるんだよ!?」

　相手が誰かも忘れ、パミルにするのと同じ様なノリで反射的に突っ込む匡平。だがドルフはさして気を悪くした様子も無く言った。

「折せつ角かく家族も揃そろった事だしな」

「いやだから」

「話が行ゆき詰づまった時には、場の空気を変えるのも良いと思うが？」

「…………」

　まあそれはその通りだが。

　見ればドルフの言葉に異を唱えているのは匡平だけで、他ほかのベルグマン家の面々は『なるほど！』といった様子で頷き合っている。

　さすがに電波家族。思考に脈絡が無い。

「好きにしてください……」

　若干の不安を覚えながら匡平は言った。
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「見て。子こ猫ねこがいますわ、お母様！」

　嬉うれしそうな声を上げてぱたぱたと走り出だすのはローリイである。

　その後をゆったりとした優ゆう雅がな足取りで追うカロリーテ。ただ真まっ直すぐ歩いているだけなのに――その姿にはまるで舞ぶ踊ようの様な風情があった。

　気温の低い真冬とはいえ――日が高くなって時間のたった街を流れる緩ゆるやかな風は、陽光に温められてほのかに暖かい。

　喫茶店コルベットを出て、一行は繁はん華か街がいを目指して歩いていた。まあ別に明確な目的地が在る訳ではなく――単なる結果だが。

　ぞろぞろと歩く十人余りの自称アンドロイド集団――パミルも含ふくむ――を眺ながめて、匡平はしみじみと思う。

（こうして見ると、普ふ通つうの人たちなんだけどなあ……）

　そんじょそこらではお目にかかれない美形揃いで『外国人でーす』というのぼりを背せ負おった様な集団ではあるが、まあそれは『珍めずらしい』というだけで未まだ常識の範はん囲い内ないである。幼い頃から海外を転々としていた匡平の感覚ならば、尚なお更さらの事だ。

「猫ねこ！　にゃあ！　あははっ！」

　道ばたで日向ひなたぼっこをしていた子猫を見つけて駆かけていくローリイ。

　いきなり駆け寄よってきた子供達に驚おどろいたのか、子猫は慌てて近くにある――路上に駐ちゆう車しやされてあった――四人乗り仕様の乗用車の下へ逃にげ込んでしまう。

「あぅ。逃げられてしまいました」

　残念そうな声を上げるローリイ。

「んん～？」

　それでも諦あきらめきれないのか、彼女は地面すれすれまで身をかがめて車の下に手を突っ込む。まあ王族らしくないといえばらしくないが――少しでも子猫とスキンシップしたいと思う幼女の姿は微ほほ笑えましくあった。

「手が届きません～」

「あらあら」

　その横で、くすくすと鈴すずを転がすような声で笑う母親カロリーテ。ごくごく普通に、幼い子供を見守る母親の図といった処だ。

　だが――

「いいですか。ローリイ。王族は簡単に諦めてはいけません」

「はいお母様」

「自分に出来る事と出来ない事をきちんと把は握あくしていれば自おのずと道は開けるものなのです」

　にこやかな笑え顔がおでもって、言い放ち、カロリーテは――

「手が届かないなら届くようにすれば良いのです」

　おもむろに身をかがめると、車体の底面に細い指を引っかける。

「ちょっ――!?」

　まさか。

　匡平が止める間もあればこそ。

　ぐわばッという擬ぎ音おんが付く様な勢いで、車はまるで紙細工の様に持ち上げられていた。

　念のために記すが普通自動車である。リヤカーやら自転車の類たぐいではない。どう軽く見積もっても一トン近くある筈はずだ。

　その圧あつ倒とう的てき質量をもった車を――後輪部分は地面についたままとはいえ――カロリーテは、その細ほそ腕うででいとも容易たやすく持ち上げてしまったのだ。しかも片手だ。

「な……何やってるんですか、カロリーテさん!?」

　人目につく事を恐おそれて、慌てて止めさせようと喚く匡平。

「何って……？」

　片手で車を持ち上げたまま――どうみても華奢な女の細腕で――『邪じや魔まだからどけてみたのですけれどそれが何か？』と言わんばかりに、首を傾かしげるカロリーテ。

　その傍かたわらでは、子猫を抱だき上あげる事に成功したローリイが満足そうな顔をしている。

　ちなみに子猫は驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで――幼い動物にもどれだけ目の前の光景が異常なのか分かるのだろう――全身の毛を逆立てているのだが、ローリイはまるで気にした様子が無い。暴れる子猫をぎゅっと抱きしめながら――

「見て、お母様。この子猫とってもふわふわですわ！」

　一いつ瞬しゆん、匡平は猫がプレス機に挟まれたみたいに潰つぶされるのではないかと危き惧ぐしたが、さすがにその様な事は無い様だった。

　とはいえ……

「良かったわね、ローリイ」

　ぱっとカロリーテが手を離すとずずんと音を立てて乗用車が元の状態に戻る。ただしバンパー部分はカロリーテの手の形がくっきりと残っていたりしたが。
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「……やばい」

　呻うめく様に言う匡平。

　確実に誰かにみられたらヤバイ。というか問答無用で通報されかねない光景である。思いあぐねて匡平は思わずパミルに助けを求めた。これなら未だパミルの方が常識が身についていると思ったのだ。

「パミル！　あれ、どうにかしろ!?」

「うむ。任せろ」

　信しん頼らい感満点といった様子で重々しく頷くと、パミルはつかつかと二人に歩み寄り――

「母上。ローリイ。一言注意しておく」

　彼かの女じよは言った。

「なにかしら？」

「なんですの？」

　きょとんと眼めを瞬しばたたかせてパミルを振り返かえるカロリーテとローリイ。

　パミルは厳おごそかな口調で言った。

「動物に触さわった後は手を洗わねばいかんぞ」

「ああ！」

　忘れていたといった感じで頷き合う親子。

　でもって――

「――って、違ちがうだろうが!!」

　喚く匡平。

　その隣となりで、何やら温かい眼まな差ざしをしているドルフがうんうんと頷く。

「見たまえキョーヘイ君とやら。家族の暖かな触ふれ合あいだ。やはり愛あい玩がん動物は会話の輪を広げるのに役立つのだな」

「……あんたも他に意見は無いんですか」

「むむ？」

　不思議そうに首を傾げるドルフ。

「………」

　やっぱりこいつらは間ま違ちがいなくパミルの家族である。このズレっぷりは当初の――まあ今もたまに――パミルのそれとそっくりである。常識の欠落云うん々ぬん以前に、今までどうやって生きてきたのかと不思議に思う。

（駄だ目めだ……このまま街に連れてったらとんでもない騒さわぎになる）

　それもパミルの約十倍（当社比）の規模で。

「ドルフさん。街へ行くのは止めましょう」

　くるりと隣のドルフを振り返って、匡平は――大まじめな顔で言った。

「何な故ぜだ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるドルフ。

「それは――」

　全方位電波受信型異常者集団を引き連れて街なんか練り歩けるか――という喉のどまで出かかった怒ど声せいを飲み込み、極力抑おさえた声こわ音ねで匡平は続けた。

「休日に家族が揃って行く場所といえば、他にもっと良いところがあるからです」

　正直言って、その場の思いつきというか苦くるし紛れの発言だったのだが――ドルフは興味をそそられたのか何度も頷いている。

「ほう……？　それは例えば街に出てウィンドウショッピングして『パパあれ買ってぇ～』と娘や妻にねだられるより、ずっと家族らしく過ごせる場所なのか？」

　王者の威い厳げんみたいなものを無意味に垂れ流しながら、ずいと迫せまってくるドルフ。ただし言っている事は何ど処こでそんなネタ仕入れたのかと思う位に安っぽくて俗ぞくっぽい。

「ええ。きっと、ご家族の方に『パパ、肩かた車ぐるまして～♪』という台詞せりふや……あまつさえ『あなた。そろそろ、もう一人くらい家族が増えても。ねえ？』とか言う甘あまい言葉を言わせてみせますよ……！」

　最も早はや、その場の思いつきも極まれりというか、ぶっちゃけ自分でも何を言っているのか分からなくなってきている匡平だったが……ここで引く訳にもいかない。

　商店街の平和と。

　彼かれ自身の平へい穏おんの為に。

「………ほほう。ならば聞かせて貰もらおうか。その、楽園の名を！」

　無意味に鋭するどい眼光でもって、ドルフはそう言った。
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　顔からこぼれ落ちそうなほど大きな碧あおの瞳ひとみが――うるうると潤うるんでいた。

「お兄様……」

　ローリイの何かを乞こい訴うつたえる熱っぽい眼差しを向けられて匡平はたじろいだ。

　まだ発達の予兆も見せていない体を密着させるかの様に――彼女はひしっと腰こしにしがみついてくる。

「お願いです……私……私！」

　身長が匡平の腰辺りまでしかない幼女の顔の位置は……なんというか、傍はたから見たら犯罪の臭においすらする感じで非常に人目を憚はばかる構図であった。

「だから――駄目なものは、駄目なんだ。お前はまだ小さいし」

　緊きん張ちように硬かたくして――あ。声です。念のため――匡平は呻く様に言った。

　だが……

「匡平、私からも頼たのむ。ローリイの願いを叶かなえてやってはくれまいか？」

　背後からすり……と静かに体をすり寄せて来るのは、パミル。

「……ちょ……パミル!?」

　姉妹にサンドイッチされて匡平は焦あせった。

　今まで気にしていなかったが、こうしてみると衣服越ごしに柔やわらかい感かん触しよくと――アンドロイドとは思えない――女の子特有の甘い香かおりがしてくるわけで。でもって匡平もいっぱしの健康的な十七歳さい男子なわけで。

「頼む……匡平」

「お兄様……お願い」

　前門のローリイ、後門のパミル。切々と訴えつつも二人からは『うんと言うまで離はなすものか』という脅きよう迫はくめいた意志の強さすら感じられる。

　なので――観念して匡平は喚わめいた。

「分かったよ、好きにしろ!!」

　――緑川動物園。

　街から十二キロ離れた場所にある、広大な自然公園の片かた隅すみにある行楽地である。

　本格的な動物園に比べれば展示されている動物の種類には限りがあって全四十五種と少なめではあるが……それでも、普ふ段だん街で生活している分にはなかなかお目にかかれない動物が揃えられている。交通の利便性もあって、日々の仕事で疲つかれているだろう世のお父さん方が家族サービスするのに丁度良い施し設せつではあった。

　匡平たちが居るのは、その動物園の片隅。

　パンフレットの地図で『ふれあい広場』と記される区域である。

　土の地じ肌はだがむき出しにされた直径百メートルほどの広場は、木製の柵さくで三つのエリアに区分けされている。そこでは兎うさぎや山や羊ぎといった大人しい草食動物を自由に触ることが出来た。

　中でも人気が高いのは、一回五百円で馬に乗ることが出来る乗馬コーナーである。

「一回だけだからな」

　ため息混じりに財さい布ふの中から五百円玉を取りだして、匡平はローリイの小さな手に載のせてやる。

「お父様、お兄様のお許しが出ましたわ！」

　硬こう貨かを受け取ると、嬉しそうな声を上げて乗馬コーナーに走っていくローリイ。

　無意味に尊そん大だいな感じでドルフは頷く。

「何から何まですまんな、少年よ」

「つか……無一文の王族って……」

　うんざりした様子で匡平は呟つぶやいた。

　棺かん桶おけの中から裸はだか一いつ貫かんで現れたベルグマン一家はまったくの無一文であった。結果的に、誰だれが入場料や交通費を出すかというと匡平しかいないわけで。

　ちなみに、他の王族たちは何処にいるかというと。兎や山羊といった――無料で入れる――無難なコーナーを選んで、めいめい楽しんでいる様だった。

　匡平が睨にらんだ通り、動物相手に王家パワーを炸さく裂れつするほど頭のネジは緩んでいないらしい。少なくとも、街に連れ出すよりは正解であると確信できた。

「費用は後で親父に請せい求きゆうするか……」

　今月の生活費をかんがみて、ぼそりと呟く匡平である。ドルフ達たちが転がり込んできたのは周平とは何の関係も無い訳だが――パミル関連だというのならば、周平に責任が無い気がしないでもないような感じだ。

「……ま。いいか」

　視線を向けると、乗馬チケットを購こう入にゆうしているローリイの横顔は心底から嬉しそうで。中身が電波だろうとアレだろうと、ああいう少女の姿を見ていると、五百円なんざ安いものだと思ってしまう。

　背後から隣に回ってきたパミルが、その光景に眩まぶしそうに目を細めながら言った。

「我々は、目にする物から触れる物から……すべて初めてのものばかりで、こうして体で得られる感覚のひとつひとつが貴重なのだ。特にローリイは、設定が幼女という事もあって馬術がプログラミングされておらんと――先ほど父上から聞かされた。それ故ゆえの憧あこがれもあるのだろう」

「…………」

　思わず――まじまじとパミルの顔を眺める匡平。

「む。なんだ、匡平。私の顔のパーツに何か問題でも見つけたのか？」

「いや……お前の問題は主に中身――じゃなくて。お前、なんとなくお姉さんの顔になってきたなあと思って」

「むむ？」

　意外な事を言われたのか――眉をひそめて、考え込む様な顔をするパミル。

「むむ……これは予想外だったな。まさか姉し妹まい機きとの接せつ触しよくで、部分的な形状変化を誘ゆう発はつしてしまうとは」

「そういう事じゃねえよ！」

　喚きながら――『まあ、おおまか平穏……かな？』と思う匡平であった。

　だが、毎度の事ながら、そうは問屋が卸おろしたためしが無い事を――彼は直後に思い出すのであった。
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　平穏は……鼓こ膜まくに突き刺ささるかの様な馬のいななきによって打うち砕くだかれた。

　園内に漂ただよっていた行楽ムードが一瞬にして困こん惑わくと緊張の色に塗ぬり替かえられる。

　慌あわてて匡平が視線を向けた先にあった光景は――後ろ足立ちになった馬の姿と、その背中に必死でしがみついているローリイだ。

「お姉様!!」

　手に絡からめた手た綱づなをぴんと張ったまま引きつった声でローリイが叫さけぶと、馬はますます興奮した様子で目を剥むいて口から泡あわを飛ばしながら前足を振ふり回まわす。ただでさえ体の大きな馬は――立った姿は大人の身長を軽く超こえて――小さな子供くらいなら軽く圧死させてしまうだろう重量感があった。

「何事だ!?」

　血相を変えて駆けつける王夫ふう婦ふ。

　近くに居た子供が、付つき添そいの親に喋しやべっている声が聞こえた。

「僕ぼく、見てたよ。あの子が係員の人から手綱を無む理り矢や理りとっちゃったんだ！」

　見れば係員が手足を痙けい攣れんさせながら柵の近くでノビている。どうやらローリイに王家サンダーか何かでも喰くらったらしい。

　どういう経けい緯いが在ったのかは分からないが、恐らく……子供特有の我わが儘ままぶりを発揮して、好き勝手に乗りたがったローリイの注文に、係員が従わなかったとか……まあそんな感じだろう。

「なんて事を……！」

　馬は繊せん細さいな動物だ。

　よく訓練されていても、ふとした事から興奮状態に陥おちいって暴れたりもする。まして飼育係が目の前でいきなり昏こん倒とうさせられたら――

「飛び降りろ、ローリイ！」

　駆け付けた別の係員が、馬を落ち着かせようとして『どう、どう！』と必死に声をかけているが……馬はたてがみを狂くるったように振り立たてて、矢の如き勢いでもって走り出す。

「きゃああああああああああああ！」

　悲鳴と共に遠ざかっていくローリイと馬の姿――

「匡平っ！」

　助けを求めるような声を耳にして匡平が振り向むくと、そこには表情を強こわ張ばらせたパミルが居た。

　救いを求めるかの様な彼女の顔を見て――いや実際に助けを乞こうていたのだろう――匡平は咄とつ嗟さに辺りを見回す。

　ふれあい広場の片隅に目が留とまった。

　そこには『サイクリング・コーナー』と書かれた看板が柵に打ち付けられている。無料貸し出しの札と共に、ずらりと並べられた自転車を見て、匡平は叫んだ。

「あれだ！」
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　馬は柵にそって広場の中を――大きく円を描えがくようにして疾しつ走そうしている。巨きよ体たいをフル稼か働どうさせ、ゴムボールが跳はねるような勢いでもって距きよ離りを一瞬にして稼かせぐものだから、加速の伸のびは目を見張るものがあった。

　だが勿もち論ろん、馬の躍やく動どう感に見とれている人間は一人もいない。馬体に小こ柄がらな少女がぶら下がっているとあっては当然だ。

　ふれあい広場の周囲は騒そう然ぜんとして、そこかしこで悲鳴や怒声が飛とび交かっている。

　その中を――

「…………」

　馬に負まけず劣おとらずの速度で進みながら、匡平は今いま更さらながらパミルの非常識なパワーを痛感していた。

　サイクリング・コーナーから拝借した自転車を運転すべく、パミルがサドルへ腰を下ろし……自転車の後輪の上部に備え付けられた荷台に、匡平は座すわっているわけだが。

　速い。とにかく速いのだ。

　華きや奢しやな体に不ふ釣つり合いなまでの怪かい力りきと瞬しゆん発ぱつ力りよくでもって、ペダルをこぐパミル。二人を乗せた自転車は、重量を感じさせない速さで加速して――風景は飛ぶように後ろへ流れていき、匡平の体を荷台から振り落とそうとするが如く、ぶつかってくる空気抵てい抗こうすら感じられる。

　常識的に考えればありえない話だが――自転車はぐんぐん暴走馬に近づきつつあった。

　振り落おとされまいと必死にパミルの腰へ腕うでを絡める匡平。思いの外に細い腰は、匡平が腕を一回りさせてもまだ余よ裕ゆうがあった。

「ローリイ！」

　馬と自転車が並んだ時、運転はパミルに全すべて委ゆだね、匡平は声の限りに叫んだ。

「何やってるんだ！　飛び降りろ！」

　電でん撃げきやらビームやら怪力やらが出せるなら、暴れ馬から飛び降りる位は難しくないだろうに――と思った匡平だったが。

「駄目です、今飛び降りたら――混乱している馬が何ど処こかにぶつかってしまうかもしれませんでしょう！」

　馬のたてがみに顔を埋うずめていたローリイが顔をこっちに向け叫ぶ。その言葉を聞いて、匡平は彼女の目にあるのは怯おびえではなく――どうすれば良いのか分からなくて生じた混乱なのだと気付いた。

　確かに――ローリイの言うとおりだ。
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　父親の都合で世界中を連れ回された事のある匡平は、馬に乗って旅をした事がある。その時に経験したのだが、暴走して乗り手を振り落とした馬は、時に興奮のあまり自ら――人や垣かき根ねといった――障害物にぶつかって骨折する事があった。

「ローリイは馬を見捨てて自分だけ助かる事が許せないのだ」

「……なるほど」

　そんな優やさしさがあるなら、先まず係員に電でん撃げき喰くらわすのを思いとどまって欲ほしかったが――まあ今更それを言ってもしょうがない。

「匡平、どうすれば良い？」

　耳元を轟ごう々ごうと流れる風と、馬の蹄ひづめの音に負けぬ様、パミルが声を張り上げる。

「馬の腹に当たってる足の力を抜ぬいて、手綱を両手で引っ張れ！」

　ここは正せい攻こう法ほうでいくしかあるまい。

　匡平は自分の記き憶おくと拙つたない知識を総動員して、ローリイに馬の制せい御ぎよ法を伝えていく。

「いいか、絶対に足で馬の腹を締しめ付けるな――体を後ろに倒たおしながら、手綱を引っ張るんだ。緩ゆるくだぞ！　お前の怪力で思いっきり引っ張ったら、馬は驚おどろいてまた後ろ足立ちになるからな！」

　馬を停止させる命令は、両手で握にぎった手綱を均等な力で引っ張る事だが――右足で腹を軽く圧あつ迫ぱくする仕草をそれに加えただけで、騎乗疾駆ギヤロツプという最も速い走り方の指令になってしまう。

　恐おそらくローリイは、知らずその命令を馬に送ってしまったのだろう。

「手綱を引きながら、体を後ろに倒すんですわね……！」

「そうだ！　ただし絶対に馬の腹を締め付けるなよ!?　いいな？　分かったか!?」

　落ち着きを取とり戻もどしてきたらしいローリイに念を押おす匡平。

　教えた通りに手綱を弓の弦げんの如くぴんと張って、ローリイは体を後ろへ倒していく。

　そうして――

「…………」

　驚くほどあっけなく。

　停止命令を正しく出だされた馬は徐じよ々じよに速度を緩めていき――やがて静かに、足を止めた。
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　ばつが悪そうな顔をしたローリイと。

　鬼おにのような形相をしている――カロリーテ。

　向き合っているその二人から漂ってくる重苦しい空気に、口を開く者はいない。

　さすがに先の騒そう動どうが良くない事だ――という程度の理解力と社会性は彼かれ等らにも備わっているらしい。

「………」

　夕暮れ時の空は鮮あざやかなオレンジ色に染まっている。緩やかに流れていた風に、昼間の温かさはなかった。一日の終わりを予感させる肌はだ寒ざむさが辺りに満ちている。

　馬の暴走騒ぎが落ち着いて――匡平たちの一行は、動物園の正門を出てすぐ脇わきの駐ちゆう車しや場じようにいた。

「分かっているのですか」

　重々しい感じで口を開くカロリーテ。

「あなたの軽けい率そつな行いで、多くの人に迷めい惑わくがかかったのですよ」

「……申し訳ありません、お母様」

　しゅんとした様子で少女は頭を垂れる。

　ローリイの意い気き消しよう沈ちんした姿を前にしても、カロリーテの眉み間けんに刻まれている――怒いかりを象しよう徴ちようする――皺しわは薄うすれない。今にも平手打ちが飛んできそうな雰ふん囲い気きではあった。

　だが……

「…………」

　カロリーテはそれ以上何も言わず、おもむろに膝ひざをついてローリイを胸へ抱だき寄よせる。それは『許す』という一言よりずっと雄ゆう弁べんで。

　どれだけ彼かの女じよがローリイの事を案じていたのか物語る光景だった。

　無言で我が子を抱きしめる母親の姿を見て、匡平はぼんやり思う。

　あれが……母親というものなのだろうか。

　匡平にはああして抱きしめて貰った記憶が無い。そもそも母親が誰なのかすら――

（やっぱ家族は一いつ緒しよがいい）

　しみじみとそんな事を思う匡平。

　パミルもやはり匡平という『偽にせ物ものの家族』よりは本物の家族と一緒に居る方が良いに決まっているのだ。

　だが――

「…………」

　それはつまりパミルが匡平の側から居なくなるという事で。

「キョウヘイ？」

　不思議そうにパミルが匡平の顔を見上げて声を掛かけてくる。彼の表情が少々曇くもっているのに気付いたのだろう。

「いや。何でもない」

　苦く笑しようする匡平。

　そんな彼を見て何を想おもったのか――パミルは手を伸ばしてぎゅっと彼の服の袖そでを握ってきた。

「……何だよ？」　

「いや……その」

　パミルは珍めずらしく視線を匡平から逸そらして呟く様に言った。

「何となく……だ」

「…………」

　曖あい昧まいに笑う匡平。

　そこに……

「――キョーヘイ君」

　ふとドルフが声を掛けてくる。

　自じ称しよう・王様の替え玉だまアンドロイドはやたらと荘そう厳ごんな口調で言った。

「今日は君に色々と迷惑をかけた。いや――パミルの事を含ふくめれば今日に限らんな。済まなかった」

「あ……いえ」

　匡平は首を振る。

　それはつまり『今までありがとう』という台詞せりふであり――流れからすれば『だがこれからはもう迷惑を掛けない』という台詞に繋つながっていくのだろう。『これからは我々がパミルの面めん倒どうを見る』――と。

　それはママゴトの終わりだ。

　偽物の――家族ごっこの。

「迷惑をかけるついでといっては何だが」

　ドルフは言った。

「これからもパミルを頼む」

「――は？」

　予想と正反対の台詞に眼めが点になる匡平。

　だがドルフは構わず言葉を続けた。

「騒さわぎの後、我々は話し合ったのだ。王国は倒れ、王族の影かげ武む者しやとして作られた我々はいるべき場所を失った。肩かた書がきはもはや無く、立っているのは右も左も分からぬ異国の地。しかし、これは一つのチャンスではなかろうか――とな」

「チャンス……ですか？」

「王族として王宮にいれば、我々はそれぞれの地位が障害となって共に過ごす時間は限られる。だが今は――なんの義務も使命もない。普ふ通つうの家族として、ずっと共に居いられる」

「…………」

「おかしいかね？　アンドロイドを自称する我々が――偽物の我々が、家族ごっこに価値を見いだすのは」

「いえ……」

　匡平は首を振った。

　そんな事はない。本当にそんな事はない。

「故に我々は、家族としての居場所を求めて――旅立つ事にした」

「はあ」

「だが、その旅路に……パミルは連れて行かない事にした」

「………どうして？」

「君がそれを問うか」

　困ったような、どこか諦あきらめの漂う――だが悲ひ壮そう感かんはまったくない――微び苦く笑しようをドルフは浮うかべていた。

「君達二人を見ていて、これが最良だと悟さとった。ローリイの一件が発生したあの時、パミルが最初に救いを求めて見たのは誰だ？」

「父上……」

　呆ぼう然ぜんとした表情で呟くパミルの頭を、ドルフの大きな手が撫なでる。

「汝なんじは今、その少年の妹――南なん部ぶ晴はる美みなのだろう。彼かれの元に残るのだ……別れは言わぬ。辛つらくなるからな」

　不意に。

　匡平は、どうしてあの騒ぎの中で、ベルグマン王家の連中がろくに動かなかったのかの理由を悟った。

『王家パワー』を使えば馬の暴走を止める事は容易たやすい。だが非常事態に際して、咄嗟にパミルがローリイを救う為ために求めたのは父の力でも母の力でもなく――匡平の力だった。

　その事で彼等も悟ったのだろう。

　ベルグマンの姫ひめとしての立場と。

　南部匡平の義妹いもうととしての立場と。

　今のパミルの中でどちらがより大きな比重を占しめているのかという事を。

「父上……」

「達者で暮らせ」

　そう言い残すとドルフは踵きびすを返して歩み去っていく。彼の後について、他ほかの者達も――何度もパミルと匡平を振り返かえりながら、あるいは一礼をしてから、歩み去っていく。

　そして――

「……いいのか？」

「何がだ」

　問う匡平の言葉に――珍しく憮ぶ然ぜんとした表情でそう問い返してくるパミル。

「だからその……一緒に行かなくて」

「何を聞いていたのだ、キョウヘイ――いやお兄ちゃん」

　パミルは言った。

「私は今や南部匡平の妹だ。私はキョウヘイと一緒に居るのが正しいのだ」

「……変な親おや離ばなれだな」

　苦笑するキョウヘイ。

「むむ？」

　パミルは意味が分からないのか首を傾かしげていたが――

「なんでもない。さ――帰るか」

「うむ！」

　匡平の言葉にパミルはにっこりと笑って頷うなずいた。
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　――とまあ。

　ここまでは何やら『ちょっといい話』だった訳なのだが。

　沈しずんでいく陽光の残ざん滓しを背に浴びながら、匡平とパミルは商店街を抜けて、港の近くにある倉庫街に入っていく。

　その一画に立つ南部邸てい――匡平とパミルの暮らす家に向けて。

　シャッターの横にある勝手口の厳重なセキュリティを解除――扉とびらを開く。

「――ただいま」

　誰だれに言うでもなく匡平は呟つぶやいた。

　直後――

「遅おそかったな」

　返ってきた声に匡平はぎょっとして辺りを見回す。ひょい、と荷物の山から顔を出すのは――先ほど別れた筈はずのドルフであった。

「なっ……!?」

　倉庫の片かた隅すみ、食しよく卓たくと椅い子すを置いて作った、南部邸の事実上居間として機能する空間。そこに――けろりとした表情で椅子に座って日本茶をすする……ベルグマン一族の姿があった。

「何やってんですか、こんな所で――旅立つんじゃなかったんですか!?」

「うむ。その事なのだが」

　無意味に王者の威い厳げんみたいなものを垂れ流しながら、ドルフ。

「忘れておってな」

「何を」

「金が無い」

「………」

　そういえばそうだった。

　雰囲気に呑のまれてすっかり忘れていたが。

「王族といえどアンドロイドといえど、働かざる者喰くうべからず。とりあえず皆みなと話し合った結果――職探しをこの街でやろう、という事になったのだが」

「……どうして常識は無いのに諺ことわざとかは無意味に詳くわしいんだろうな、この連中」

　呟く匡平。

　そんな彼の台詞が聞こえているのかいないのか――ドルフはやっぱり威厳たっぷりの口調で情けない事を宣のたまっている。

「その為には、まず住む場所――落ち着く場所だ。しかるにアパートの一室を皆でひとつ借りる事にしたのだが……なにぶん、この国の住居はどれもこれも狭せまくてな」

「………」

　嫌いやな予感がする匡平。

　で――

「途と方ほうに暮れて戻ってくれば、キョーヘイ君、君の父親のシューヘイとやらが居てな」

「あ――」

「『ならうちに住めばいいじゃないですか。幸さいわい、隣となりの倉庫も空いてるから』と言ってくれたのだ」

「…………」

　とりあえず無責任に思いつきをその場で口にする馬ば鹿か親には一度鉄てつ拳けん制せい裁さいを加えてやるべきではないかと真しん剣けんに思う匡平。

「という訳で明日からは御ご近きん所じよさんらしいのでな。挨あい拶さつをしようと待っていたのだ」

　と言うドルフの横では何を勘かん違ちがいしたのか――ひょっとして引ひっ越こしソバの積もりなのか――ローリイとカロリーテが携けい帯たいコンロでパスタをゆでている。

「パミル」

「むむ？」

「何か言ってやれ。お前のこの素す敵てきな御ご家か族ぞくにな」

　呻うめく様に言う匡平。彼自身はもう正直言って言葉も出てこない。あのドラマチックで悲壮感すら漂ただよう別れの場面は一体何だったのか。

「うむ。そうだな」

　パミルは鷹おう揚ように頷いて言った。

「母上。ローリイ」

　パミルはカロリーテと妹を振ふり返って言った。

「パスタはたっぷりの湯でゆがくのが良い」

「――違ちがうだろうがッ！」

　喚わめく匡平。

　まあ何はともあれ。

　こうして匡平の隣には不思議ちゃん系妹よりも更さらに変な一家が住む事になったのだった。

　めでたしめでたし。

　…………多分。







第三章　ずっと側にいたのだから（上）







　それはひどく有あり触ふれた言葉であったろう。

「……好きですっ……！」

　恐らく何十年、何百年――あるいは何千年、何万年前から、星の数をも恐らく上回る程に繰くり返されてきた言葉だ。言語の種別を問わねば多分、国家や思想や人種の区別無く、世界中のあちこちで口にされてきた台詞だ。

「付き合ってください……！」

　雨の路上で。

　校舎の裏で。

　大樹の下で。

　夜の街角で。

　あるいは――喫茶きつさ店てんの店先で。

　なのにその一言は何ど処こか常に唐とう突とつで、しばしば人を混乱させる。たとえ予感や予想が在ったとしても、現実にその言葉が口にされた瞬しゆん間かんの衝しよう撃げきは思春期の少年少女を動どう揺ようさせる。

「…………」

　南なん部ぶ匡きよう平へいも例外ではなかった。

『普通』で『平へい凡ぼん』を志す十七歳さいの少年は、その言葉を突つき付つけられて――殊こと更さら、己おのれの信条を意識するまでもなく、普通かつ平凡な感じで凍こおり付いていた。

「キョウヘイ？」

　そんな彼を隣で不思議そうに見つめているのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女である。

　一分の隙すきもなく整う容姿が、まるで童話か神話の登場人物の様だった。

　白雪のような肌はだ。宝石の如き透すき通とおった輝かがやきをもつ碧へき眼がん。滑なめらかな金色の髪かみは上等のシルク糸を思わせる。

　ただ無む為いに街角で立っているだけでも、映画のワンシーンかと錯さつ覚かくしてしまう程に――その姿は浮うき世よ離ばなれした美しさを備え、およそ俗ぞく臭しゆうが抜ぬけ落おちている。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

　訳あって匡平の『妹』をしている少女である。勿もち論ろん――見ての通り血は全く繋がっていない訳だが。

　でもって……

「あの…………」

　上うわ目め遣づかいに匡平の顔色を窺うかがうのは彼の正面に立っている少女だった。

　こちらも可か愛わいらしい少女ではある。

　見事に切りそろえられたおかっぱ頭。牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの底を連想させる程に、特とく徴ちよう的てきなまん丸い眼鏡。何の飾かざり気けもなくひたすら地味な印象なのだが――その分だけ、清せい楚そな愛らしさが滲にじみ出でてくる。

　元々素材が良いのだろう。

　まろやかな曲線を描えがく頬ほおから顎あごにかけての線や、控ひかえめな感じで伏ふし目めがちの瞼まぶたを縁ふち取どる柔やわらかな睫毛まつげ。全体的に和風美人の雰囲気が漂っている。

　まあ普ふ段だんは妙みように偏かたよった暗い趣しゆ味み嗜し好こうのせいか、可愛らしさよりも奇き妙みようさが目立ったりもするが、今は違った。

　うつむき加減の顔。緊きん張ちようしているようで慎つつましやかに身を小さくしている姿に、陰いん鬱うつな気配はなく……恋こいに慣れていないであろう少女の、初うい々ういしさが醸かもし出だされていた。

　村むら田た早さ苗なえ。

　学校においては匡平の後こう輩はいでありパミルの同級生である少女だ。

　だが……

「せ……先せん輩ぱい」

「あ……」

　咄とつ嗟さに匡平は言葉が出てこない。

　そんな彼を見てどう思ったのか――早苗は眼鏡の奥おくの瞳ひとみを潤うるませると、さっと身を翻ひるがえした。

「ごめんなさい……！」

　何がどうなってごめんなさいなのか。

　混乱が混乱を呼んでよく分からないまま、しかし匡平は咄嗟に手を伸のばして彼女の手を掴つかんでいた。

「…………」

「…………」

　息が詰つまる程ほどに濃のう密みつな一いつ瞬しゆん。

　交差する視線と視線。

　殆ほとんど彫ちよう像ぞうの如く固まったままの二人を傍かたわらで眺ながめながら――

「で――」

　ふとパミルが声を掛ける。

　改めて彼かの女じよの存在を思い出したかの様に、ぎくりと匡平と早苗は身を強こわ張ばらせる。だが彼かれ等らの反応をどう捉とらえているのか――パミルはひどく真剣な表情で言った。

「何処まで付き合うのだ？」

「何処までって――おまえ、それは、いや、だからな？　えっと……」

　言葉に詰まる匡平に対して彼女は至し極ごく平然とした口調で言った。

「駅前まで行くのなら帰りにスーパーで合い挽びき肉にくを買ってきてくれ」

「…………」

「…………」

　恐おそろしく日常的なその要求に、顔を見合わせる匡平と早苗。

「あの。パミルさん」

　動揺の余り無意味に敬語の匡平である。

「意味分かって言ってやがりますか？」

「むむ？」

　小鳥の様な仕草で首を傾げるパミル。

「何かおかしいか？」

「…………あ。いや。まあ……別に」

「私はもう少し『コルベット』に居る。遅くなるようだったら家か『コルベット』に電話を入れてくれ」

　そう言って――パミルはすたすたと歩くと、今しがた出てきた喫茶店の中に引っ込んでしまった。

「…………」

「…………」

　匡平と早苗は、喫茶店『コルベット』の店先でその様子を呆然と見送り――そして。

「えっと。あの」

「…………」

　揃そろって真っ赤に染まった顔を俯うつむかせた。
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　南部匡平にとって村田早苗の告白は何の脈みやく絡らくも無い完全な不意打ち――まさしく青せい天てんの霹へき靂れきだった訳であるが。

　これは村田早苗の視点から見れば、当然の如く突とつ然ぜんでも何でもない出来事だった。

　元より早苗は匡平の事が好きだった。

　理由は色々在るが――まあ彼女はパミルが匡平の側に現れる以前から彼を懸け想そうしており、ストーキング、もとい重点観測なんぞをしていたりもする。

　だからそれは、いつか現実のものになるべき事ではあった――何か臆おく病びような早苗を後あと押おしする機会きつかけさえ在れば。

　些さ細さいな事でいい。

　例えばたった一つの言葉。

　例えばたった一つの行動。

　ドミノ倒だおしの最初の一枚。

　日常などというものは、それだけでいとも容易く崩ほう壊かいし得るものだから……

「――親が出てきたぁ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは――早苗の数少ない友人である所の峰みね部べ蓉よう子こである。

　髪をポニーテールにした、見るからに活発そうな少女。バスケットボールとタンクトップなんかが似合いそうな感じで、どうして早苗の友人をしているのか理解に苦しむ位に正反対である。

　まあそれはさておき。

「確かなの？」

「うん……なんだかよく似てたし……父上とか母上とか呼んでたし」

「うーん」

　放課後の教室。

　茜あかね色いろの日差しが全すべてを満たす、気け怠だるい風景の中――既すでに殆どの生徒の姿は無く、閑かん散さんとした室内に居るのは早苗と蓉子のみである。

「まずいわね」

　と蓉子。

「本物の親が出てきて――しかも娘むすめを頼たのむって言った訳でしょ？　それって親公認って事なんじゃん」

「…………」

　早苗の表情が強張る。

　自分が見てきた事ではあるが――そして蓉子に言われるまでもなく分かっていた事ではあるのだが、改めて言葉にされるとやはり衝撃を感じざるを得ない。

　先日の日曜日。

　毎度の如く匡平の生活を重点観測する早苗は、彼かれの所に転がり込んできた十人もの異国人の事も、彼等と匡平、パミルが動物園に出で掛かけた事も全て見ていた。

　そしてそこで何が在ったかも。

　何を匡平が言われたのかも。

　そして――

「でも……」

　暮れなずむ街の中。

　手を繋つないで歩く匡平とパミルの姿――

「でも……」

　信じたくなかった。

　だから色々他の解かい釈しやくを考えたりしてみたのだが、どうにも思いつかないので――パミルが先に帰るのを待って、蓉子に相談してみたのである。

　しかし……

「でもも何も無いわよ。他にどんな解釈があるってのよ」

「じゃ……じゃあ」

　怯おびえた子ウサギの様な表情で早苗は身を竦すくませる。

「兄きよう妹だいという垣かき根ねを乗のり越えた南部先輩は、パミルちゃんと家で二人きり………何がなくとも沈ちん黙もくがあって、でもでも、それが何より雄ゆう弁べんで……むしろ静けさの中で互たがいにひかれあう男女の想おもいは噴ふん火かを待つマグマのように熱くたぎり、先輩は優やさしい手つきで服を脱ぬがしにかかり、ついに………あああああ！」

「落ち着きなさいあんたは」

　毎度の如く――いやいつもより多少暴走が過ぎる感じで身もだえする早苗の後頭部を、蓉子は平手ですぱんと叩たたく。

「だって………だって蓉子ちゃん！」

「あんたはねー……」

　眼めを潤ませて縋すがり付く様に自分を見つめてくる早苗を、束つかの間ま蓉子は睨にらむ様にして眺めていたが――やがて彼女は長々と溜ため息いきをついた。

「毎度毎度、そうやって先輩とパミルちゃんの事で18禁すれすれの妄もう想そうを爆ばく発はつさせてるけどさ」

「……よ……蓉子ちゃん？」

　いつもと友人の様子が違う事に気付いたのだろう。早苗が眼を瞬まばたかせながら言った。

「今回ばかりは、言わせてもらうわ」

「あ……あの……」

　おどおどする早苗に畳たたみ掛かける様な口調で蓉子は言った。

「ありえそーで、実はありえないシチュエーションばっかり想像するのは自分が傷つきたくないから？　二人がそんな事を言ったりやったりしないって、本当は頭のどっかで分かってるんでしょ」

「………それは」

　核かく心しんを突かれて、思わず早苗は言いよどむ。

　そこへ、蓉子は容よう赦しやなく畳み掛けてくる。

「あんたが二人にそうやって抱だいている妄想はね――ギャルゲーみたいなシチュエーションにしまくる事で『現実はそんな事にはならない』って自分を慰なぐさめてるんじゃない。違う？」

「………」

　言葉に詰まる早苗。

　彼女はしばらく沈黙してから――

「蓉子ちゃんギャルゲーとかするの？」

「ええいそういう話はどうでもいい！」

　蓉子は喚いて机を叩いた。

「どうせするなら、そんな現実逃とう避ひした感じのじゃなくって……もっと、本当の危機感をともなう妄想にしなさい。じゃないと――あんた、本当に自分の『好き』って気持ちのぶつけどころを見失っちゃうわよ」

「…………」

　早苗は厳しい言葉の雨に、ぐぅの音も出なかった。

　なにも蓉子が――意地悪から、そんな事を言っているのではない事は彼女も分かっている。彼女の言葉はいちいちもっともだ。現実味に乏とぼしい妄想でどれだけ自分を騙だまし続けても状じよう況きようは変わらない――少なくとも自分の望む方向には。現実には、行動に出なければ何も実らない。

「早苗あんたこのままずっと物もの陰かげから先輩を見て満足してる積もり？」

「……でも……私……」

「別にいきなり告白しろって言ってんじゃないわよ。些細な事でいいのよ些細な事で――何かアプローチしてみなさいよ」

　それは例えば――あまりにも定番だが映画のチケットを二枚用意して匡平を誘さそうだけでもいい。何か個人的な相談を持ちかけるだけでもいい。

　二人だけになる事。

　そこからでいい――匡平の意識の中に在る自分を大きくするだけの事だ。少しずつ。でも確実に。

「…………」

　だが――そんな事が出来るのなら初めからこんなに悩なやんではいない。

　意い気き消しよう沈ちんして項うな垂だれる早苗。

　説教を散々たれるだけたれてから気まずくなったのか――いくらか威い勢せいのなくなった声で蓉子は呟つぶやいた。

「友達と彼かれ氏しは違うのよ？」

「…………」

　そう。友達と恋こい人びとは違う。　

『友達』の席は幾いくつも在る。

　けれど『恋人』の席は――少なくとも早苗達の生まれ育ってきた社会の良識と価値観では一つしか無い。許されない。

　だからその座を望むのならば――未いまだ空席であるそこにいち早く座すわるか、さもなくば誰だれかを押おしのけて座るしかない。

「よく考えなさいね」

　そう言って蓉子は鞄かばんを手に立ち上がる。

「私――今日は用が在るから。帰るわ」

「あ……うん。ありがとう」

　早苗は笑え顔がおを取とり繕つくろって言った。

　蓉子はすたすたと歩いて――教室の出入り口でふと振り返かえってきた。

「早苗」

「あ――はい」

「頑がん張ばれ」

「…………」

　早苗は自分の胸の内で返すに相応ふさわしい言葉を探していたが――

「……ありがとう」

　とだけようやく言った。
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　まあそんなこんなで。

　早苗は蓉子に背中を押される形で一歩を踏ふみ出す事になった。とはいえ具体的に何をすれば良いのか、今時珍めずらしい程に奥おく手てで初う心ぶな早苗には分からない。

　とぼとぼと独り学校からの帰り道を歩きながら彼女は呟いた。

「………現実的な……想像……」

　勿論――想像できない事もない。

　早苗とて伊だ達てに匡平を見つめてきた訳ではない。彼が好みそうなものや彼がやりそうな事は大体分かる。

　彼がどういう人間なのか、一番良く知っているのは自分だという自負は在った。

「きっと……先輩は………一いつ緒しよに暮してるからって……そんなに……性急に事を運ぶような人じゃ……ないよね」

　とりあえず自分に言い聞かせる様に呟く。

　匡平とパミル。

　微び妙みような関係。

　そこに割り込む自分を想像してみる。

「先輩は優しいから……」

　早苗が落とした鞄を拾ってくれた時から、彼女は匡平だけを見てきた。

　そんな何でもない――だけど、普ふ通つうならそんな些細なことは見て見ぬふりをするのが当たり前の様になっている今の世の中で、小さな親切をごく自然にやってのける人で。

　だから彼は――

（こんな寒い日だもの。きっと、暖かくて美お味いしい紅茶を飲もうって………）

　想像は容易たやすい。

　彼には馴な染じみの喫きつ茶さ店てんが在るし――そこは何度か早苗も入った事がある。

　喫茶店『コルベット』の店内。

　匡平ならそこで並んで――わざわざテーブルを挟はさんで向かい合うよりも、その方が相手の吐と息いきや体温を感じられる――ちょっと甘あまめのミルクティを頼むだろう。

　二人で過ごす静かで甘やかな時間。

　かわされるのは、他た愛あいないけれど一つ一つが鮮あざやかで愛いとおしい言葉。

　けれど――

「……私……」

　その隣となりに居るのは早苗ではない。

　パミルだ。

　想像の景色の中――自分を彼女の座っている席に填はめ込んでみようとするのだが、どうにも上う手まくいかない。自分が割り込む余地がどうしても想像出来ない。

　不意に――

「…………」

　背筋がぞっと寒くなった。

　早苗自身がこうなのだ。

　匡平本人ならばもっとではないか？

　このままでは――きっと数居る後輩の一人に過ぎない自分は、たちまち匡平の意識に上らなくなってしまうのではないか。

「……嫌いや……！」

　急に足場が崩くずれ出すような、不安と孤こ独どく感にかきたてられて早苗は表情を強張らせる。

　半ば無意識の内に歩いていたのだろう。

　気が付けば早苗は見慣れた喫茶店――『コルベット』の前に来ていた。

　そして……

「――！」

　からんころんとカウベルの音を伴ともなって扉とびらが開く。早苗は――先さき程ほどまでの想像と相まって何か夢を見ている様な気分だった。

　現実感が無い。

　単なる偶ぐう然ぜんと呼ぶには――それはあまりにも意味深で出来過ぎなタイミングであった。

「あれ……村田さん？」

　そこに立っていたのは匡平である。

　いや――彼だけではない。

「む？　早苗ではないか」

　彼の背後からひょっこり顔を出だしたのは――言うまでもなくパミルだ。

「お前も紅茶を飲みに来たのか？」

　当然の様に――それ以外の可能性を認めぬかの様に。

　二人はごく自然な様子で一緒にいた。

「あ………」

　早苗の唇くちびるから溜め息の様な声が漏もれる。

　今の自分は――たまたまこの場に居合わせただけで。ただ軽い挨あい拶さつを交かわすだけで別れても、誰も何も――他ほかの誰でもない匡平でさえもが――不思議には思わないだろう。

　それが当たり前なのだから。

　単なる先せん輩ぱいと後こう輩はいならば――

（そんなの嫌だ……！）

　ほんの少しでも側にいる口実が欲ほしい。匡平の視界に入りたい。彼の意識の中で居場所を占しめたい。

　それまで内にため込んでいた気持ちが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがる。確かにその契けい機きを作ったのは偶然と蓉子の言葉だが――しかしそれはある種の必然ではあったろう。

　だから。

「南部先輩ッ……！」

　思ったよりも自然に言葉は出た。

　出てしまった。何度も何度も夢想の領域でなら繰くり返してきた言葉。

「……好きですっ……！　付き合ってください……！」

「…………」

　余よ程ほどに驚おどろいたのだろう。

　言葉にもならない――どこか間の抜ぬけた声が匡平の口から短く漏れた。
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　そんなこんなで話は現在に戻もどる。

　何やら殆ほとんど場の勢いの様なものに押されて匡平と早苗は二人で歩いていた。

　何処に向かおうという意識も無かった。

　ただ気が付けば匡平は家に帰る道を歩いていて、その側には――いつもパミルが居る位置には早苗の姿が在った。

（……違い和わ感かん……？）

　そんな言葉が脳のう裏りを過ぎる。

　自分の側に居るのがパミルでない事がそんなにしっくり来ないのか？

　自分に問とい掛けてみても分からない。

「あの……先輩？」

　匡平の内心を敏びん感かんに感じたのか――何処か不安げに早苗が声を掛けてくる。

　ふと匡平は『コルベット』を後にしてから未だ一言も早苗と言葉を交わしていない事に気付いた。

　早苗が不安がるのも当然だろう。

「あ……ああ……何でもない。別に何でもないんだ」

　彼かの女じよにというより、自分に言い訳するかの様に匡平は言葉を取り繕った。

　だが――その後は再び、二人の間に微妙な沈黙が横たわる。

　何か迂う闊かつな言葉を口から零こぼしたら、それだけで今の二人を包つつむ空気が崩壊してしまうような――危あやうい均きん衡こうを感じる。

　緊きん張ちようのせいか、燃料を過か剰じよう供給されたエンジンの様に、心臓が必要以上の激しさで脈打っていた。

（まいったな……）

　どうすればいいのか分からなくなって、本日二度目のため息をこっそり漏らす。

　自じ慢まんではないが、匡平が女の子から告白を受けたのは生まれて初めてだ。動どう揺ようするなと言う方が無む茶ちやだろう。

（いや――）

　ふと脳裏を過よぎる旧ふるい旧い記き憶おく。

　何処かのお城が在って。

　そのお城の庭で出会った金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。

　確か幼いあの子は――同じく幼い匡平に言ったのではなかったか。

「Ich liebe sie好きだ」――と。

　今はもう霞かすんで声も顔も思い出せない。

　その言葉が奇き跡せき的てきに記憶に残っていたのは、ひどくシンプルで真まっ直すぐな一言であったからだろう。

（いやいや。今はそんな旧ふるい話はどうでもいいんだ）

　心の中で匡平は首を振ふる。

　そう――今は早苗の事だ。

　考えるべき時間は余り残されていない。どんな答えを彼女に返すにしても、それはこの家路が終わるまでの間に考えねばならない。

　そして匡平達はとっくに南部邸ていの在る倉庫街へと脚あしを踏み入いれていた。

「…………」

　早苗は良い子だ。

　まあ少々変わった処ところは在るものの――それは趣しゆ味み嗜し好こうの範はん疇ちゆうに収まる程度のものでしかない。性格は穏おだやかで真ま面じ目めだし、パミルの懐なつき方を見ていればそれが匡平の前でだけの事ではないと分かる。

　可か愛わいい子だとも思う。

　眼鏡や地味な髪かみ型がたに隠かくされた彼女の器量には、さすがの匡平も気付いていた。

　だが――

「あ………」

　ふと――隣の早苗が驚いた様な声を零す。

　何事かと思って振り返ると――彼女は空を仰あおぎ見みていた。つられて匡平も空を仰ぐ。

　ひらひらと、はらはらと、儚はかなく舞まい落おちてくる白い切せつ片ぺん。

　やけに曇くもっている日だとは思っていたが。

「雪だ………」

　少し時期がずれているような気もするが――テレビでよく耳にする異常気象という奴やつだろうか。思いがけず降ふってきた雪に感動したのか、表情をやんわりとほころばせた早苗が雪に手をさしのべる。

　こうしていると本当に普通の女の子だ。

「綺き麗れい――」

　彼女の白い手の平に落ちた雪は、少し大おお粒つぶで――牡ぼ丹たん雪ゆきだった。重ね着しなければ辛つらい寒さだが、雪にすれば暖かすぎる気温だ。空から降ってくる途と中ちゆうで白い薄はく片へんの群れは半ば溶とけかかっている。

　だからこそ……それは早苗の手の平に落ちると、瞬またたく間まに溶けて水になった。

「………」

　人ひと肌はだの上ならそれは当たり前だ。

（あいつの手の上でも、同じように溶けるんだろうな）

　匡平の脳裏を過ぎるのは、自じ称しよう・アンドロイドの金髪碧眼少女――パミルの姿だった。

（アンドロイド……か）

　今いま以もつて彼女の正体はよく分からない。

　アンドロイドなのか。それとも電波なのか。

　何せ人並みに食べるし睡すい眠みんも取る。

　風ふ呂ろに入ればトイレにも行くし――触ふれれば柔やわらかくて暖かい。

（だけど――）

　目からビームを出す。走行中のトラックを片手で止める。電でん撃げきとか火か炎えんとかまで出してしまう。手て錠じようも平然と引きちぎる。

　どう贔ひい屓き目めに見ても普通ではない。

　到とう底てい、個性だの特技だのといった言葉では説明がつかない異常性だ。

（俺おれは………）

　匡平は――平へい凡ぼんな人生を望んでいる。

　そりゃあもう、徹てつ底てい的てきに『その他大勢』なんて表現でくくられてしまうくらいに没ぼつ個こ性せいで平均的な人間である事を理想としている。

　それは破は天てん荒こうな父、周しゆう平へいに世界中を引っ張り回されて――何度も死にそうな目にあった反動でもあるのだが。

　普通に恋こいをして。普通に結けつ婚こんして。普通に子供を作って。普通に我わが子この成長だけを楽しみにして生きて。出来れば孫や子供に囲まれてこれまた普通に息を引き取る。

　そんな人生が送れれば――と匡平は思う。

　だから眼めからビームを出しちゃうよーな伴はん侶りよは言語道断な訳で。むしろ子供まで目からビームなんか出しちゃったりした日には、匡平は頭を抱かかえてその場を転がりまくるだろう。

　その点――早苗だったら？

（――ってか。パミルが本当にアンドロイドだったら子供なんか作れるわけないし。いや待て待て、なんで話がそんな所まで飛ひ躍やくしちゃってんだよ。落ち着け、俺）

　自分が思っているより動揺しているらしく、思考があらぬ方向へ逸それがちだ。

　そもそも初めて付き合った異性と結婚まで辿たどり着つく事例ケースはむしろ今の日本では少数派だろう。

　だが――

（もしパミルが本当にアンドロイドだったとしたら……恋なんて……現実的に考えて……出来るわけないよな）

　そんな事を思いながら匡平は眼を空から自分の脇わきへと戻す。

　そこで――

「……！」

　いつになく思おもい詰つめた眼まな差ざしの早苗と視線がかち合って――匡平は息を呑のむ。

　気け圧おされた様な表情を浮うかべる彼かれに早苗は、珍しく――本当に珍しく――畳たたみ掛かける様な口調で言った。

「先輩……私はパミルちゃんみたいに凄すごい力とか持っていないけど、先輩が好きな気持ちは――誰にも負けないつもりです」

　改めてはっきりとそう断言されると匡平としてもたじろがざるを得ない。

「村田さん……」

「パミルちゃんがどんなに凄い子かなんて、関係ないです。私は彼女に比べたら全然、可愛くないし……美人でもありません。それにビームや炎ほのおを出すほどの力もないし……」

「いや。それは出さなくてもいいから」

　と反射的に突っ込む匡平。

　だがそんな彼の台詞せりふが聞こえているのかいないのか――早苗はひどく真しん剣けんな口調で台詞を続けた。

「でも私……本当に……本当に先輩が好きです……！」

　もどかしそうに早苗は言う。

　きっと自分の気持ちを言葉にしようとして上手く出来ないのだろう。一端切れた堰せきは怒ど濤とうの奔ほん流りゆうとなって早苗の中から溢あふれ出でていた。

（……俺ってば）

　ふと自己嫌けん悪おにかられる匡平。

（こんなに俺の事を好いてくれている子の気持ちに、今まで気付いてなかったのか……）

　それはなんと残ざん酷こくな事だろうか。

　そんな風にさえ思う。

　だが――

「先輩」

「…………」

「私……未まだ……最初のお願いの……答えを聞かせて貰もらってません……」

『付き合ってください』

　ごくごく有あり触れた――しかし思春期の少年少女にはひどく重い言葉。

「俺は………っ」

　――俺の気持ちは？

　パミルと出会ってから、はちゃめちゃで。滅め茶ちや苦く茶ちやで。

　あの非常識の権ごん化げである少女に振り回まわされっぱなしだった日々の記憶が走そう馬ま燈とうのように脳裏を巡めぐって。きっと『普通』の恋れん愛あいをするチャンスは今しかないのだと……匡平はおぼろげながら予感した。

　その時……

「……？」

　ふと奇き妙みような感覚が匡平の背中を撫なでる。

　思わず背後を振り返る匡平。

「先輩……？」

　不思議そうに早苗が声を掛けてくる。

「あ……いや……」

　曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすが――匡平は今この瞬しゆん間かんにも、自分に向けて突つき刺ささる実体の無い何かを感じていた。

　何者かの視線。

　それが彼と早苗にぴたりと据すえられている。

　首筋がぴりぴりするような――漠ばく然ぜんとした緊張感。匡平の思い過ごしかもしれないが、どうにもそれは嫌な感覚だった。

（パミルが、こっそり後をつけてきている………なんて事、あるわけないか）

　あの少女は言った言葉を決して曲げない。

　第一――彼女は匡平の事を兄としてしか見ていない。だから匡平が早苗と二人っきりになったところで嫉しつ妬とだの不安だのを感じたりする筈はずが無い……

（……やっぱり変に緊張してんのかな）

　首筋をぽりぽりと指先で掻かく匡平。

　視線を感じるなど――自意識過剰にも程が在る。彼は自分にそう言い聞かせた。

　だが……

「Herr Kyouhei Nanbu?」

　唐とう突とつにその声は投なげ掛けられた。

　穏やかな口調で。

　しかし――何処までも無骨で温度の無い声。

　まるで機械が軋きしむかの様な。

「――この場合はなんと言えば良いのかな」

　続く言葉は日本語だった。

　それもかなり流りゆう暢ちような――

「ニホンゴは美しい言語だが――実に難しい。ああ、そうだ。ナマステ――いや、ハジメマシテ、そう、ハジメマシテだ。実際に顔を合わすのは今回が最初だからな」

　ぱちんと白い手て袋ぶくろに包まれた指を鳴らしてその男は言った。

「…………」

　反射的に匡平は身構えていた。

　勘かんだ。あくまで。

　だがそれ以前に――男はあまりにも周りの風景から見れば異質だった。

　しんしんと雪の降る倉庫街。

　匡平の見慣れた日常の風景。

　そこに入り込んだ異物は――黒い編み上げブーツと黒いベレー帽ぼう、そしてやはり黒い外がい套とうに身を包んでいた。

　外套の襟えりには金属製の星がいくつか縫ぬい込まれている。肩かたには略式の階級章たる記号線。更さらに頭に載のっているベレー帽の中央には、二尾の蛇へびが絡からみ合あった紋もん章しようが縫い込まれている。

　どう見てもそれは軍人の装いだった。

　いや――それだけならば単に軍装趣しゆ味みのオタクと見る事だって出来ただろう。

　だが男が纏まとう空気がそんな平和な解かい釈しやくを許さない。誰だれでも分かるだろう。間ま違ちがいなく、この男は人を殺した事が在る。何度も何度も――職業的に。卵の殻からを割るかの如く、無感動に。

「あんた――誰だ」

　左手で早苗を庇かばう様にして前に出ながら匡平は問うた。

「私はマニンガー共和国の第十四陸上部隊所属、オイゲン・フリートヘルム・ヴァルザー。階級は――大たい佐さ」

「マニンガー共和国？」

　何処かで聞いた名だ。

　だが何処で――？

「聞き覚えが無くても仕方あるまい。建国一年余り、極きわめて歴史の浅い国だからね。二年前にはベルグマン王国と呼ばれていた国だ」

「……！」

　聞き覚えが在るのも当然――ベルグマン王国の崩ほう壊かいのニュースで出た名前だ。

　ベルグマン王国。

　そして大佐。

　その二つの単語が繋つながって――一つの連想と記憶を匡平の脳裏に浮かび上あがらせる。

（こいつ……あの時の！）

　パミルがさらわれた時に、匡平の携けい帯たいに電話を掛けてきた男だ。

「そうとも」

　匡平の内心を見み透すかしたかの様にヴァルザー大佐は薄うすく笑った。

「前に電話では一度話をしているな」

「…………」

　早苗を左手で庇ったまま――じりと匡平は後方に下がる。

　この男は明らかに危険だ。

　匡平の経験がそう告げている。世界には色々な価値観が在る。わずか一匹ぴきの犬を助ける為ために軍隊を動かす国も在れば――人間一人の命が枯かれ葉は一枚よりも軽い国も在る。そして男が纏う空気は明らかに後者のものだった。

　何とか人目の在る繁はん華か街がいまで逃にげ込めばさすがに――

「さて――」

　匡平の思おも惑わくを見透かしたかの様にヴァルザー大佐は片手を挙げる。

　次の瞬間、匡平達たちは何十という銃じゆう口こうに包囲されていた。

　倉庫の脇から。あるいは屋根の上から。あるいは積まれたコンテナの陰かげから。突撃小銃アサルト・ライフルを構えた都市迷めい彩さい姿の兵士達が一いつ斉せいに姿を現したのだ。

「……！」

「せ……先輩……」

　怯おびえる早苗の声が彼の背に触れるが、彼女に声を掛けてやる余よ裕ゆうはさすがの匡平にも無かった。

　兵士達の装備を見れば分かる。

　レーザー照準器サイト。そして銃声抑制器サプレツサー。銃床ストツクが折りたたみ式の空挺部隊パラトルーパー兵仕様なのは、堅けん牢ろう性よりも隠いん蔽ぺい性を重視した結果だろう。

　一いつ般ぱんの兵士ではない。

　正規の部隊でもない。

　恐おそらく特とく殊しゆ部隊――それも非公然任務に特化した、社会通念や一般道徳とは無む縁えんの部隊だ。ならば彼かれ等らは人に向けて発はつ砲ぽうする事に何の躊躇ためらいも無かろう。匡平達は勿もち論ろん、通りすがりの目もく撃げき者しやすら射殺しかねない。

　匡平の想像を裏打ちするかの様に、幾いくつもの紅あかい光点が彼と早苗の全身に灯ともった。レーザー照準器の狙点である。

「双そう方ほうの立場が大まかに理解出来たところで――本題に入りたいのだが」

　ヴァルザー大佐は言った。

「『元』ベルグマン王家第一王位継けい承しよう者しやパミル・テリル・カルル・ベルグマン王女を引ひき渡わたして貰おうか」
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「いいの～？」

　おっとりした口調で喫きつ茶さ店てん『コルベット』のオーナー店長・豊ほう和わ薫かおる子こは問うた。

　相手はカウンターでぼーっとダージリンを啜すすっていたパミルである。

「匡平くんと早苗ちゃん二人きりにして～」

「……何か問題でもあるのか？」

　パミルが眉まゆを顰ひそめて言う。

「だって～」

　頬ほおに手を添そえて薫子。

「早苗ちゃんてば～匡平君に告白したんでしょお～？」

「…………」

　パミルは何か言いかけて――何度か困った様に瞬まばたきしてから呟つぶやく様に言った。

「その様だな」

「…………」

　ふと薫子は首を傾かしげる。

　パミルがいつもの様子でないのに彼かの女じよは気付いたのだろう。ほえほえと天然系の緩ゆるんだ雰ふん囲い気きが強い薫子だが――決して鈍にぶい訳でも愚おろかな訳でもない。

「その……なんだ。人が人に好きだという想おもいを伝えるのは……悪い事ではあるまい」

「それはそうだけど～」

　幼児に言い聞かせるかの如く、殊更にゆっくりとかみ砕くだく様に説明を始める薫子。

「好きってことは～恋愛感情よね～？」

「……そうらしいな」

「もしこれで二人が上う手まくいっちゃったりすると～匡平君は早苗ちゃんの彼かれ氏しで～……つまり恋こい人びとになっちゃうのよ～？　パミルちゃんはそれでいいの～？」

「………」

　パミルは目をきょとんと丸くする。

　彼女はしばらくその表情で固まっていたが――

「いいも何も。早苗は私の友人だし、良い奴だ。それがキョウヘイの恋人になろうが、妻になろうが、喜びこそすれ、私がとがめ立てするいわれは――」

　言いながらパミルは御お茶ちや請うけのクッキーが載のった皿へ手を伸のばす。白い指先がクッキーをつまもうとして僅わずかに動きを誤り、皿の底にこつんとぶつかった。

　――ぱきん。

　涼すずやかで軽い音を立てて白磁の皿がまっぷたつに割れていた。

「む……？　すまん薫子。力加減を誤った」

「…………」

「妙みようだな。感圧センサーの調子が悪いのかもしれん」

　パミルは何やら言い訳がましくそんな事を言う。微び妙みような笑えみを浮かべている薫子の視線から逃のがれる様に、彼女は明後日の方向を向くと、殊更に大きな声で――自分に言い聞かせるかの様に言った。

「まあ……なんだ。キョウヘイ達は家に帰る様だったしな」

「それ余計にまずいんじゃないの～？」

　余人の目の届かない所で二人っきり。

『さあ進展しろ』と言わんばかりである。

「若い二人だから～」

「二人だから？」

「気分が盛り上がって～もうキスしちゃったりとか～」

「…………」

「更にその先に行っちゃったりとか～」

「…………」

　自分で自覚しているのかいないのか……パミルの眉み間けんに縦たて皺じわが刻まれる。

　それは次し第だいに深く多くなっていって――

「早苗ちゃんみたいな子は一端タガが外れると、とことん突っ走ぱしっちゃうものなのよね～」

　と妙に愉たのしそうに言う薫子。

　まあ実際に、だからこそ、いきなりの告白になったりした訳だが。

「ああ～心配だわ～」

　むしろ期待大といった様子で空中を眺ながめながら、そんな事を宣のたまう薫子。

「い……いや。二人きりにはならん」

「え～？　そう～？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ――家には今シュウヘイが居るからな」

　とパミル。

　だが――その時。

「ん、俺がなんだって？」

　からんからんとカウベルの音と共に入ってくる人ひと影かげが一つ。恐らくは台詞の最後だけが聞こえていたのだろう――首を傾げつつ店に入ってきたのは周平であった。

　ちなみに今日の衣装は柔じゆう道どう着ぎである。

　まあそれそのものは衣装として破は綻たんしていないが……二十年前の格かく闘とう漫まん画がでもあるまいし、そんな格好で街を闊かつ歩ぽする人間なんぞ居る筈も無い。しかも右胸には『父』と毛筆書体で赤い文字がでかでかとプリントされている代しろ物ものだ。更に言えば足に履はいているのは季節感を無視しまくって素す足あしに雪せつ駄たであった。

　毎度の事ながら意味不明の格好である。

　まあそれはさておき――

「――シュウヘイ」

　呆ぼう然ぜんと養父の名を呟くパミル。

　対して――

「あら～周平さん～いらっしゃいませ～」

　やたらと嬉うれしそうに対応する薫子。

　店に入ってきた周平は両りよう腕うでをさすりながら、

「おお、寒い寒い。薫子ちゃんブレンド一つ」

　などと言いつつパミルの隣りん席せきに腰こしを下ろす。寒いのなら、ちゃんとした服を着るか防寒着を羽織れとツッコミたい所ではあるが――あいにくと、歩く常識委員たる彼の一人息子むすこは不在である。

「んで――。俺おれがなんだって？」

「それがね～……」

　何い時つの間に煎いれたのか、湯気のたつコーヒーを周平の前に置きながら、薫子が簡単に事のあらましを説明する。

「ほお……！」

　腕うでを組みながら感かん極きわまった様子で周平は言った。

「まあ、あれで匡平もお年とし頃ごろだもんな！　いやあめでたい！　これで匡平もようやく男になるって訳だ！」

「むむ？　『男になる』？」

　微妙に分かっていないパミルが問う。

「そうそう。なんたって、あの年頃の男女が二人きり……しかも告白されたとあっちゃ何もしないって事はないだろう。最近の子はあっち方面はかなり大らかだしなー」

「……あっち方面……？」

「据え膳ぜん食わぬは男の恥はじというし、きっと今いま頃ごろは二人でにゃんにゃん……」

　げひひ――とやたらに下世話な笑えみを零こぼす周平。

　しかし、パミルは彼が何を言っているのかやっぱりよく分からなくて眉まゆ根ねを寄せる。

「にゃんにゃん？」

「そうそう」

「にゃんにゃんとは？」

「だから図にするとこう」

　と『♂』と『♀』マークを書いたりする周平。

「むむ？　む？　む？」

　それでもパミルは未まだよく分からないらしい。

　なので――

「えっとね～」

　薫子が言う。

「copulation交尾って言ったら、分かるかしら～？」

「――ッッッ!?」

　椅い子すをはね除のける勢いで立ち上がるパミル。

　というか――椅子はワイヤーアクションばりに吹ふっ飛とんで、凄すさまじい音をたてながら壁かべに激げき突とつ。床ゆかにごとりと落ちる。ぶつかった壁には亀き裂れつが走っていた。

　閑かん古こ鳥どりが鳴く店内で幸いだったと言うべきだろう。もしパミルの背後に客が居れば、椅子の直ちよく撃げきを受けて怪け我が人にんが出ていたところだ。

「……なんという事だ」

　パミルは拳こぶしを握にぎり締しめて言った。

「嘆なげかわしいッ！　告白した女子と二人きりになる事が、ニッポンではそんな破は廉れん恥ちきわまりない慣習を意味するとは！　見み損そこなったぞキョウヘイ！」

　いや、まあそういう人もいるだろうが一部の話であって、そんな慣習は現代日本にありません――というツッコミを入れるべき匡平はこの場にいないわけで（以下略）。

「大体――水くさいではないか！」

「水くさい？」

　この場で使うにしては、微妙に変な単語に突っ込む周平。

「特別親しい男女と言えば、まず妹たるこの私だろう！　にゃんにゃんするならば先まず私であるべきではないか！」

　かなり激しく色々な点で間違っている感じだが――それを指し摘てきする様な良識は周平にも薫子にも無かったりする。

　それどころか、駄だ目め押おしに――ため息混じりで薫子は言った。

「でも～。現に、今二人きりなのは匡平君と早苗ちゃんなのよね～」

「…………！」

　轟ッ！　と空気が鳴る。

　次の瞬間、どばんと店の扉とびらを吹っ飛ばしてパミルは『コルベット』から飛び出だしていた。

　破は壊かいされ、吹っ飛ばされたカウベルが、からんからんと店先の地面に転がって抗こう議ぎする様に音を立てる。

　物もの凄すごいスピードで遠ざかっていくパミルの背を見送りながら――
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「薫子ちゃん……」

　店に残った周平が言った。

「ぐっじょぶ！」

　親指を握り拳からにゅいっと立てる。

「周平さんに褒ほめられちゃった～♪」

　頬を染めて、嬉しそうに頬へ両手を添える薫子。対して周平は呆あきれた表情を浮うかべながら言う。

「しっかしパミルも今までちっとも自覚が無かったのかね」

「みたいですね～」

「リセットかかって知識も経験も色々アンバランスな状態だからなぁ……まったく」

　周平は苦く笑しようを浮かべた。




　　　　●　●　●




　で――その頃ころ、匡平はというと。

　勿論、交こう尾びどころの話ではなかった。

　急に現れた都市迷彩の一団――マニンガー共和国の特殊部隊の兵士達に囲まれて、自宅である倉庫の床に座すわらされていた。

　勿論、隣となりには、怯えきった表情の早苗が同じく座らされている。

「せ、先せん輩ぱい……この人たち……なんなんですか……？」

　小動物のようにふるふると震ふるえながら、匡平にすがりついてくる早苗。彼女の肩を抱だいて庇いながら周平は囁ささやく様に言った。

「前に、パミルが誘ゆう拐かいされる事件があったのは覚えてる？」

「あ……はい」

「多分、その時の誘拐犯の仲間だ」

「それじゃ………パミルちゃんは……」

　ヴァルザー大佐と名乗った男――到とう底てい、この状じよう況きようで冗じよう談だんの類たぐいを口にする人間には見えなかった。

　だが……

「あんたら誤解しているよ」

　匡平はヴァルザー大佐の背にそんな言葉を投げる。

「パミル王女なんて、ここには居ない」

「ふむ？」

　ヴァルザー大佐は片眉を上げて匡平を振ふり返かえる。

「こちらとしては時間と手間をかけて確かく認にん済みだ。君はもう一年余りもパミル王女と一いつ緒しよに住んでいる」

「…………」

　考えてみれば当然だ。

　わざわざ武装した特殊部隊を日本に密入国させる以上――事前の調査は過不足無く済んでいるだろう。

「だからアレはパミル王女本人じゃなくて替かえ玉だまアンドロイドなんだよ！　大体、今いま更さらなんだっていうんだ――もう滅ほろんだ王家の身代わりアンドロイドなんかどうでもいいだろう!?　そりゃあ、確かにパミルには兵器なみの性能があるだろうけど――」

「アンドロイド？」

　匡平の言葉を半ばですとんと切り落とすような無ぶ遠えん慮りよさで、ヴァルザー大佐は言った。

「馬ば鹿かな事を。現在の技術テクノロジーで、あんな人間と区別のつかないアンドロイドなんぞを作れるものか」

「え？　でも――」

「確かにベルグマン王国ではクローニングや擬ぎ人じん機械の研究も進んでいたがね。姿形を似せる事までは出来ても、能力までは無理だ」

「能力……？」

「実際――我々も最初は騙だまされた」

　大たい佐さは肩かたを竦すくめる。

　気楽で気き障ざな仕草だが――その厳いかつい顔は微み塵じんも笑っていない。むしろ彼かれこそ機械が人の真ま似ねをしているようで、ひどく不気味だった。

「王宮跡あとには爆ばく発はつで破壊されたと思おぼしき人体が幾つも転がっていたからな。てっきりベルグマン王家は全員が死亡したと思っていた」

「…………」

「ところが――だ。後に調べた所では、それらは精せい巧こうに偽ぎ装そうされた人工物だった。そちらこそが影かげ武む者しや人形だった訳だな」

「それじゃ――」

　本物が偽物フエイクで。

　偽物フエイクが本物で。

　つまり――

「君の元に居る少女――あれこそが本物のパミル王女だ。どうも我々の追つい及きゆうを逃れる為ために、自らを人形に偽装して王宮から運び出し、催さい眠みん暗示で別人格を作って、『別人』になりきっている様だがね」

「で……でも」

　喘あえぐ様に匡平は言った。

「じゃあ電でん撃げき出だしたり、怪かい力りき出だしたりするのは――」

「そう。問題の一つはそこだ」

　ヴァルザー大佐は頷うなずいた。

「それがベルグマン王家の能力だ。ベルグマン王家の直系血族は、いずれもそうした異常な能力を備えている。特にパミル姫ひめは生まれた時から最強と言われていてな――新政府のお歴々は恐れているのだよ、その力でベルグマン王家の人間が支配者の座に返り咲ざき、自分達が王国の裏切り者として排はい除じよされるのを。何しろ文字通り、本物の超ちよう人じんだ――未だに国民の間では現あら人ひと神がみとしてベルグマン王家の人間を崇あがめる者も多い」

「…………」

　つまり、たかが女の子一人を拉ら致ちするのにこんな大規模な部隊を連れてきて、挙げ句、人ひと質じちまで――匡平と早苗の事だ――とってパミルに対しようというのは、それが理由という事か。

　いくらパミルでも、数十丁の銃じゆうで同時に銃じゆう撃げきされればただでは済むまい。あるいは手しゆ榴りゆう弾だんやバズーカ砲ほうの類まで彼等は持ち込んでいる可能性が在る。

（……パミル……！）

　匡平は胸の内で呻うめく。

　此こ処こに来れば多分パミルは殺される。無数の銃弾が彼女の白い肌はだを引き裂さく未来図に匡平は吐はき気けを覚えた。

　勿もち論ろん彼かれは知らなかった。

　必死に『来るな』と念じる匡平の想いとは裏腹に――物凄い勢いで街路を疾しつ走そうしながらパミルが近付いてきている事を。







第四章　ずっと側にいたのだから（中）







　平和な日常は儚はかない。

　南なん部ぶ匡きよう平へいはいつもそう想う。

　彼に言わせれば、それはちょっとした事で容易たやすく壊こわれてしまう。例えば事故とか。例えば錯さく誤ごとか。例えば病気とか。例えば災害とか。そして例えば――暴力とか。

　この日本に住む人々の多くは、そんな風に考えてはいないかもしれないが、それはどうしようもない位に砂上の楼ろう閣かくなのだと匡平は想う。実際に彼は、それが瓦が解かいする様を何度も何度も見てきたからだ。

　退たい屈くつなどとんでもない。

　明日にも無くなるかもしれないものだと匡平は思うからこそ、必要以上に彼は何の変へん哲てつも無い日常と、そこに埋まい没ぼつする自分に――平へい凡ぼんだとか普ふ通つうだとかそういったものにこだわるのだ。

　だが……

「……困ったものだな」

　彼を見下ろしながら首を傾かしげるのは、彼が忌き避ひして止やまなかった非日常の象しよう徴ちようとも言うべき存在だった。

　容姿としては、むしろ何ど処こにでも居そうな中年男性である。ただしその男が身に帯びる軍礼服や、彼の背後に自動小しよう銃じゆうを携たずさえて佇たたずむ十数名の兵士達たちが、匡平の愛した日常を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする。

　此処は法治国家たる日本だ。

　自らの権限において他国の軍事行動や内ない政せい干かん渉しようを跳はね退け得る主権国家であり――当然の事ながら、そのど真ん中で他国の部隊が許可なく活動している事は、間ま違ちがいなく国際法違い反はんだ。

　だが……

「パミル姫の居場所を教えて貰もらえないと強ごう引いんな手段に出なければならなくなる」

　中年男性――ヴァルザー大佐は言った。

　いつもの南部邸てい――という名の大型倉庫。大小無数の木箱やらコンテナやら段ボール箱やらが積み上げられ、迷めい宮きゆうじみた様相を呈ていしているその空間の片かた隅すみで、匡平は後こう輩はいの村むら田た早さ苗なえと共に鉄柱に縛しばり付つけられていた。

　彼の周りにはざっと見み渡わたした限りでも二十名程ほどの――一個小隊にも相当する兵士達が完全武装で待機している。それも装備や行動を見る限り、非正規戦にも通じた特とく殊しゆ部隊だ。作戦遂すい行こうの為ならば軍人民間人の区別無く射殺も辞さないだろう。

　彼かれ等らの目的はパミルだ。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

　滅めつ亡ぼうしたベルグマン王家の姫ひめ君ぎみ――の替え玉アンドロイドを自じ称しようする少女。しかも怪かい力りきを発揮したり電でん撃げきやら火か炎えんやらを放出したりする歩く超常現象。

　そして――匡平の義理の妹。

　兵士達は彼かの女じよの事を本物のパミル姫だと考えている様だった。

「念ねんの為に教えておくがね」

　彼はわざと丁てい寧ねいな口調で言った。

　ちなみに日本語である。これは匡平と一緒に拘こう束そくされ、倉庫の柱に縛り付けられている早苗にもきちんと内容を聞かせようという事なのだろう。

　勿もち論ろんそれは親切心なんかではない。

　全くの逆だ。

「拷ごう問もんに耐たえようなどとは思わない事だ。ウォルフガング・ロッツも言っているが――およそ人間が拷問に耐えて秘密を守る事など不可能だ。ごく希まれに口を閉ざしたまま死んだ人間も居るというが、これは恐おそらく、拷問係が度を越こして口を割る前に殺してしまっただけではないか、と言われている」

「…………」

　匡平は黙だまってヴァルザー大佐を睨にらみ付ける。その程度しか今の彼に出来る事は無かった――というかウォルフガング・ロッツって誰だれだよ？　とは思ったが。

「ましてこの手の技術は五年も経たてば一変するからね。下品にぶん殴なぐったり爪つめと指の間に針を差し込んだりするばかりが拷問ではない。まあそういった視覚的に派手な方法の方が効率が良かったりする事実もある訳だが」

「跡を残さないようにやるってか」

「いやいや」

　匡平の台詞せりふにヴァルザー大佐はむしろ嬉しそうに笑って首を振った。

「跡が残るとか残らないとか――そんな些さ細さいな事は気にしないよ？」

　つまり……この男は匡平達を生きて帰す積もりなど毛頭無いという事だ。死体も残らぬ方法で処分する積もりだろう。特殊部隊を装備ごと日本に持ち込む方法を持つ連中だ。死体袋ぶくろの二つや三つ増えた所でどうとでもなる。

「この子は関係ないだろ」

　匡平は敢あえて英語に切きり替えて言った。

　日本語で会話していては無意味に早苗を怯おびえさせる事になる――

「ほう。『この子は関係ない』か」

　だがヴァルザー大佐はわざわざ日本語で返してきた。徹てつ底てい的てきにこちらを嬲なぶる積もりだ。

　この会話自体が一種の拷問なのだろう。

「麗うるわしい騎き士し道どう精神だ。お嬢じようさん――彼は君は無関係だから解放してやってくれと私に訴うつたえている。自分の身が危ない時に、他人の身の心配が出来るというのは、いやはや、敬意に値あたいする高潔さだよ」

「どうして……どうしてこんな事をするんですか」

　震えながらも早苗はそう問うた。

「もうパミルちゃん達の居た国は、貴方あなた達たちの政府が支配しているんでしょう……？」

「先にも行った通り」

　ヴァルザー大佐は言う。

「革命は成功し、ベルグマン王家の支配していた王国政府は転てん覆ぷくされた。今は共和国体制の下で国家再編中だ――だがね、お嬢さん」

　身を折ってヴァルザー大佐は早苗の視線に己おのれのそれの高さを近づける。

「平和なこの国では実感出来ないかもしれないが……政府が代わりました、国民の皆みなさん、今日からは新しい政府に従いましょう、などと広報が出た程度で、国家は安定したりしないものなのだよ」

　確かに日本は永ながらく革命の類が無かった。遡さかのぼればおよそ百年前の江え戸ど幕府の終しゆう焉えんと大政奉ほう還かんが、最後の革命による政治体制の変化だろうが、……あれとて江え戸ど城じようの無血開城が象しよう徴ちよう的てきに示す様に、国民や国土の全すべてを巻き込む内乱状態とは程ほど遠とおい。

「特に各種制度が安定しきっていない時期は、国民の不平不満も蓄ちく積せきしやすい。当然――『前の政府の方が良かった』などと、後ろ向きな事を言い出す連中も出てくる訳だ。そこに前政府の中心に居たベルグマン王家の人間が出てきてしまえば、彼等を担かつぎ上あげて再度国家転覆を企たくらむ者共が出てくる可能性は、多分に在る――まして」

　ヴァルザー大佐はそこで一端、会話を切って溜ため息いきをついた。

「ベルグマン王家は……ただ伝統と既き得とく権益の保持のみで国家の頂点に座していた訳ではない」

「…………」

「先さき程ほども言った様に、彼等は異常な身体能力を持っている。超ちよう能のう力りよく――まあそう言っても過言ではなかろう。個々の能力の差は激しかったそうだが、何にしても片手で岩を動かし、雷かみなりを呼び、炎ほのおを呼ぶ、その超常の力は十分に脅きよう威いだ。そしてその能力を備える事を以もつてベルグマン王家の人間を、現人神と崇める国民も未だ多い」

「だから？」

　匡平は挑ちよう発はつする様に言った。

　ここで喋しやべらせておけばその分、時間が稼かせげる。稼いでどうなるかはさておき――周平が南部邸の異常に気が付くなり何なりしてくれれば、何らかの手を打ってくるだろう。

「それでもあんたらは一度ベルグマン王家を倒たおしてるんだろうが？」

「ふむ？」

「たとえ個人でトラック止めたり出来るパワーがあっても、軍隊相手に勝てる筈はずもないだろ？　何をそんなにムキになって――」

「そう。まさにそこだよ」

　ヴァルザー大佐は満足げに頷いた。

「それこそが実は最も現政府の高官方が畏おそれている事でもあり、かの王家が『救う者』と呼ばれていた最大の理由でもある」

「――なんだって？」

「ベルグマン王国は北ほく欧おうの小国ながら、アメリカや日本ですらも遥はるかに凌りよう駕がする程の技術を幾いくつか保有している。何な故ぜだと思うね？」

「…………」

　初耳だ。

　いや――そういえば周平がそんな事を言っていた様な気がする。ベルグマン王国の科学力は進んでいるから、それを他国に輸出するのも重要な産業の一つであると……

「現代において、科学の進歩は単純に試し行こう錯さく誤ごの積み重ねだ。より多くの費用と時間と人員を使って、より多くの検証実験を繰くり返した方が技術は進歩する。つまり国土の広さも、国民の数も、ましてや経済力にも限界が在る筈の、北欧の小国が最さい先せん端たん技術の面で先進国を追おい抜ぬくなど……本来は在り得ないのだよ」

「……なんだよ。王家の人間が天才揃ぞろいとでも言うのか？」

　確かにパミルは記き憶おく力りよくに関しては異常な程の才能を見せる。だが技術開発には――新たな何かを創出するには、発想力というまた別の才能がいる。勿論それは膨ぼう大だいな知識に支えられてのものではあるが、それだけではどうしようもない。

　正直、パミルにそっちの才が在るとは匡平には思えない。まして発想力などというものは、多分に個人差が大きく、『王家の人間が全員、技術開発の天才』などという状態にはまずならないだろう。

　となると――

「いいや」

　ヴァルザー大佐は首を振った。

「確かに王家の人間に頭が良い者が多いのは事実だがね。それだけではない。もっと大きなアドバンテージを王家は持っていたという事さ」

「……勿もつ体たいをつけないで教えてくれよ」

　匡平は上うわ目め遣づかいにヴァルザー大佐を睨みながら言った。

　だが――

「いやいや。ここから先は国家機密に属する事でね」

　いけしゃあしゃあとヴァルザー大佐は言った。

「私としても、おいそれと口にする事は出来ないのだよ」

「…………」

　匡平は考える。

　つまり――匡平達を未いまだ生かしている意味は、その辺りに在るのだろう。

　恐らく、新政府安定の邪じや魔まだからと、パミルを殺す――それだけの為に彼等は日本までやってきた訳ではないのだ。

　単にパミルを亡なき者ものにしたいのならば、狙そ撃げきするなり、毒物を使うなり、何なりすれば良い。パミルが超常の力を持っているとはいえ、遥か彼方かなたから音速を超こえる速度で飛来する銃弾に抗こうする術はあるまいし、普通の食事をしている事から、彼女の飲み食いするものに毒物を混ぜるのはそう難しい事でもあるまい。非合法活動には違ちがいないが、特殊部隊を派は遣けんするよりも遥かに効率的で、確実で、しかも目立たない。

　なのに――わざわざ部隊を展開しているという事は、パミルの非常識な力と正面から相対する可能性を考こう慮りよしての事だ。

　そして匡平と早苗は、彼女に対する人質という事だろう。匡平の存在を知っていたヴァルザー大たい佐さ達たちが、パミルの日常生活を調べていない筈が無い。学校帰りに彼女が立ち寄りそうな所は一通り知っている筈だ。だから――パミルの居場所云うん々ぬんに関してはあくまで『ついで』、いや下手をすると時間つぶし程度の意味しかあるまい。

（そのもう一つの理由――それを手に入れる為の、人質か）

　ならばパミルが帰ってくるまでに命を取られる事はあるまい。

　もっとも単に生きていれば良い、というのであれば手足の一本や二本はへし折られたりするのかもしれないが……

（パミル……！）

　何にしても今パミルが帰ってくるのはまずい。先に周平が帰ってきた方が、未だ異常事態に気づいて手を打ち易やすいだろう。少なくとも軍事基地並みのセキュリティが壊されていれば、警けい戒かいはして当然だ。

　あれでも――いや、ああだからこそ、周平はこういった土ど壇たん場ばに強い。そうでなければ合法非合法の境界線を、鼻歌交じりで綱つな渡わたりする様な商売なんぞ出来る筈が無いのだ。

　何にしても……

（パミル……今、帰ってくるなよ）

　匡平としてはただそう祈いのるしかなかった。




　　　　●　●　●




　一方――その頃ころのパミルは。

　匡平の祈りも空むなしく、暴れ馬も青ざめるよーな猛もう烈れつな勢いで、商店街を通とおり抜け、南部邸への帰路を爆ばく走そうしていた。

「きょおおおおおおおおへえええええええええええええいいいいッ！」

　いつもはむしろのほほんとしている――まあもっと端たん的てきに言えば天然さんたるパミルにしては、かなり異様な気合いの入り方ではあった。

「許さんぞ！　シュウヘイの居ぬ間にサナエとにゃんにゃんなどと――」

　思わず『その表現はどうよ？』と突っ込みたくなるよーな事を口走りながら彼女は走っている。

　元が素す直なおなパミルの脳は、周平と薫かおる子この焚たき付けによって一ミリ秒で短たん絡らくする。

　ではその過程プロセスを見てみよう。

『早苗が匡平に好きです、付き合ってくださいと告白した』

　　　　　↓

『それは最大級の親愛の表現である』

　　　　　↓

『日本では親しい男女は二人っきりになるとにゃんにゃん（婉えん曲きよく表現）する』

　　　　　↓

『しかも周平は今現在家に居ない（『コルベット』で喫きつ茶さ中）』

　　　　　↓

『つまり家に帰れば匡平と早苗は二人っきり』

　　　　　↓

『故に匡平と早苗は家でにゃんにゃんする！』

　…………

　いやまあ、そもそも匡平が早苗を家に連れ込むのかどうかとか、『日本では～』の部分があまりにも極きよく端たんとか色々と首を傾げざるを得ない部分は色々あるのだが――

「そもそも最も親しいと言えば妹たるこの私ではないか！　なのにこの私を差し置いてにゃんにゃんするとは――筋が通らんぞ！」

　むしろそっちの方が激しく筋すじ違ちがいです！

　――と忠告してくれる常識人は、幸か不幸か今現在、パミルの周りには居ない。

　まあ元々、知識豊富な癖くせに、変な部分で世間知らずというか――常識がすぽんと抜け落おちているパミルである。幼児が『大きくなったらお兄ちゃんと結けつ婚こんしゅる！』などと宣のたまうのと同程度の認にん識しきしかないのかもしれないのだが。

　まあそれはさておき。

「――お？」

　そんなパミルを見て興味を惹ひかれた人間は多いのだが――元々彼女は割りと地元商店街では有名人である――さすがに物もの凄すごい勢いで走る彼女に追いすがってまで声を掛かけてくる物好きは居ない。

　ただ一人――超ちよう弩ど級きゆうの物好きというか、目立ちたがり屋を除いては。

「パミルちゃんじゃん。おーい。ぱーみーるちゃーん？」

　すぐ後ろに『あーそーびーましょー』などと付けたくなるよーな調子で呼よび掛けてきたのは……順当と言えばこれ以上無い位に順当な人物だった。

　響ひびき瑞みず人ひとである。

　ちなみに彼かれは毎度の如く『目立つ為ため』だけに背せ負おっているギターや顔の入いれ墨ずみ模様は同じだが、今日は更さらに『韋い駄だ天てん』とプレートを貼はり付けたママチャリに乗っていた。

　籠かごを見てみると、派手なラメ入りの――これも多分、目立つ為の特注品なのだろう――買かい物もの袋ぶくろから、大根とかネギがにょっきりと出ている。どうやら買い物帰りらしい。部分的に庶しよ民みん派はというか家庭的というか、既すでに全体が破は綻たんしきっている感じだが――本人に気にした様子は微み塵じんも無い。

「むむっ!?」

　走りながら傍かたわらを見るパミル。

「ミズヒトではないか」

「いえーっす。瑞人くんでぃーす」

　がしゃこがしゃこと腰こしを浮うかして自転車をパワードライブしながら、片手を離はなして敬礼する瑞人（走行中の行こう為いは危険なのでよい子は真ま似ねしないように）。

「パミルちゃん、そんなに急いで何処行くの？」

　普通はまず自転車でないと追いすがれないパミルの疾しつ走そう速度に疑問を持つ筈だが――幸か不幸かこの少年は、勿論、普通ではない訳で。

「自宅だ」

　と答えるパミル。

　あるいはここで会話を止めていれば、その後の展開は違ってきたのかもしれないのだが――パミルは普ふ段だんの状態ではないし、それに加えて常識とか羞しゆう恥ち心しんとかもかなりおかしい。

　なので――

「キョウヘイとサナエがにゃんにゃんするので阻そ止ししに行く処だ！」

　などと言った。

　言ってしまった。

「にゃんにゃん……」

　瑞人は自転車を走らせながら、腕うでを組んで考え込む様子を見せる（走行中の行為は危険なのでよい子は以下略）。

　そして。

「おおう大人の階段!?」

　得心の合図とばかりにぽんと手を打って頷うなずく瑞人（走行中の以下略）。

「むっ!?　大人の階段とはなんだ!?」

　走りながら問うパミル。

　ちなみに――いきなり道路の真ん中に飛び出だしてきたパミルと瑞人に驚おどろいた車が一台、回かい避ひに失敗して歩道のガードレールに突っ込んでいたりしたが、勿論、二人はそんな事など微塵も気にしていなかった。

「男とは」

　瑞人は遠くを見つめながら（走行中以下略）歌う様に言った。

「女の子とにゃんにゃんしてこそ大人になるのさ。さらば少年の日々。今、万ばん感かんの想おもいを込めて言おう――」

　瑞人は眼めを細めて両手を広げ（走行中以下略）――

「てめー、ずるいぞ匡平!?」

　瑞人は喚わめいた。

「自分だけそんなイイコトしようだなんてイカ臭くさい、じゃなくて水みず臭い!!」

「むむっ!?」

「俺おれだって未だなんだぞ!?」

　だんだんと自転車のハンドルを握にぎり拳こぶしで叩たたきながら瑞人は言った。

　何というか、パンクロッカーな出いで立たちから、とっくに初体験なんぞ済ませていそうな雰ふん囲い気きの瑞人だが、案外と女性関係は初う心ぶというか奥おく手てであるらしい――

「そうなのか!?」

「そうなんだよ！　目立つからビルの屋上でやって見物客から金取ろうって言ったら殴られた」

　…………違うらしい。

　単に変態なだけかもしれないが。

　まあそれはともかく。

「実は私もまだだ！」

「おう！　奇き遇ぐう！」

「うむっ!!」

　最も早はや何が何だかよく分からない会話になっているが、やはり二人は微塵も（以下略）。

　しかもそんな内容を大声で怒ど鳴なりながら商店街の中を走っている訳だから、最早、正気の沙さ汰たとも思えない。

「気が合うなパミルちゃん！」

「うむっ！」

「ここはお互たがいに協力して匡平が大人の階段を上るのを阻止しよう！」

「おおっ！　手伝ってくれるかミズヒト！」

「おうっ！　パミルちゃんも同じ事を考えてたのなら好都合!!　匡平、友達じゃないか――お前だけをイかせたりはしないぜ！」

　……もう本当に色々とまずい感じなのだが、やっぱりさっぱり気にした様子も無い二人は、呆あきれを通り越こして戦せん慄りつの表情さえ浮かべ始めた商店街の人々を後に残し、猛もう然ぜんと倉庫街へと突つっ走ぱしっていった。
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　結局――匡平達に拷ごう問もんが実行される事は無い様だった。

　ヴァルザー大たい佐さはああ言ったものの……現代の諜ちよう報ほう戦において、拷問は必ずしも信しん頼らいが置かれている訳ではない。拷問を受ける者が口にする答えが、必ずしも真実とは限らないからだ。騙だます騙さないというよりも、痛みから逃のがれようとする余りに、相手の望む答えを口にする人間も多いからである。

　まして、ヴァルザー大佐達が匡平の読み通り、彼と早苗の価値を人ひと質じちたる事に認めている場合――手て荒あらな扱あつかいは、むしろパミルの逆上を招く恐おそれもある。

　そういう訳で、匡平と早苗は二つの銃じゆう口こうを常時向けられながら、倉庫の柱に括くくり付つけられていた。

　どうやら日本語が話せるのはヴァルザー大佐だけらしく、匡平は何度か見張りの兵士に話し掛けてみたが――罵ば詈り雑ぞう言ごんや、懐かい柔じゆうする様な言葉も含ふくめて一通りだ――全く反応は無かった。

　そういう訳で……

「――ごめんよ。村田さん」

　ようやくここで匡平は早苗に声を掛けた。

「南部先せん輩ぱい……」

　心細かったのだろう――今にも泣き出しそうな声で早苗が応じてくる。

「変な事に巻き込んじまった」

「ま……巻き込まれたのは、先輩も一いつ緒しよでしょう……？」

「いや。微び妙みようなんだよな、それが」

　匡平は呻うめく様に言った。

　そもそもパミルがヴァルザー大佐の言う様に本物であった場合――パミルらの国外脱だつ出しゆつには周平も手を貸していた節が在る。

　周平は『売うり掛け金きんのカタ代わりに城の廃はい棄き物ぶつを引き取ってきた』と言っていたが……ベルグマン王家の者達が己おのれを人形に偽ぎ装そうして国外脱出を計画していた場合、まさか本当に自らが入った棺かん桶おけを廃棄物として出される様な、あまりにも危険度の高い手配はすまい。

　あくまで『廃棄物という名目で詳しよう細さい不明のガラクタを引き取る』という手て筈はずを、革命の前から整えていて――それを周平が手助けしたと考えた方が筋が通る。

　そもそも周平は従姉いとこがベルグマン王族に嫁とついだ関係で、王家とも親交が在った筈だ。ならば元々密輸だの何だのに通じ、世界各国を渡わたり歩あるく彼に、国外脱出の手配を任せるのも、あながち在り得ない事では無かろう。

「うちの親父おやじの馬ば鹿かが、ごちゃごちゃとやってきた事のツケが回ってきた感じも在るんだよな……」

　まあその事については本当に今いま更さらで、匡平に言わせると、腹は立つが衝撃シヨツクを受ける程ほどの事ではない。

　ただ……

「……パミルちゃん、本当にお姫ひめ様さまだったんですね…………」

　ふと呟つぶやく様に早苗が言う。

「そうみたいだね」

　確かに――あの異常な力も『アンドロイド』だというより『超ちよう能のう力りよく』と言われた方が納なつ得とくし易い気もする。最初のメカっぽい棺桶の中から蒸気と共に起き上がってきたのと、彼かの女じよ自身がそう主張していたせいで、頭に『アンドロイド』の単語が刷り込まれていた訳だが……

「お姫様……ねえ」

　その単語で思い出すのは、やはり幼い頃に大きな城の脇わきで会った金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女である。早苗に告白を受けるまでは、匡平にとって浮いた話というか異性関係の話はあれだけだった様に思う。

「……まさか、な」

　周平が元々ベルグマン王家との繋つながりが在った事。

　パミルが金髪碧眼のお姫様である事。

　その二つを繋いだ上で匡平の記き憶おくに照らし合わせてみると、一つの可能性が浮かび上あがってくる訳で。

　あれが匡平にとっての初はつ恋こいだったとすると、その相手は――

「いやいやいやいやいやいや！」

　慌あわてて首を振ふる匡平。

「せ、先輩？」

「なんでもない、なんでもないよ、あははははははははははは」

　と取とり敢あえず笑って誤ご魔ま化かしてみる。

　だが――

「……先輩」

　早苗がふと思い出した様に言った。

「あの……答え……聞かせて貰もらえませんか」

「答え？　え？」

　言ってから。

　匡平はようやく自分が早苗の告白に対して、何ら返事をしていない事に気づいた。

「あ。いや――その。村田さん、こんな状じよう況きよう下で」

　ちらりと視界の隅すみに銃口を見ながら言う匡平。ヴァルザー大佐は匡平達を人質に使う積もりではある様だが――人質は必ずしも五体満足である必要は無い。今の匡平達の立場は亀き裂れつの入った崖がけっぷちと大差無い。下手な行為に出れば次の瞬しゆん間かんには銃口が火を噴ふくだろう。

　しかし――

「こんな状況だから……です」

　早苗は俯うつむいて言った。

「だって……生きて返して貰えるかどうかも……分からないじゃないですか……」

「…………」

　そう言われては、さすがの匡平も反論の言葉が出てこない。

（別にこの子が嫌きらいだって訳じゃない――）

　とは匡平も思う。

　まあ少々変わった趣しゆ味み嗜し好こうがちらほら見えたりはするが――許容範はん囲い内ないだ。まあパミルに比べたら大たい抵ていの人間は許容範囲内になってしまう訳だが。

　むしろ可か愛わいい子だとは思う。

　一いち途ずで素直で誠実だ。

（でもな……）

　此こ処こで早苗を元気づける為に口先だけでもＯＫするのは簡単である。

　だが匡平としては、そういう心のこもっていない言葉を早苗に返すのは――たとえこの状況であっても――躊躇ためらわれた。

「……やっぱり……私じゃ…………駄だ目めですか……」

　早苗はどよどよとした暗い空気をまといながら、呟く様に言う。まあ――いつもの早苗といえば早苗ではあるが。

「いや、そういうのじゃなくて――正直、考えてみた事も無かったからさ」

　匡平は溜ため息いき混じりに言った。

「なんかもう自分の事で手て一いつ杯ぱいでさ。うちの親父は無む茶ちや苦く茶ちやだし、自分の母親の事も分からないし、ガキの頃から世界中引っ張り回されてもう……普ふ通つうに落ち着いた暮らしを手に入れる、それだけが目標でさ。恋れん愛あいだの何だのより、本当にもう普通の生活をする事ばっかり考えてた」

「……そうだったんですか……」

　早苗が少し驚いた様な表情を浮かべている。

　そういえばこの後こう輩はいの少女に、自分の身しん上じようを語った事は無いのだと匡平は気づいた。

「でも先輩……土壇場で強いですよね」

「え？　そう？」

「今だって……」

　と早苗。

　まあ言われてみれば、普通の人間なら取り乱して何も考えられなくなっていたりするものなのかもしれない。

「うーん……」

「前にパミルちゃんが誘ゆう拐かいされた時もそうでしたけど……」

　早苗は小さく笑って言った。

「先輩、怒おこったりする事はあっても――本当にいつも先輩で」

「は？」

　それはどういう意味なのか。

　別に匡平はいつも匡平であってそれ以外の何者でもない訳だが――

「あ……だから」

　早苗は――ちょっと俯いてはにかむ様に頬ほおを赤らめながら言った。

「普通、追おい詰つめられたりとか焦あせったりしたら、人格が変わっちゃうっていうか。普段と違ちがう所が変な形でさらけ出されちゃったりするものですよね」

「…………」

　そういえば……早苗がこれだけ口数が多いのも、普段とは違うというか、いつもの彼女からすれば少々印象が異なる。

　元々大人しい彼女がこんなに積極的に喋しやべってくるのも、ある意味でテンパっているというか、極限状況で普段と違う言動が出てきているのだろう。

「でも本当に――先輩は芯しんがぶれないっていうか。いつでも何ど処こでも先輩なんだなあって……」

「うーん」

　そういう風に言われた事は無かったので、喜ぶべきかどうなのかもよく分からない。多分褒ほめてくれているのだろうが――『普通は』取り乱して違う面が見えたりするのなら、やはりそれは匡平が異常であるという指し摘てきにもなる訳で。

「そんな先輩が……私は」

　言って益ます々ます俯うつむいて赤面する早苗。

「……好きなんです」

「えと…………その……」

　返すべき言葉が見つからない。

　ただやけに恥はずかしい気分になって匡平は早苗から視線を逸そらす。

「…………」

「…………」

　日本語は分からないのだろうが、雰囲気から何かを察したのか、突とつ撃げき小しよう銃じゆうを構えた兵士達が多少、呆れた様な顔で匡平を見つめていた。
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　小型の双そう眼がん鏡きよう――オペラグラスを覗のぞきながらエミットは眉まゆを顰ひそめた。

「――姉さん」

『仕事中は――』

「エルシア。なんか変な事になってるよ」

　仕事中に『姉』と呼ばれる事を嫌うエルシアの言葉を最後まで言わせず――エミットは覆おおい被かぶせる様に言った。
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　エルシアとエミット。

　彼かの女じよ等らは元々、ヴァルザー大佐に雇やとわれた個人営業フリーの諜ちよう報ほう員いんである。ポツダムの実家の地味な商売が嫌いやで、姉妹揃そろって家出をした挙げ句、こーゆー仕事を請うけ負おっている。

　こうした個人営業の諜ちよう報ほう部員というものは実は一定数存在する。万が一にも重要な任務を任される事は無いが、単純な監かん視し任務や、逆に成功率が低い無む茶ちやな任務――つまりは使い捨てだ――に投入しやすいという事で、一定の需じゆ要ようが在るのだ。万が一、任務に失敗し、あるいは敵性勢力に捕とらえられても元々が組織外部の人間なので機密漏ろう洩えいの心配も無いという事である。

　まあその分――信しん頼らい性せいに代表される諜報員としての質は、まちまちな訳だが。

　それはさておき……

『変な事？』

　通信機の向こうからエルシアが尋たずねる。

　通常、尾び行こうや移動目標の監視は最低でも二つのチームに分かれて行う。片方は比ひ較かく的てき近くに張り付いて監視し――もう片方は万が一、接近していたチームが対象を見失った時の為に、素す早ばやい移動手段を確保してやや離れた場所に待機しているのだ。

　今回――スクーターに乗って近くで監視していたのがエミットで、軽自動車に乗って少し離れた場所に居るのがエルシアという役割である。

「監視対象が物もの凄すごい勢いで南部邸ていに向かってるんだけどさ」

『それはさっきも聞いたわよ』

　エルシアが苛いら立だたしげに言った。

　今日は生理二日目――彼女は何かと不ふ機き嫌げんなのである。

『大佐の部隊が展開してるし、丁度良いでしょ。日本で言う所の「カーネギー」ってやつ』

「それを言うなら『カモネギ』」

　と訂てい正せいしてからエルミットは言った。

「同行者が増えてる」

『同行者？』

「うん。例の――監視対象の知り合いでミズヒト・ヒビキと」

『……と？』

「なんかいかにも危なそうなのが……」

　そう言うエルミットの横を、まさしくその『危なそうなの』が物凄い勢いで通り過ぎていく。

「くうおおおおおらああああああ！　そこのガキィイイイイイ！　待ちやがれえッ！」

　純白の大型ベンツ――それもＡＭＧ仕様。更さらに金モール付き。でもって窓はスモークガラスである。もう『ヤー様専用』と大きくペイントしてあるよーな代しろ物ものが、鼻はな面づらを大きくへこませた状態で先行するパミルと瑞人を追いかけていた。

　先にパミル達が強ごう引いんに道路を渡った際、彼女等を避よけ損そこねてガードレールに突っ込んだ車である。

　パミル達は気が付いているのかいないのか、構わず走っている訳だが――相手は徒歩と自転車、そして場所が比較的入り組んだ場所なので、ベンツはむしろその巨きよ体たいが災わざわいし、追いつけないでいる。それどころか、ごつんごつんと自らあちこちにぶつけて傷を増やしている状態で――それがまた運転手を逆上させているらしい。

「このまま監視対象が南部邸に辿たどり着ついたらまずいんじゃないの？　一応、非合法任務なんでしょ」

　つまり目もく撃げき者しやは可能な限り少ない方が良いに決まっている訳で。

『一応、大佐に報告しておきましょうか』

「それが無難だと思う」

　頷いて通信を終えるエミット。

　彼女は溜め息をつくと、スクーターのエンジンを掛かけて、パミル達を追おうとする。

　そこに――

「そこのベンツ！　停とまりなさい!!」

「…………」

　ぴぃぽおぱぁぽおとサイレンを鳴らしながら、白黒に塗ぬり分わけられた車が更に彼女の脇を通りすぎていった。
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　勿もち論ろん――パミルは背後から追いかけてきているヤーさんベンツとか、パトカーなんぞにはまるで注意を払はらっていなかった。

　瑞人は瑞人でむしろ『俺様大注目!?』と喜んでいるだけで、やっぱり焦ったりとか恐れたりとかは全くしていない。

　そういう訳で二人は真まっ直すぐ倉庫街への道を爆ばく走そうしていた。

　だが……

「キョウヘイもけしからん」

　パミルは走りながら言った。

「そうだ！　けしからん！」

　瑞人が賛同する。

「サナエは確かにいい奴やつだが、好きだと言われて即そく座ざににゃんにゃんに及およぶとは何事か！」

「そうだ！　何事か！」

　どうもそーゆー行こう為いに及ぶと頭から決めてかかっているらしい二人である。

「そもそも！　好きだと言ったのは私の方が何年も先――………………………むむ？」

　走りながら器用に腕うで組ぐみして首を傾かしげるパミル。

「……はて。何年？」

「どしたのパミルちゃん」

「私がキョウヘイの所に来たのは確か一年前の事だな」

「そうだっけ？」

「うむ。なのに何年も前？　むむ？」

　自分の台詞せりふに矛む盾じゆんを感じているのか、眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんで呻くパミル。

　次の瞬間……

「――？」

　パミルは眼めを瞬まばたかせる。

　何かが傍かたわらを通り過ぎた様な気がしたからだ――それも文字通りに目にも止とまらぬ速さで。

　次の瞬間……

「どわああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　猛もう烈れつな勢いで追いかけてきていたヤクザの車が、大きくスリップ――今度こそ真正面から近くの電信柱に突っ込んで、停止した。

「むむ？」

　さすがのパミルも立ち止まってこれを振り返かえる。

　ヤクザの車は突とつ然ぜん、タイヤが破裂バーストした様だった。時速は精々が三十キロ程度であったろうが、狭せまい路地でタイヤが裂さければ、それでも十分に事故を引き起こす。

　しかし……

「…………」

　パミルはぷしゅうと分かり易やすい音を立てているベンツから視線を一転――反対方向へと眼を向けた。

「王家サーチャー・アイ！」

　とか何とか宣のたまいながら眼を細めるパミル。

　彼女の常人離ばなれした――というか鷹たかも脱だつ帽ぼうしかねない人間離れした視力は、遥はるか百五十メートルの彼方かなた、自分達たちが向かっていた倉庫街の片かた隅すみに異物を発見していた。

　即すなわち……光学式照準器ライフルスコープを載のせた自動小しよう銃じゆうの一部を。

「むむむ!?」

　相手はまさかこの距きよ離りでパミルに発見されるとは思ってもいないだろう。実際――倉庫の一つの屋根の上から、自動小銃の前半分がちょこんと見えているだけだ。普通の人間なら倉庫の施し設せつの一部にしか見えまい。

「どうした、パミルちゃん？」

「…………むう」

　パミルは眉間に皺を寄せて呻く。

　間ま違ちがいない。今のヤクザの車は狙そ撃げきされたのだ。そもそも昨今のタイヤは小さな釘くぎやらガラスやらを踏ふんだ位でそう簡単に破裂したりはしない。市街地での低速走行なら尚なお更さらである。

　さすがのパミルもこれが尋じん常じようならざる事態だと気付いた様だった。彼女はぶるぶると握にぎり締しめた拳こぶしを振るわせて――

「おのれ……」

「パミルちゃん？」

「おのれ――そこまでして」

　パミルは呻うめく様に言った。

「そこまでして、サナエとにゃんにゃんしたいのか――キョウヘイ!!」

　まるで違うし。

　――と突っ込むべき匡平は此処には居ない。それどころかパミルの側に居るのは面おも白しろければ何でもアリ、派手に人目を引く為ためならば悪あく魔まに魂たましいでも二束三文で売うり渡わたす馬ば鹿かである。

　なので――

「良かろう。ならば私ももてる力の全すべてを費やしてキョウヘイのにゃんにゃんを阻そ止しするのみだ！」

「なんだかわからねーけどその意気だパミルちゃん！」

「うむっ!!」

　勿論、止める者などまるで居おらず――むしろパミルは今までよりも更に猛もう然ぜんたる勢いで南部邸に向かって疾しつ走そうし始めた。
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「――喜びたまえ」

　ふらりと戻もどってきたヴァルザー大たい佐さが匡平達を見下ろして楽しげに言った。

「斥せつ候こうから連れん絡らくが入った。パミル姫ひめがこちらに向かっているそうだ」

「……！」

　匡平が声にならない呻きを漏もらす。

　駄目だ。周平が気付いて何か手を打つ前に、パミルが戻ってきてしまったらしい。

「少々邪じや魔まなオマケもくっついている様だが、そちらは早々に排はい除じよされるだろう。彼かの女じよはあと三分程ほどで此処に来る」

「パミルちゃんが……」

　早苗も怯おびえた様な表情で呟つぶやく。

　どういう展開になるにせよ、パミルが来れば状況が変わる。

　だがこのヴァルザー大佐率いる特とく殊しゆ部隊を相手に、いくら超ちよう人じん的てきな力を持っているとはいえ、パミル一人で匡平達を救出する事は出来まい。

　むしろヴァルザー大佐は、パミルに言う事を聞かせる為に、何らかのデモンストレーションに出る可能性もある。

　例えば匡平か早苗の手や足を撃うってみせるとか。

　例えば――二人もいるのだから片方の人ひと質じちを殺してみせるとか。

「…………」

　そういえば。

　ヴァルザー大佐はパミルから何か情報を引き出したい様だったが――それは一体何なのだろうか。

　ベルグマン王国の異常とも言える先せん端たん技術。

　それはどうも王族だけが握る何かに由来するものらしい。

　しかし……

（パミルは何も持たずにうちに来たしなぁ）

　文字通り裸はだか一いつ貫かんというやつだ。

　だとすると――

（王家の人間にのみ伝わる何か？　古代遺い跡せきとかか？　失われた文明の遺産とか――そーゆーのってよく漫まん画がやらアニメやらで見るけど……）

　確かに『お手本』が在れば技術の進歩も早かろう。

（でも――）

　そんなものなら、わざわざ人質を取ってパミルに尋ねなくても、探す方法は幾いくらでもあるだろう。前述の通りパミルは一糸纏まとわぬ状態で南部邸にやってきた訳なので、彼女が持っているという訳でもなかろう。

　それとも体内に埋うめ込んであるとか、そーゆー事なのか。

（ああくそ、わからん）

　溜め息をつく匡平。

　いきなりといえばあまりにいきなりの話である。

　パミルが本物の王女である事。

　パミルが超ちよう常じよう能力者である事。

　これだけでも匡平にしてみれば驚おどろきの事実である訳だが――納なつ得とくのいく説明がなされたかと思えば、ここに来てまた一つ訳の分からない話が増えた訳で。

（……パミルの今の人格は、後から擬ぎ装そう用に作られたものなんだよな）

　ふと思う匡平。

（まあ単に記き憶おく喪そう失しつ状態に変な前提知識を仕込まれただけで、人格そのものは変わってないんだろうけど）

　さすがに人間の人格を全く何も無い処ところから創つくり上あげるのは、あまりにも手て間ま暇ひまがかかりすぎるだろう。それとも『進んでいる』というベルグマン王国の技術はそういう事もほいほい出来てしまうのか。

（何にしても――ヴァルザー大佐が求めているものは、王女のパミルしか知らない筈はずだし……となると、変なあの影かげ武む者しやアンドロイド妄もう想そうも、情報漏洩対策か……）

　逆に考えれば、ヴァルザー大佐はパミルの記き憶おくを戻す方法を持っている事になる。考えてみれば永久に剥はがれる可能性の無い偽ぎ装そうなど無意味だ。パミルにおかしな妄想を植え付けたベルグマン王国の関係者も、何か封ふうじられた記憶を復活させる為の『鍵かぎ』を用意していると考えるのが妥だ当とうだろう。

　それがこの場で可能なのか、それともマニンガー共和国――元ベルグマン王国に連れ帰った後なのかはさておき……

「さて――王女のお出ましだ」

　ヴァルザー大佐の台詞で我に返る匡平。

　次の瞬しゆん間かん――




「キョオオオオオヘイ――ッ!!」




　叫さけび声ごえと――そして爆ばく弾だんが炸さく裂れつするかの様な轟ごう音おん。

「――！」

　愕がく然ぜんと顔を上げる匡平と早苗。

　同時に兵士達やマニンガー大佐も轟音の響ひびいてきた方向を振ふり返っていた。

　南部邸の入り口。

　倉庫の正面――荷物の搬はん出しゆつ入り口。

　トラックごと出入り出来る様にと大きく設けられたその縦横四メートルの巨きよ大だいな扉とびらは、普ふ段だん、閉じられたままでまず開かれる事は無い。日常生活でいちいち開け閉めするには大おお仰ぎように過ぎるからで――匡平達はその脇わきに設けられた通用口を利用していた。

　だが。

　その扉が開いていた。

　否いや。無くなっていた。

　左右に引いて開かれる筈のその二枚の扉は、共に真ん中からへし折れて、その手前に居た兵士数人を巻き込みながら吹ふっ飛とんだのだ。

　ぽっかりと開いた出入り口。

　そこに傲ごう然ぜんと、仁に王おう立ちになっているのは――小こ柄がらな人ひと影かげが一つ。逆光ながらも夕暮れ時の光を受けて煌きらめくその金きん髪ぱつが美しい。
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「パミル……！」

　呻く様に呟く匡平。

　彼かれの気持ちを知ってか知らずにか――パミルは周りで身構える兵士達などまるで気にした様子も無く、ずかずかと倉庫の中に踏み込んでくる。

「駄だ目めだ、逃にげ――」

「キョウヘイッ!!」

　何やら柳りゆう眉びを逆立てて叫ぶパミル。

　そして――

「私に隠かくれてサナエとにゃんにゃんするなど許さんぞ!!」

　勿論――彼女は未いまだ勘かん違ちがいしたままであった。







第五章　ずっと側にいたのだから（下）







　地じ獄ごくの様な沈ちん黙もくが辺りに立ちこめていた。

　誰だれもが愕然として動く事を――あるいは考える事さえをも忘れた。

　たとえ事前に予想されていたとしても、現にそれが目の前に顕あらわされれば凍こおり付つくしかないという事態は確かに存在する。

「…………」

　場所はいつもの南なん部ぶ邸である。

　家というよりは倉庫に近いというか――外観も内観も倉庫以外の何物でもない建物である。端はしに必要最低限の生活空間は確保されているが……それは本当にオマケの様なものでしかない。構造としては壁かべと十数本の鉄柱で天てん井じようを支えているだけの代物で、内側を仕切る壁すら一枚も無いのだ。

　代わりに段ボール箱や木箱が大量に積み上げられている為――結果としては迷めい宮きゆうじみた様相を呈ていしてはいるのだが。

「…………」

　その片隅に南部匡きよう平へいは拘こう束そくされていた。

　後こう輩はいの少女――村むら田た早さ苗なえと共に人質として鉄柱の一本に縛しばり付けられているのである。

　相手ははるばる海を渡ってこの日本にやってきたマニンガー共和国の軍隊――ヴァルザー大佐と彼の率いる非正規戦用特殊部隊。人数は匡平が見た限りでは二十名前後。およそ一個小隊規模といった処ところか。全員が都市迷めい彩さいに身を包つつみ、レーザー照準器サイト付きのドイツ製自動小銃で武装している。

　相当に訓練された精せい鋭えい部隊なのだろう。

　装備や細々した動きを見ていれば――軍事関係は素人しろうと同然の匡平にもそれと分かる。

　軍隊という処は先まず兵士から中ちゆう途と半はん端ぱな人間性を奪うばい去る。躊ちゆう躇ちよとか逡しゆん巡じゆんとか恐きよう怖ふとか憐れん憫びんとか動どう揺ようとか……そういったものは殺人機械の作動効率を下げてしまうからだ。

　ヴァルザー大佐率いる兵士達は、その意味でまさしく理想的な兵士であったろう。無表情に黙もく々もくと作業をこなすその姿は、本当に機械じみていて――人間らしい揺ゆらぎがまるで見えなかった。

　だが……今。

「…………」

　兵士達は愕然とした様子で南部邸ていの入り口の方を見つめていた。匡平達に銃じゆうを突つき付けていた兵士ですらも――自分達の足あし下もとに転がる鋼鉄の板を見つめたまま動かない。

　それは扉だった。

　大きく凹くぼんだそれが――南部邸の正面入り口を覆おおっていた鋼鉄製の扉なのだ。

　本来――トラックやらトレーラーを直じか付づけして荷物を積み込める様にと、縦横それぞれ四メートルはあろうかという倉庫の入り口。鉄板はそこを覆っていた代しろ物ものだ。

　勿論、それは頑がん丈じようさに比例して異様に重く――普段の出入りにいちいち開いていたら大変なので、匡平達が出入りする際には脇の勝手口を使う。

　だが……今それはまるで紙かプラスチックの様に易やす々やすと吹っ飛ばされて倉庫の床ゆかに落ちていた。しかも途と中ちゆうで巻き込まれた兵士達が、同じく巻き込まれた木箱の残ざん骸がいにまみれながら、床の上で声を殺しながら悶もん絶ぜつしている。恐おそらく骨折でもしたのだろう。

　そして――

「…………」

　開かれた南部邸の正面出入り口。

　そこに一人の少女が立っていた。

　逆光気味で詳しよう細さいは匡平の位置から確かく認にんしづらい。だが鮮あざやかな長い金髪が、背後からの夕ゆう陽ひを受けて煌めきながら、緩ゆるやかに舞まう様子は見て取れた。

　だがそれは吹き付ける風のせいか――それとも何か彼女が発している得体の知れない力のせいなのか。匡平には判断がつかなかった。

　パミル。

　戸こ籍せき名めい――南部晴はる美み。

　匡平の妹という事になってはいるが……その実態は、眼からビーム出したり、手から電でん撃げき出だしたり、トラックを片手で止めたりと、小柄な体たい躯くに非常識な能力を満まん載さいした平穏カーム破壊者ブレイカーである。

　しかも……

「……パミル…………」

　呆ぼう然ぜんと呟く匡平。

　彼は――信じられないといった口調で問うた。

「なんだって……？」

「だから」

　パミルは周りで身構える兵士達などまるで気にした様子も無く、ずかずかと倉庫の中に踏み込んでくる。

「私に隠れてサナエとにゃんにゃんするなど許さんと言ったのだ！」

　どぉーん。

　といった擬ぎ音おんが背後に見えそうな感じで傲ごう然ぜんとそう宣のたまうパミル。

　一方――

「…………」

　かこーんと間ま抜ぬけ極きわまりない音を立てて匡平の顎あごが床に落ちた（比ひ喩ゆ表現）。

　予想外の台詞に困こん惑わくしたのはヴァルザー大佐も同じであったらしい。彼は僅わずかに身構えたまま――怪け訝げんの表情で呟いた。

「にゃんにゃん……？」

　日本語が分からない兵士達も、奇き妙みような空気は感じ取っているらしい。やや怪訝そうな表情を浮うかべたまま――指揮官たるヴァルザー大佐の方を窺うかがう様に視線を左右させている。

「…………って」

　我に返ったのは匡平が一番先だった。

　まあこの非常識な義ぎ妹まいの破は天てん荒こうな言動にはいやという程に慣れているからだ。

「このお馬鹿！　そんな事言ってる場合か！　逃げろ！」

　必死の形相で叫ぶ匡平。

　ヴァルザー大たい佐さ達たちの狙ねらいはパミルだ。彼女が自らこんなに堂々と乗り込んできては、それこそ相手の思おもう壺つぼだ。

　だが――

「ちょっと『好きだ』と言われたからといって――」

　匡平の台詞せりふなんぞまるで聞いていない様子でパミルは更さらに真まっ直すぐ近付いてくる。

　何やら彼女は――珍めずらしく激げき昂こうしている様だった。

「即そく座ざに相手を自宅に連れ込み、交こう尾びに至るなど、何たる破は廉れん恥ち！」

「い!?　ち、違――」

　慌あわてて首を振る匡平だが……その隣となりでは真っ赤になった早苗が俯うつむきながらも「せ……先せん輩ぱいが望むなら」とか誤解を招きまくる事を言っていたりして。

「大体『好きだ』と言ったのは私の方が先ではないか！　十年も待たせておいて――」

　そこまで言って。

「……十年？」

　自分の台詞に疑問を覚えた様子で、立ち止まり首を傾かしげるパミル。彼女は腕うでを組んで唸うなる様に言った。

「十年……十年前。私がキョウヘイの所に来たのは一年前の筈なのだが。むむ？」

「馬鹿ッ！　んな事どうでもいいから早く逃げろ！　何ど処こでもいいから――」

　必死に叫ぶ匡平。

　だが彼の必死さは――ちいともこの非常識な義妹いもうとに通じていない様だった。

「むう。そんな事を言ってサナエとにゃんにゃんする積もりだな!?」

「この体勢でどうやってんな事出来るよ!?　少しは周りを見ろ!!」

　殆ほとんど泣きたいよーな気分で叫ぶ匡平。

　そこでようやく――

「むむ？」

　パミルは、匡平と早苗が縛られている事と、そして自分が幾つもの銃じゆう口こうに取り囲まれているという事実に気づいたらしかった。

「キョウヘイ……」

「やっと気づいたか」

　とはいえ、どう考えても、もう遅おそい。

　兵士達は一時の混乱から立ち直り、無表情に銃口をパミルと匡平達に向けている。縛られている匡平達は勿もち論ろん――十挺ちようを超こえる自動小銃に狙われては、いかにパミルとて避よける事は出来まい。

「ああ……」

　疲ひ労ろう感すら覚えて項うな垂だれる匡平に――パミルは眉まゆを顰ひそめて言った。

「衆しゆう人じん環かん視しの中で縛られてにゃんにゃんするのがキョウヘイの趣しゆ味みなのか!?」

「んな奇き矯きような趣味なんぞねーよ!!」

　がばっと頭を上げて喚わめく匡平。

　そして――

「――パミル姫」

　匡平の台詞を遮さえぎる様にして、ヴァルザー大佐が間に割って入ってきた。

「お久しゅうございますな」

　彼は嫌いや味みな程に恭うやうやしく一礼して言う。

　パミルはぱちくりと眼めを瞬まばたかせてからヴァルザー大佐を眺ながめ――そして怪訝の表情で匡平を振り返かえった。

「キョウヘイの友達か？」

「いい加減、察しろよ、お前は!?」

「私をお忘れか？　ああ――催さい眠みん暗示で別個の人格を作っておいでなのでしたな」

　パミルのボケを気にした様子も無く――むしろ薄うすい笑いを浮かべながらヴァルザー大佐は言った。

「まあ貴女あなたが私の事を覚えていようといまいと、それは些さ細さいな事です。しかし記憶が無いとなると――困りましたな」

「む？　そうなのか？」

　やっぱり状じよう況きようが今ひとつ理解できていないらしく、パミルは不思議そうに問うた。

「ええ。我々がわざわざこんな極東の島国までやってきたのは、ただ貴女を暗殺する為ためだけではない」

　ひどく芝しば居いがかった口調でヴァルザー大佐は言った。

「……？」

　パミルはやはり不思議そうに眼を瞬かせて相手の一方的な台詞を聞いている。そもそも彼女は目の前の兵士達が自分の敵だという事すら理解していないのだから、当然であるが――

「議会のお偉えら方がたはベルグマン王家が管理していた〈遺い産さん〉に御ご執しゆう心しんでしてね」

　皮肉っぽい笑えみを浮かべてマニンガー大佐は言った。

「貴方あなた達たち〈救いし者ベルグマン〉王家が、千年にわたってあの国に君臨できた理由は二つ。一つはその異常な身体能力。もう一つは貴方達の祖先が遺のこしたといわれる〈遺産〉」

　ヴァルザー大たい佐さは腰こしを折ってパミルと視線の高さを合わせる。

「爆ばく破はされた王宮の跡あとを隈くま無なく調べましたが、〈遺産〉らしきものは見つからなかった。ならば貴方あなたと同様に、何らかの形で国外に持ち出されたと考えるのが妥当でしょう？」

「むむ？」

　だが……パミルはまるで心当たりが無い様子だった。ただ首を傾げるばかりである。まあヴァルザー大佐の言う様に、仮の人格を作って記憶を封ふう印いんしているのならば、知らなくて当然だが。

「……何だか細かい事はよく分からないが」

　パミルは言った。

「つまり――お前はキョウヘイとサナエを人質にして私に何らかの要求を突き付けているという事か」

「理解が早くて助かりますな」

　皮肉たっぷりの口調でヴァルザー大佐は言って片手を挙げる。

「ついでに言えば貴女自身も――ですよ」

　彼が指を鳴らすと同時に――パミルの全身に赤い点が浮かび上がる。レーザー照準器の狙点――『ここを銃じゆう弾だんが狙っているぞ』と声も無く主張するそれらは、威い嚇かくという意味では非常に効果的であろう。

「ベルグマン王家の馬ば鹿かげた力の話は勿論、知っておりますよ――だが果たしてそれは十方向から同時に、音速の倍以上の速さで放たれる銃弾を、全すべて叩たたき落おとす事が出来る程ほどのものなのでしょうか？」

　ヴァルザー大佐は楽しげにそう問うた。
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　結局――パミルは匡平達と同じく拘束されてしまった。

　ただし普ふ通つうの人間の匡平達は細いナイロン・ザイルで縛られているだけだが、パミルは両手両足に手て錠じようをそれぞれ三つずつ掛かけられ、更には常に五挺の銃口が彼かの女じよを狙っているという念の入れようであった。

　たとえ毎度の出で鱈たら目めな王家パワーで手錠を引きちぎる事が出来たとしても、さすがに三つとなるとそれなりに時間を食うだろう。それに、たとえ四し肢しの自由を取とり戻もどして弾だん丸がんをかわす事が出来たとしても――迂う闊かつに動けば、流ながれ弾だまが匡平や早苗に命中しかねない。

「普通の手錠の、一つや二つでは拘束出来ないと報告に在ったのでね」

　とヴァルザー大佐。

「特製の――マルエージング鋼こう製せいの手錠ハンドカフですよ」

　マルエージング鋼とは強度と靭じん性せいに優すぐれた特とく殊しゆ合金である。本来は航空機やミサイル、人工衛星などの素材として使われる、極めて高価な代物だ。

　勿論――それでパミルが喜ぶ筈も無く、彼女はその大きな碧へき眼がんでマニンガー大佐を睨にらんでいる。

「さて――〈遺産〉の在あり処かですが」

「そんなものは知らん。私はパミル王女そのものではない。その影武者アンドロイドだ」

「そう思いこんでいるだけでしょう？」

　マニンガー大佐は笑いながら言った。

「まあ……確かに今の人格の貴女はそれを知らないのでしょう。拷ごう問もんをしても聞き出せない可能性が高い。一種の二重人格とも言うべき状態ですな。機密保持という意味では確かに悪くない手だ。知らない事は喋しやべりようが無いのだから」

「…………」

「となると――こちらとしても、専門医に診みせるしかありません。そちらのお兄さんやお友達共々、我わが国くにに来ていただくとしましょうか。公式にチケットを用意する訳には参りませんのでね、少々窮きゆう屈くつな船旅にはなると思いますが」

「――ちょっと待て！」

　匡平は思わず叫んでいた。

「村田さんは関係ないだろう！」

「関係はあるとも」

　ヴァルザー大佐は薄く笑いながら言った。

「パミル姫ひめの友人という関係がね。人ひと質じちが一人だけというのも心こころ許もとない。二人いれば片方が死んでも保険が利きくというものだよ」

「てめぇ……」

　つまり――必要とあればデモンストレーションとして片方を殺してみせる事も在る、と言っているのだ、この男は。

「ここで思い出していただければ、そんな面めん倒どうな事をする必要も無いのですがね？」

「だから私はそんなものは覚えても居ないと言っているだろう！」

「……まあ、とりあえず、船の手配が終わるまでは三時間ばかり掛かります。その間に思い出していただける事を期待しますよ」

　そう言ってヴァルザー大佐はすたすたと倉庫の外へと歩み去っていった。

　勿論、監かん視し役やくの兵士達はそのままだ。パミルに五挺、匡平と早苗に一挺ずつ、消音器付きの突とつ撃げき小しよう銃じゆうが向けられている。

「むう……話が噛かみ合あわん」

「おい、パミル」

　兵士達の様子を窺いつつ匡平はパミルに声を掛ける。とりあえず話をする程度の事は大目に見てくれる様だった。ヴァルザー大佐以外にも日本語が出来る兵士が混じっているのかもしれない。

「結局……お前ってば本物のお姫ひめ様さまだった訳だよな？」

「キョウヘイまで何を言うか」

　呆あきれた様子でパミルは言った。

「私はパミル姫の影かげ武む者しやアンドロイドだ」

　別に彼女はしらばっくれているのではなく、やはり本気で自分が影武者アンドロイドだと思いこんでいるらしい。

　だが――

「……お前、さっき十年前って言ったな」

　十年前。匡平が七歳さいの時。

　未まだ父の周平に引っ張り回されて世界中あちこちを渡わたり歩あるいていた時期である。ひたすらドタバタと忙いそがしかった印象が強く、かなり記き憶おくが曖あい昧まいな部分が多いが――

「思い出したよ。俺おれ――ベルグマン王国に七歳の時に、一度、行ってる」

「むむ？」

「その時に、でっかいお城の中庭で、一人の女の子と出会ってるんだ――お前と同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がんのな」

「…………キョウヘイ。何を言って――」

　僅かに動揺の滲にじむパミルの言葉に、上から覆い被かぶせる様に匡平は言った。

「よく考えりゃ不思議でも何でもない。親父おやじが言ってたよな――自分の従姉いとこがベルグマン王室に嫁とついだって。その関係で、親父はベルグマン王室にコネがあったし、親父に連れ回されてた俺が、ベルグマン王家の城に顔出してたって、おかしかないんだ」

　遠い遠い記憶。

　でっかいお城を背にして、匡平と遊んだ小さな女の子。人形の様に綺き麗れいで華きや奢しやなその少女は、確かに匡平に向かって言った――『好きだ』と。

「私は――」

　パミルが眼を瞬かせて――そして言葉に詰つまる。催眠暗示の類たぐいで後付けされた人格に、本来の記憶が蘇よみがえってきたのだろうか。

「私は、その……」

　何やら急に自信を無くしたかの様な様子でパミルはおどおどとした表情を匡平に向ける。

「キョウヘイの妹……ではないのか？」

「まあ妹ではあるんだろうさ」

　と微び苦く笑しようを浮かべて言う匡平。

　戸こ籍せきも偽ぎ造ぞうらしいがその様になっている事だろうし。

　だが――

「だが多分……幼おさな馴な染じみでもあったって事なんだろな」

「幼馴染み……」

　不思議な単語を舌の上で転がすかの様にパミルは首を傾げてその言葉を呟つぶやく。その様子を見ている限り、『幼馴染み』の意味が分かっているかどうかはかなり疑問だったが。

「……いやまあ……」

　溜ため息いきをついて匡平は言った。

「そんな事は今はどうでもいいか」

「いいのか？」

「いいんだよ」

　と匡平。

　考えてみれば迂闊に当時の事を此こ処こで思い出されたら、余計にややこしい事になりそうな気がする。

「今大事なのはどうやってこの状況から抜ぬけ出すかなんだから。つかパミル、あのおっさんが欲ほしがってる〈遺産〉ってのには、本当に心当たりが無いのか？」

「うむ」

　何な故ぜか自信ありげに頷うなずくパミル。

「全く無いぞ」

「うーん……」

　となれば、やはりパミルに対する人質として、匡平も早苗もマニンガー共和国に連れて行かれる事になってしまう。

　そのマニンガー共和国の上層部がやたらにこだわる〈遺産〉とやらが、どれだけ大層なものか――匡平も知らない。

　だが彼かれに言わせれば、パミルや早苗の命と引ひき替かえに出来る様なものなど何も無い。ヴァルザー大佐に従うのはシャクだが、それを渡して解放されるのならば、それでも良いのではないかと匡平は思っていた。

　しかし肝かん心じんのパミルが思い出せない以上、どうしようもない。

（いや……たとえ心当たりが在ったとしても、結果は同じか……？）

　パミルが〈遺産〉の記憶を思い出したとしても、例の『棺ひつぎ』から出てきたときは彼女は文字通り一糸まとわぬ裸はだかだった訳で……彼女がその〈遺産〉をこの日本に持ち込んでいたとも思えない。

　当然――ヴァルザー大佐の要求に応じるとしても実際に〈遺産〉そのものをこの場で手て渡わたしする事は出来ない。可能なのは情報提供止まり――あくまで〈遺産〉の在処を告げる事だけだろう。

　となるとヴァルザー大佐の側には、当然ながらその情報の真しん偽ぎを確かめる必要が出てくる。人質の匡平や早苗が此処で解放される可能性は低いし――パミルに至っては尚なお更さらだ。

　恐おそらく三人ともマニンガー共和国に連れ込まれてしまうだろう。

　そうなれば終わりだ。

〈遺産〉をヴァルザー大佐達が手に入れるまでは殺される事も無かろうが、五体満足でいられる保証も無いし――〈遺産〉が見つかればまず間ま違ちがいなく『用済み』として消されるだろう。

（俺やパミルはともかく……村田さんは本当に無関係だ。こんな事に巻き込んじゃいけないのに……）

　唇くちびるを噛む匡平。

「ところでキョウヘイ」

　ふとパミルが声を掛けてくる。

「なんだ？」

「サナエとは……未だにゃんにゃんしていないのか？」

「お、お前はこの期ごに及およんで何を――」

　思わず喚きかけた匡平の後頭部に、こつんと硬かたいものが当たる。振ふり返らずともその正体は分かっていた。監視役の兵士が小しよう銃じゆうの銃口で小こ突づいてきたのだ――『静かにしろ』と。

「……だからなんでそういう発想になるんだ、お前は」

　声を潜ひそめて匡平は言う。

「シュウヘイがそう言っていたからだが」

「あの馬ば鹿か親父おやじッ……！」

「日本人は仲の良い男女が二人きりになると交尾を始めると聞いたのだが」

「そこまで動物的じゃねえよ。大体そうだったとしても――」

　妹には関係が無い。

　その言葉を口に出しそうになって――何故か匡平は思いとどまった。

　自分の幼馴染みで初はつ恋こいの相手。

　それは多分――この目の前に居る非常識スペック満まん載さい少女なのである。

（いや。だけどあのパミルはこのパミルと違ちがう――…………のか？）

　現在のパミルは匡平が幼い頃ころに出会った姫ひめ君ぎみとは別人だ。少なくとも別人（別アンドロイド？）だとパミルはずっと主張してきた。

　だが……




『大体「好きだ」と言ったのは私の方が先ではないか！　十年も待たせておいて――』




　先さき程ほどのパミルの台詞が脳のう裏りを過よぎる。

（十年前……記憶が戻りかけてるのか？）

　ややこしい。

　中身が完全に別人になっているのならば、未だ割り切る事も出来るが――単に人格はそのままで、記憶の一部だけが改かい竄ざんされているのだとすれば、目の前のパミルはあの時のパミルと同じな訳で。

　でも人格というものは記憶の集積によって作られる以上、記憶の一部ないし全部が欠落しているというのは、既すでに別人と見なしても良いような――

「……ンな事に頭悩ませている場合じゃ無いんだがな……」

　呟く様に言ってから、匡平はパミルに向き直った。

「パミル」

「何だ？」

「お前、俺が好きなのか？」

「好きだぞ？」

　即そく答とうであった――何を今いま更さら？　とでも言うかの様に。

「……！」

　傍かたわらで早苗が息を呑のむ気配が伝わってくる。まあ既に匡平に対して告白済みの彼女としては心穏おだやかでいられないのは当然なのだろう。

　だが――

「いやだからな」

　匡平は頬ほおを掻かきながら言った。

　相手は元々外国人だ。好きの意味が違う場合だって在る。

　まして十年も前の気持ちなんぞを、今も変わらず抱だいているとも思えない訳で。

「家族として好きとかそーゆーのじゃなくてな。それこそ、俺と、そのなんだ……にゃんにゃんしたいと思うかって事。つーかお前、意味分かって言ってるか？」

「…………」

　ぱちくりと眼を瞬かせるパミル。

　そして――

「キョウヘイはしたくないのか？」

　そう問うてくる彼女の眼は――ひどく純じゆん真しん無む垢くだった。あの十年前に大きな白の中庭で彼に告白してきた少女と同じく。

「…………」

　言葉に詰まる匡平。

　そして――

「少し考えさせてくれ……」
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　この期に及んで情けない、とは思いつつも匡平としてはそう答えるしかなかった。
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「さて――出発の時間だ」

　三時間後きっかりに戻ってきたヴァルザー大佐は、十名余りの特殊部隊員を背にしてそう告げた。

　開かれたままの出入り口には、大型のトラックが貨物室の扉とびらを開いて直じか付づけされている。このままトラックに乗せられてしまえば、誰だれの眼めに触ふれる事も無く、匡平達たちはマニンガー共和国に連れ去られてしまうだろう。

（くそっ――何やってんだ、親父は!?）

　周平が異常に気付いて何か手を打ってくれるのではないか――そう思っていたのだが、駄だ目めだった様だ。

「立ちなさい」

　銃じゆう口こうに促うながされて立ち上がる匡平。

　もう周平に期待して大人しくしている場合ではない。此処で何かの行動に出なければもう希望は完全に消しよう滅めつするだろう。

（いっそ撃うたれるの覚かく悟ごで――だが）

　いざ暴れるとなると乱戦になるのは必至だ。

　そしてそうなった場合――自分はともかく、パミルや早苗に銃弾が当たる可能性も高い。

　しかし――

（連れて行かれれば、遠からず殺される……俺は勿もち論ろん、村田さんも。パミルはまあ情報を吐はくまで殺されないだろうけど……それも時間の問題だろうし……）

　可能な限り自分の身体を盾たてにして二人を守る。その上で銃弾が命中するのはもう仕方が無いと諦あきらめる――その程度しか匡平には思いつかなかった。

（畜ちく生しよう――こーゆーのが嫌いやだから平へい凡ぼんに生きたかったんだよ、俺は）

　そんな事を考えつつも、彼は覚悟を固めた。

　恐らく情報を握にぎっているパミルに関してはヴァルザー大佐も極力殺傷を避さける筈はずだ。ならばそこに匡平の付け入る隙すきは在る筈。

「…………」

　とりあえず目標は兵士達が持っている拳けん銃じゆうだろう。自動小銃は現に兵士達が握っている上、吊り帯スリングで身体に引っかけられている為ため、奪うばいにくい。

　匡平は手近な兵士の腰こしに視線を定め――

「――キョーヘイ君」

　ふと。

　何の脈みやく絡らくも無く、それはもう本当にいきなり――開かれっぱなしの扉から、緊きん迫ぱく感も何も無い様子で、ひょいと顔を出だした人物が一人いた。

「――!?」

　集中して飛び出す一いつ瞬しゆんを測っていた匡平は、出鼻をくじかれて思わずつんのめる。

　彼の――そして彼の周りに居る兵士達の様子などまるで頓とん着ちやくしない様子で、その人物は静かに言った。

「すまんがショーユを切らしてしまってな、貸してくれんか」

　ステテコにシャツと、まるでその容姿に似合わぬ、典型的な休日のダメ親父っぽいスタイルでそこに立っていたのは――

「む？　父上」

　とパミル。

　そう――パミルの父親、ドルフだった。

　そういえばパミルの家族は、職が見つかるまで隣となりの倉庫に住んでいたのだ。

　普ふ段だんは全員、職探しで出で払はらっているので、あまり『お隣さん』という認にん識しきは匡平にも無いのだが――

「……!?」

　最も劇的な反応は、ヴァルザー大たい佐さとその部下達が示した。

「へ……陛下ッ!?」

　愕がく然ぜんとした様子で呻うめく大佐。同時にパミルに灯ともっていたレーザー照準器の点が兵士達の動どう揺ようを如によ実じつに示して激しく揺ゆれる。

「い……生きて……!?」

「ふむ？」

　首を傾かしげるドルフ。

　彼はここでようやく南部邸ていの様子が尋じん常じようでない事に気づいた様だった。さすがに親子、こーゆー天然な所はよく似ている。

　何かと間の悪い所も。

　更さらに――

「オショーユは借りられまして？　あなた」

「お姉様は――」

　ひょいひょいひょいと。

　王おう妃ひに第二王女にその親しん戚せきに――と、何の冗じよう談だんか、次々に顔を出すベルグマン王家一同。

　その数――十名。

「…………」

　匡平の立ち位置からは、ヴァルザー大佐の顔は見えなかったが……その背中は匡平の眼にもそれとはっきり分かる程ほど、激しく動揺していた。

　どうやらパミルの情報は握っていても、つい先日お隣さんになった他ほかの王家の連中の事は知らなかったらしい。というかまあ――知っていればパミルだけにこだわるなどという事も無かっただろう。

「な……な……何故……」

　ヴァルザー大佐の声は哀あわれな位に震ふるえていた。まあ当然だろう。死んだと思っていた相手がひょいと顔を出したのだから。それも複数。大佐にしてみれば自分の足あし下もとが崩くずれていく様な衝しよう撃げきであったかもしれない。

　しかも――

「ああっ!?」

　第二王女のローリイが目め敏ざとくパミル達の様子に気付いて声を上げた。

「お姉様!?　お姉様が何だか手て錠じようを掛かけられて猟りよう奇きな感じに!?」

「むむ？」

　首を傾げるドルフ。

　彼は匡平と、そしてパミル、早苗を順に見回してから――言った。

「キョーヘイ君」

「…………」

「娘むすめを頼たのむとは言ったが――さすがに未だ十代でそういうプレイはどうかと、父親としては思うぞ」

「アホですかあんたらは!?」

　思わず喚わめく匡平。

　どいつもこいつも頭の中は春はる爛らん漫まんか。

　そこに――ようやく我に返ったヴァルザー大佐が匡平達を指さして叫さけぶ。

「う、動くな、人ひと質じち――」

「王家びいいいいいいいいいいいぃぃぃぃぃんムッ!!」

　びよー。

　とか何とかそんな感じで、問答無用にローリイの眼から発せられた光線が、匡平達の足下に炸さく裂れつ。

　でもっていきなり爆ばく発はつした。

「どわああああああああああああっ!?」

　悲鳴を上げながら吹ふっ飛とばされる匡平とパミルとそして早苗。

「ひどいですお兄にい様さま！　お兄様はそんな変態じゃないって信じてたのに！」

「だからってビーム撃つのかお前は!?」

　ごろごろと転がりながら喚く匡平。

　その手を――次の瞬しゆん間かん、がっしと握った白い手が在った。

「うむ。助かったな」

　パミルである。

　吹っ飛ばされた一瞬――その隙に引きちぎったのか、あるいはやっぱりビームで焼き切ったのか、彼かの女じよの手足の枷かせはいずれも途と中ちゆうで切断されている。

　しかも――

「………!!」

「～～～!?」

　一瞬にして南部邸は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図と化していたりする。ベルグマン王家の連中が王家ビームやら何やらを乱射しているからであった。

「王家ビーム！」

「王家バリアー！」

「王家トルネード・アロー！」

「王家ストレート・フラッシュ！」

　…………等々。

　兵士達から散発的な応射も行われている様だったが、混乱しているからか、ろくにドルフやその家族に当たらない。いや――そもそもただ相手を見るだけでビームを発射できるベルグマン王家の人間と、視し認にんして、構えて、引き金を引く、という一連の動作をせねばならない兵士達とでは、やはり決定的に対処速度に差が在る様だった。

　しかも――

「や、やめろ――」

　銃じゆう声せいと爆ばく音おんの最中でヴァルザー大佐が叫ぶ。

「やめんか、非合法活動中だぞ！」

　こんなに派手な事をしていれば間違いなく日本の官憲の注意を引いてしまう。

　そんなヴァルザー大佐の危機感を裏打ちするかの様に――

「――!?」

　ぴいぽおぱあぽおと日本ではお馴な染じみのサイレン音が近付いてくるのが聞こえた。

「馬ば鹿かな、早過ぎる――」

　確かに早過ぎる。

　爆発だの何だのが発生すれば最も寄よりの警察署に通報が行くのはまあ当然としても――まさか一分も経たたないうちにパトカーが現場に駆かけ付つけるとも思えない。

　さすがの匡平も怪け訝げんに思っていると――

「よー。匡平！」

　ビームやら銃じゆう弾だんやらで乱戦状態の中を、平然と歩いて突つっ切きり――ひょっこり顔を出したのは。

「瑞みず人ひとッ!?」

「駄目だぞ、親友の俺おれを置いて一人だけ大人の階段を登ろうなんて！」

「訳わかんねえよ！　そもそもこの有様は一体何なんだ!?」

「有様？」

　首を傾げる瑞人。

　その背後では――

「こンガキイィィ!!」

　――と喚きながら、あちこちが凹くぼんでタイヤすらぺちゃんこのベンツが、その背後にパトカーを引き連れて走ってくるのが見えた。

「ああ！」

　爽さわやかに笑って瑞人は頷うなずいた。

「なんか途中でヤー様の車に迷めい惑わくかけちまったらしくてさ。怒おこって追いかけてくるわ、ソレ見てパトカーも出てくるわ。いやー」

　はっはっはと笑いながら瑞人は言った。

「最高☆」

「いっぺん死ねよお前は!?」

　と匡平。

　恐るべし響ひびき瑞人――さすが『目立つ為なら心臓でも売る』と噂うわさされる大馬鹿者だけの事はある。

　とはいえ、ある意味――これは匡平達に都合良く働く事実ではあった。非合法活動をしているヴァルザー大たい佐さ達たちは、目立つ事を嫌きらう。更に言えばこの国の官憲に捕つかまる事を嫌う。

　故ゆえにこそ、パトカーまで駆け付けてくれば、引っ込まざるを得ない筈――

「くそっ………！」

　南部邸の外に駆け出しながらヴァルザー大佐は叫んだ。

「こうなれば目もく撃げき者しやは皆みな殺ごろしだ！」

「ちょっ――」

　愕然とする匡平。

　まさか――そこまでするとは思ってもみなかった。一人や二人が行方ゆくえ不明になるならともかく、目撃者全員となると――それもその中に警官が混じっているとなると、とてもではないが簡単にもみ消せる事態ではない。

　逆に言えばその〈遺産〉とやらがそこまで価値の在るものなのだろうが――

「……って」

　辺りを見回す匡平。

「皆殺しつっても……」

　既に十名近い兵士達が、王家ビームやら何やらの攻こう撃げきに巻き込まれて戦せん闘とう不能になっているのが見えた。さすがにビームを直ちよく撃げきさせて殺してはいない様だが――至近距きよ離りで爆発を食くらった兵士達は、手足をおかしな方向に向けて、痙けい攣れんしながら地面に転がっている。

　あれでは戦うどころか身動きすらできまい。

　では――

「どうやって？」

　残りの兵士は恐おそらく十名に満たない。その彼かれ等らもベルグマン王家の非常識な力で追いまくられて、みるみる内に戦闘不能に追いやられていた。

　あるいは、予備の隊員が何ど処こかに待機させられているのかもしれないが――

「…………」

　ヴァルザー大佐は未いまだ南部邸に直付けされていたトラックの中に駆け込む。皆殺しという以上はそこに何らかの兵器が積んであるのだろう。

「やべっ――」

　何にしてもそれは、完全武装の兵士二十人よりも強力な殺傷力を備えている事になる。

　慌あわててヴァルザー大佐の後を追う匡平。

　そんな彼かれの目の前で――




　――どんっ!!




　トラックの荷台が爆発した。

「自じ爆ばく――？」

　思わずそう呟つぶやく匡平。

　だが――違ちがう。

　トラックの荷台を構成していたパネルが、爆発ボルトによって切り離はなされたのだ。鉄板ががらんと音を立てて路面に転がり、もうもうたる白はく煙えんがトラックの周りに立ちこめる。

　そして――




　ちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちき――

　ゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔんゔん――




　金属製の仕し掛かけが稼か働どうする音と、何かモーターらしきものの稼働する音が白煙の中から響ひびいてくる。

「――ってまさか」

　匡平の呟きを裏付ける形で――それは出現した。

　ずぼりと鋼の鉄柱が白煙を突き破やぶる。先せん端たんに黒い――ゴムらしきカバーを装備したそれは、大きく一歩を踏ふみ出してから、地面をがっちりと噛かんだ。

　一歩。そう一歩だ。

「マジか!?」

　呻く匡平。隣では瑞人が「うひょー」とか嬉うれしそうに叫んでいるが、まあそれはとりあえずどうでもいい。

　白煙の中から鉄柱の本体が現れる。

　一ひと抱かかえほども在りそうな、巨きよ大だいな『脚あし』を三対備えた――

「ロボット……!?」

　反射的にそう呟く匡平だったが――正しくは歩行式装そう甲こう戦せん闘とう車両、あるいは多脚戦車と呼ぶべきだろう。

　平べったい、まるで鏃やじりの様な胴どう体たいに、三対の脚。まるでどこぞのステルス爆ばく撃げき機きに脚を無む理り矢や理りくっつけたかの様な――昆こん虫ちゆうと戦せん闘とう機きを融ゆう合ごうさせたかの様な、異様な姿。

　本体が平べったいのは、正面の対被弾面積を減らす為だろう。平へい坦たんな本体のあちこちに開かれた穴は、恐らくミサイル発射口か、銃口の類たぐいだ。

　奇き怪かいといえばとことん奇怪だが――間ま違ちがいなくこれは軍用兵器であった。

（ベルグマン王国は部分的にアメリカや日本よりも進んだ技術を持っている――）

　そう匡平も聞いた。

　ならばその後を継ついだマニンガー共和国も、同等の技術力を持っていてもおかしくはない訳で。

　つまりこれは――その技術の産物という事か。確かにアンドロイドよりは現実味の在る代しろ物ものではある。

「あの野や郎ろう……！」

　万が一に、銃じゆうでは制圧しきれない事を考えて、ヴァルザー大佐はこんなものまで持ち込んでいたらしい。

　逆に言えばそれだけパミルの力を彼等は警けい戒かいしていたという事か。

「おお……これは軍が開発していた歩行式装甲戦闘車両――〈ワルキューレ〉か」

　いつの間にか隣に来ていたドルフが感心した様子でそう言う。

「未だ評価試験段階だと聞いていたが。だが――」

　ドルフは眼めを細めた。

「国家機密だ。まして此こ処こは日本――主権国家だ。一軍人の独断で運用して良いものでも場所でもないな」

　言うや否いなや、ドルフの眼から王家ビームが発射される。

　だが――
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　――じぃんっ!!




　異音と共に曲がった。

　王家ビームが。

「!?」

　さすがのドルフも眼を丸くしている。

　そこに――

『対パミル姫ひめの保険として持ち込んだ最新兵器です。貴方あなた達たちの非常識な力に対抗する装備が無いとでもお思いか!?』

　勝かち誇ほこる様な声が降ふってくる。

　恐らくヴァルザー大佐が〈ワルキューレ〉の中で喋しやべっているのだろう。

『常温超ちよう伝でん導どうシステムを利用した、強電でん磁じ界かい障しよう壁へきですよ。ビームも炎ほのおもプラズマも、無論、戦せん車しや砲ほうの砲ほう弾だんの様な実体弾も、直撃は出来ませんぞ！』

　同時に〈ワルキューレ〉が方向を変えて、その鼻先をドルフと匡平達たちに向ける。

　しゃっと金属の滑すべる音と共に〈ワルキューレ〉の一部が開き、そこから――

『更に……！』

「――!!」

　ドルフが横に飛び退のき、匡平も近くにパミルと早苗の手を引いて跳とぶ。彼等が一瞬前まで居た場所を、大量の銃弾が音もなく通り過ぎてアスファルトに着ちやく弾だんした。

「なっ!?」

「レールガンか」

　と呟くのはパミルである。

　音がしないのも道理。火薬の爆発で弾だん丸がんを加速させる通常型の火か砲ほうと異なり、レールガンと呼ばれる兵器は、電磁場によって弾丸を加速させる。当然――火薬の爆発による炸さく裂れつ音おんはしない。

　しかも理論上は何ど処こまでもパワーを上げる事が出来るため、スイッチ一つで初速を変化させると同時に、射程やら威い力りよくやらを調整できる。

　未だ何処の軍隊でも、戦車に積めるような小型化や、実用化に成功したという話は聞かない代物だが――




　――轟ごう音おん。




「――！」

〈ワルキューレ〉のレールガンが、続けざまに発車され、パトカーやベンツのボンネットをぶち抜ぬいたのである。映画の様に爆ばく発はつ炎えん上じようこそしなかったが、走行中だった車はいずれも、エンジンとシャーシに穴を空けられてその場に停車した。

　慌てて警官やヤクザが車内からまろび出てくるのが見えた。

　そして――

『私とてこの様な派手なものを使いたくはなかったのですがね』

　圧あつ倒とう的てきな兵器を手にしたからか、ヴァルザー大佐の口調には若じやつ干かんの余よ裕ゆうが戻もどっていた。

『仕方在りません。目撃者を皆殺しにした上で、貴方達を連行します。何、ガス爆発の一つでもでっち上げれば済む事でしょう。もみ消しには金が掛かるでしょうが――』

「そうはいかん」

　そう言って前に出たのは――パミルだった。

「パミル!?　おい――」

　無む謀ぼうもいい処だ。

　相手は王家ビームやら何やらが通用しない――むしろそういう非常識パワーを使いまくるパミル達との戦闘を想定して作られた軍用兵器だ。まともに正面からぶつかれば、間違いなくパミルの方がやられる。

　勿もち論ろん、ヴァルザー大佐達はパミル達の持っている〈遺産〉の情報が欲ほしい筈はずだが、逆に言えばこれだけ沢たく山さんの王家の人間が居るのなら、パミルの一人くらいは殺しても構わないと結論づける可能性も在る。

「やめろ！」

　パミルの前に走り出ようとする匡平。

　そして――次の瞬間。




　――ごっ!!




　鈍にぶく硬かたくそして――重い打音。

　それが〈ワルキューレ〉の側面から響いていた。

『な……なに!?』

　しかも〈ワルキューレ〉が大きく傾かたむく。

　ヴァルザー大たい佐さの言葉が正しければ、その電磁界障壁によって、戦車砲の直撃すら平然としのぐ筈の戦闘兵器が――

『な、なんだ、なんだ、何が――!?』

　混乱するヴァルザー大佐の声。

　それに被かぶさる様にして――




　――ごっ!!




　今度こそどうしようもない位にはっきりと、頭上から〈ワルキューレ〉を急きゆう襲しゆうする黒い塊かたまり。電磁場の障壁に、一いつ瞬しゆん搦からめ捕とられたが――すぐに振ふり切って黒い塊は再び上じよう昇しようした。

　羽根もなく。

　プロペラも無く。

　ジェットエンジンも無く。

　そのくせ、それが当然とばかりに空中に浮うかび上あがる黒い鉄てつ槌つい。

「って――え？」

　呆ぼう然ぜんと呟く匡平。

　早苗も眼鏡の奥おくで眼を丸くしている。

　彼等が見たもの。

　それは――

「喜べ」

　パミルが言った。

　まるで――匡平が知る彼女とは別人の様な口調で。

「お前が欲しがっていたものだぞ」




　――ごっ!!




　パミルの声と共に今度こそ真まっ直すぐにぶちかまされる一いち撃げき。無敵の筈の戦闘兵器は、大きく装そう甲こうの一部を歪ゆがませて、よろめいた。

『なんだと……？』

「お前が〈遺産〉と呼んでいたものだ」

　傲ごう然ぜんとそう告げるパミル。

　遙はるか上空からふわりと飛来して、彼かの女じよのすぐ真横に滞たい空くうしたのは――

「そ……それが？」

　呻うめく匡平。

　彼の目の前に浮かぶもの。

　それは、パミルがかつて入っていた、『棺かん桶おけ』であった。







第六章　選択しない選択







　異様な光景だった。

　何処がと問われても南なん部ぶ匡きよう平へいは説明に困っただろう。当事者なのは間違いないのだが、彼の理解を超こえた部分が多々在って途と方ほうに暮れる感じだったからだ。

　馴染み在る倉庫街の――片かた隅すみ。

　燃えるパトカー。燃える高級車。

　でもって都市迷めい彩さい服ふく姿であちこちに転がって、呻き声ごえを上げている兵士達。

　まあこれはいい。

　まだ多少はマシだ。日常の埒らち外がいという意味では全然良くないのだが、常識で理解出来る範はん囲い内ないである。

　ただし……

「なんだこれ……」

　それらの諸もろ々もろを背景にして対たい峙じする二つの奇き妙みような物体。これはもう完全に良識とか常識とかを超ちよう音おん速そくで置き去りにする代物だった。

　片方は黒光りする何か。

　持ち主のヴァルザー大佐――今回の騒そう動どうの元げん凶きようである――いわく、これは新型の戦車らしい。

　ステルス爆撃機の平べったい機体に無理矢理ぶっといロボットの足をくっつけた様な奇き妙みよう奇き天て烈れつな代物だが、戦せん闘とう力りよくは全く洒しや落れにならない。実際、パトカーや高級車を一いつ瞬しゆんで破は壊かいしたのは、この新型戦車〈ワルキューレ〉に搭とう載さいされた電磁加速砲レールガンなのだから。

　でもって……

『そ……それが？』

〈ワルキューレ〉の中からヴァルザー大佐が問うのはもう一つの物体である。戦車と同じく黒い鉄の塊だが――遥はるかに小さい。

　それは棺桶だった。

　いや。実際には違う何かの機械なのかもしれないが、見るからに棺桶然とした大きさと比率の直方体なのである。

　しかもそれが浮いている。

　比ひ喩ゆでも何でもなく、吊つるすものも支えるものも無いままに空中にふわんと浮かんでいるのである。

　常識と言うより、見ている自分の正気を疑わねばならない光景だった。

「そう。これだ」

　その空飛ぶ棺桶の横で腕うでを組み傲ごう然ぜんとそう宣のたまうのは――金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可か愛わいらしい少女だった。長い髪かみと枯かれ葉は色の制服のスカートを風になびかせながら、彼女は女王然とした口調で続けた。

「ヴァルザー大佐。貴様が――そして貴様の飼い主が喉のどから手が出る程ほどに欲しがったものだ。〈救いし者ベルグマン〉の遺産」

『あ……いや……しかし……!?』

「まあ正確にはその一部だが」

　スピーカー越ごしに聞こえてくる明らかに当とう惑わくしたヴァルザー大佐の声に、少女――匡平の幼おさな馴な染じみにして義理いもうとの妹にして元ベルグマン王国第一王女にして（以下略りやく）である処ところのパミル・ベルグマンは言った。

「何にしても」

　碧あおい瞳ひとみが炯けいと光って〈ワルキューレ〉を見み据すえる。

「革命新政府側の人間がベルグマン王家の者に対して強きよう攻こう策さくを採るのは致いたし方かたないとしても……本来、無関係な我わが義兄あにと友人に対する狼ろう藉ぜきは許し難がたい！」

　そう彼女が叫さけぶや否や、棺桶が飛び出だした。

「貴様にはそれ相応の罰ばつを与あたえてやらねばならんな！」

　空中を滑って〈ワルキューレ〉に接近する棺桶。勿論〈ワルキューレ〉の電磁加速砲レールガンはこれに反応して応戦――きゅきゅきゅと静かな発射音に比して強大過ぎる程の破は壊かい力りよくを秘ひめた弾体が棺桶に叩たたき込まれる。

　だが……

『なッ…………!?』

　その全すべては棺桶に命中する直前で、見えない壁かべに激げき突とつした様にはじき飛ばされた。それも――全て同じ方向、二次被ひ害がいを出さぬ様にとの配はい慮りよなのか、地面にだ。

　在り得ない光景である。

　分厚い装甲で銃じゆう弾だんを弾はじくのはまあ理り屈くつとしては分かるが、まるで何かで搦からめ捕とったかの様に揃そろって同じ方向に跳ちよう弾だんさせるなど……

　しかも。




　――がんッ!!




　超ちよう科か学がくなんだか原始的なんだかよく分からない感じで〈ワルキューレ〉に体当たりする棺桶。最新型の歩行戦車はぐらりとよろめいて――しかし平衡維持機構バランサーが優ゆう秀しゆうなのか、たたらを踏む様にして堪たえて、転てん倒とうを防ぐ。

　ただし……その黒く分厚い装甲の一部が、まるでアルミ缶かんの様に大きく凹くぼんでいたが。

『…………ぬおっ!?』

　ヴァルザー大佐の悲鳴じみた声が漏もれる。

　棺桶はまるで鷹たか狩がりの鷹の如く優ゆう雅がな弧こを描えがいてパミルの元へと戻る。

　そして――

『お……お……おの……』

「む？　小野おのの小町こまち？」

『おのれ……！』

　この期ごに及およんでどーでもいいボケを挟はさんでくるパミルをきっぱり無視してヴァルザー大佐は喚わめいた。

『ええい……かくなる上は！　貴様を殺して奪うばうまで！　現物がそこに在るならば、王族なんぞもういらんわ!!』

　ヴァルザー大佐の宣言と同時に〈ワルキューレ〉のあちこちが開いて、小型のミサイルランチャーやら、より大口径の電磁加速砲レールガンがにょっきりと顔を出す。

　見るからに凶きよう悪あくで破壊力満点といった印象なのだが――

「ふむ。未まだわからんか。一部を相手にその体ていたらく――勝ち目など無いのが」

　とあきれ顔のパミル。

「一部……？」

　呟つぶやく匡平。

　まあ棺桶が空中に浮かんでいる時点で超科学もいい処だが――あれで『部分』だというのならば……

「……まさか」

「うむ。まあ君の想像の通りだ」

　と匡平の隣となりで頷うなずくのは、パミルの父親であり元ベルグマン王国国王のドルフ・ベルグマンである。髭ひげ面づらのその顔は元最高権力者に相応ふさわしく威い厳げんたっぷりだが、首から下のシャツにステテコ姿が全てを台無しにしていた。

　まあそれはともかく。

「ふむ……仕方在るまい」

　ドルフは溜ため息いきをついた。

「アレでは防ぼう御ぎよ力りよくは高くても攻こう撃げき力りよくは低いからな。元々兵器ではないし。余計な被害を周囲に出さない為ためにも――全部で掛かかった方が良いか」

　とドルフが呟く様に言って。

　次の瞬しゆん間かん……轟音と共に隣の倉庫の屋根が吹ふっ飛とんだ。南部邸ていとして使われていた倉庫の隣、つまりはドルフ達が仮住まいとして使っていたものだ。

　で――

『…………え？』

〈ワルキューレ〉が――その中のヴァルザー大佐が間の抜けた声を漏らした。

　吹っ飛んだ屋根と共に空中に浮かび上がったものを見たからだろう。

　それは棺桶の群れだった。

　そう。ドルフやベルグマン王家の面々が入っていた――あの。

『いや……あの……え？』

『……………』

　狼狽うろたえるヴァルザー大佐の声を聞いて、何となく匡平は気の毒にすら思った。

　まさかこんな事態になるとは微み塵じんも思っていなかっただろう。パミルの非常識に慣らされていたからこそ、匡平は未だ落ち着いていられるが――普ふ通つうは空飛ぶ棺桶の編隊なんぞ見せられれば、思考が凍こおる。

「おおう!?　すげー！」

　まあ匡平の側で大喜びしている超ちよう変へん態たい――響ひびき瑞みず人ひとはまあ別べつ枠わく扱あつかいとしても。

　しかも……

「おお――父上。手伝ってくださるのか！」

「此処は我等の国ではないのでな」

　嬉うれしそうに言ってくるパミルにドルフが応じる。

「あまり長々と騒さわいで迷めい惑わくを掛けるのは忍しのびない。そういう訳で制せい御ぎよ権を渡わたすからさっさと片付けなさい」

「うむ！」

　と力強く頷くパミル。

　彼女の頭上に集まる棺桶の群れ。彼女の横に浮ふ遊ゆうしていたものも合流し、十数個の棺桶はまるで水すい槽そうの中の回遊魚の如く、渦うずを巻いて空中を巡めぐった。

　その回転の速度がみるみる内に上がる。

　棺桶が残像を引き、その残像が別の棺桶の残像と混じり合い、そして――

「へ……!?」

　間ま抜ぬけな声を漏らしながら、匡平は『樹きの周りでぐるぐる回った虎とらが、溶とけてバターになっちゃう』童話を思い出していた。

　気が付けば。

　棺桶は相そう互ごに融ゆう合ごうして一個の物体になっていた。いや。単に融合したのではなく、恐おそらくもっと何か非常識な現象が起こっていたのだろう……どう考えても棺桶十個や二十個ではまかないきれない程の巨きよ体たいが、そこに出現していた。

　直径――五十メートル。

　空中に浮かぶ巨きよ大だい円えん盤ばん。中央部に向かって膨ふくらむその形状はある種、銀河系やらアンドロメダやら、星雲を連想させるが――その、どうしようもない位に陳ちん腐ぷで分かり易やすい形状を、もっと端たん的てきに表現する言葉を匡平は知っていた。

「ふ……空飛ぶ円盤フライングソーサー……!?」

　未み確かく認にん飛行物体――アンアイデンティファイド・フライング・オブジェクト。

　略りやく称しようＵ．Ｆ．Ｏ．……！

「…………ってことは」

　驚きよう愕がくと戦せん慄りつとがまぜこぜになった表情でドルフを振り返かえる匡平。元国王は何ど処こか決まり悪そうに頬ほおを掻かきながら頷いた。

「うむ。今時どうかとは思うのだがな」

「いや、今時とか流行とか、そういう問題では……」

「君の考えている通りだよ」

　ドルフは肩かたを竦すくめて言った。

「我々の祖先はあそこから来た」

　そう言ってドルフが指さすのは、彼かれの頭上に広がる蒼そう穹きゆう――恐らくは更さらにその向こうに広がる虚きよ無むの空間だった。
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　むかしむかし――はるかにむかし。

　その国は大変な災わざわいに見み舞まわれていました。

　流行病と飢き饉きんです。
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　その二つが重なったのは偶ぐう然ぜんではなかったのでしょう。飢饉になれば数多くの人が死にます。人手は不足し葬そう式しきどころか埋まい葬そうもままならぬ在り様――弔とむらわれぬままあちらこちらに放置された亡なき骸がらが腐くさり、病の温おん床しようとなって、国中に広がっていったのです。

　物もの凄すごい勢いで人が死んでいきました。

　この国はもうすぐ滅ほろぶだろう。誰だれもがそう考えていました。未だ微び生せい物ぶつ学はおろか生産管理や衛生管理の概がい念ねんも無かった時代……流行病を止める手段も無ければ、飢饉を止める方法も無かったのです。

　そんなある日――その人々はやってきました。

　空の向こうに在るという『黒い虚うつろの海』からその国に流れ着いた外来者達たち。彼かれ等らはとても不思議な業を持っていて……その国に住む事を許して貰もらうのと引ひき替かえに、人々の病を治し、森を切り開いて畑を広げ、『くろぉにんぐ』という方法で家か畜ちくを沢たく山さん殖ふやし、わずか一年余りでその国の災いを綺き麗れいに駆く逐ちくしてしまったのです。

　大いに喜び感謝したその国の人々は、その『黒い虚ろの海』からやってきた外来者達に『救いし者ベルグマン』の称しよう号ごうを贈おくり、王となって末永ながくこの国を治めてくださいとお願いしました。

　やがてその国は王様達の名前をそのまま付けられて――『ベルグマン王国』と呼ばれる様になったのでした。

　めでたしめでたし。
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「……って！」

　ドルフの口からベルグマン王国に伝わる昔話を聞いた匡平は呻く様な声を漏らした。

「う……宇宙人!?」

「まあ『地球外生命体Ｅ．　　Ｔ．』でも『異邦人エイリアン』でも――もっと詩的に『訪問者ビジター』でも構わないが」

　とドルフ。

「そういうものだ。我々は。そしてアレが」

　彼は空中に浮かぶ円盤を指さした。

「我々の祖先が乗ってきた『船』だよ。主エンジンを起動する為の稀き少しよう物質が尽つきてしまって、もう外宇宙に出る事は出来ないがね」

　事も無げに――まるで倉庫の奥から出てきた旧ふるい自転車の説明でもしているかの様に言うドルフ。

　ＮＡＳＡやＪＡＸＡの人間がこの場に居たら卒そつ倒とうしかねなかった。

「『ベルグマン王家の遺産』とか『ベルグマンの秘密』とか言われているものの正体でもある。微び細さいな汎はん用よう型がたナノマシンの集合体でね。制御ソフトを組くみ替えるだけで色々なモノになる。普ふ段だんは各人に遺産分割しているが、合体させるとあの通りだ」

「……じゃあベルグマン王国の科学技術の高さも」

「アレを基もとにしているからだよ。もっとも我々の先祖が脳天気にアレの力を使ったものだから、隣の国に眼めをつけられて、戦争になりかけた事もあってね。以来、アレは我が国くにの最高機密として王族が責任を持って管理してきた……というか、遺伝子錠キーが掛かっているので、王族にしか制御できないのだが」

「…………」

　もう匡平は言葉も無い。

　そんな彼の隣で瑞人と後こう輩はいの少女・村むら田た早さ苗なえが感心した様に呟く。

「そっかー。なるほどパミルちゃんてば宇宙人だったのかぁ」

「霊れい能のう力りよく者じゃなかったんですね……」

「……ってもっと驚おどろけよお前等!?」

　思わず振ふり返って突っ込む匡平。

　影かげ武む者しやアンドロイドだと思っていたら実は本人で宇宙人。

　偽物の偽物フエイク・フエイク。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

「いや。でもなあ。元々眼からビームとか出してたみたいだし」

　と瑞人。匡平は隠かくし通とおしていた積もりだったが――ばれていたらしい。

　まあそれはそれとして。

『そ……そんな馬ば鹿かな！』

　上ずった挙げ句に裏返った声で喚くヴァルザー大たい佐さ。

『そんなふざけた話があってたまるか！』

　とうとう心の何処かが切れたらしい。悲鳴じみた叫びと共に〈ワルキューレ〉の全武器が発射される。

　まるで本体が爆ばく発はつしたかの様に放たれた何十発という小型ミサイルだの電磁加速砲ほう弾だんだのが、円盤に殺さつ到とうする。

「ちょっ……!?」

　顔色を変える匡平。

　恐らく戦車どころか戦せん艦かんでも撃げき沈ちん出来るだけの火力だろう。先さき程ほどは棺桶が電磁加速砲の連射を止めていたが、威い力りよくという意味では桁けた違ちがいである。

　勿もち論ろん、いきなり出てきた空飛ぶ円盤なんぞに匡平は何の思い入れも無いが、その直下で傲ごう然ぜんと腕を組んでいる少女に流ながれ弾だまが当たりそうとなると、やはり話は別である。

「パミルっ！」

　少女の名を叫ぶ匡平。

　だが――

「防Vertei御digungッ！」

　パミルがそう宣った瞬間に円盤が高速機動。

　直径五十メートルの盾たてとなって彼かの女じよの前に浮うかび、その黒く艶つややかな表面で全ての攻こう撃げきを受け止めた。

　しかも――やはり力場の様な何かを併へい用ようしているのか、爆ばく風ふうだの跳弾だのも全て地面に叩き落おとされて周囲に飛び散らない。

　原始的なんだが超科学なんだかよく分からない光景である。

　更に――

「大Die！　切Aussc断hnitt！」

　ちょっと待て、それ前半日本語じゃねえのか!?――と思わずどーでも良い事を突っ込みかける匡平の目の前で、巨大円盤は、まるで丸まる鋸のこの様に高速回転。

『んなっ!?』

　あまりの原始的な力ちから業わざに（そして多分、直接的すぎる技の名前にも）呆ぼう然ぜんとした声を漏らすヴァルザー大佐。

　円盤は、巨体に似合わぬ軽快な動きで九十度向きを変えると、ピンに向かうボウリングの球の様に地面を滑すべっていって――




　――轟ごう音おん。




〈ワルキューレ〉に激突し、更に通り過ぎた。

　つまり……

「あ……あああああああ…………」

　ヴァルザー大佐の声はスピーカー越しではなく直に聞こえてきた。

　ゆっくりと、真ん中から左右に切り分けられた最新型歩行戦車は、『開き』になり、その中身をさらけ出していたからだ。切り口から慌あわててヴァルザー大佐と、そして副操縦士らしい兵士がまろび出ると……次の瞬間、マニンガー共和国の機密兵器はあっさりと爆ばく発はつ炎えん上じようした。

「そんな馬鹿な………………そんな馬鹿な事があるかあああああああッ!!」

　喚きながらだんだんと地面を拳こぶしで叩くヴァルザー大佐。ショックの余りか、殆ほとんど幼児退行したかの様な反応を見せるエリート軍人を眺ながめながら――思わず肩を優やさしく叩いてやりたい気持ちになる匡平であった。
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　と――まあそういう訳で。

　ヴァルザー大佐とその一味（というか非合法任務用特とく殊しゆ部隊）はその直後に騒ぎを聞いて駆かけ付つけた警察に、残らず逮たい捕ほされた。

　勿論、火力という意味では突とつ撃げき小しよう銃じゆうやら何やらを装備していた兵士達の方が警察官達よりも上だったろうが……全員、パミルとその家族親族にボコられていたので、ろくに抵抗こうする事も出来なかったのだ。

　巨大円盤は事が終わるとさっさと棺かん桶おけ状態に戻もどって倉庫の中に隠されてしまった。なのでこちらは警察に押おう収しゆうされたりもしていない。

　幸い、最初に破は壊かいされたパトカーの警官も、とち狂くるって瑞人達たちを追いかけてきたヤーさんも、腰こしこそ抜ぬかして気絶していたが、特に擦すり傷きずや打ち身以上の怪け我がは無かった様で……騒ぎの割りには死者が出ていなかったのは、ある意味で奇き跡せき的てきな幸運であった。

　なので、とりあえずは一件落着――

「…………」

　――という訳にはいかなかった。

　主に匡平の身辺では。

「…………ええとあの」

　とりあえず簡単に片付けていつもの佇たたずまいを取とり戻した南部邸――の片かた隅すみ。倉庫の一画を無む理り矢や理り開けて、テーブルやらソファやらを置いたその舞ぶ台たいセットみたいなお茶の間で、匡平は困こん惑わくの表情を浮かべていた。

　彼の右にはパミルが座すわっている。

　彼の左には早苗が座っている。

　でもって両者は互たがいを見つめる様にして向かい合っている訳だが……

「今日はもうお開きにしてだな」

「ふむ。そうだな――後はサナエと私で話し合うからキョウヘイは帰って良いぞ」

　とパミル。

「此こ処こは俺おれの家だっての」

　匡平は言って早苗の方にも眼を向ける。

　いつもおどおどびくびくしている大人しい後輩の少女は……パミルに睨にらみ据すえられて身を竦めている。

　まるで妻の留守中に家に上がり込んだ浮うわ気き相手の態である。

「早苗ちゃん……」

「だ……大だい丈じよう夫ぶ……です……」

　ととても大丈夫でなさそーな、蚊かの鳴く様な声で言う早苗。

　もう完全に修しゆ羅ら場ばだった。これ以上は無いって位に分かり易く修羅場っている。

　パミルと早苗は友人だが……今は匡平を巡っての対立関係が出来上がっていた。

　元々パミルは〈遺産〉の機密保持と革命政府の追つい及きゆうを逃のがれる意味もあって、催さい眠みん暗示で擬ぎ似じ的てきな記き憶おくを――自分が王女の替え玉だまアンドロイドだというアレだ――植え付けられていた訳だが、そのせいで以前に匡平と出会っていた事を完全に忘ぼう却きやくしていた。

　だがゴタゴタの結果として、今の彼女は以前の記憶を取り戻している。そして幼い頃ころのその場の思いつきみたいな約束を掲かかげている訳だ――『大きくなったらキョウヘイ兄様と結けつ婚こんする！』という約束を。

「約束だからな。履り行こうを要求する」

　とパミル。

「いやだから子供は言うんだよ、そーゆー事よく考えずに！　軽い気持ちで！」

「…………」

　じっと匡平を見つめてくるパミル。

　彼女は実に不満そうな表情で言った。

「酷ひどいぞキョウヘイ。私は……ずっと……一日たりとてあの約束を忘れた事などなかったというのに……」

「パミルちゃん……」

　と――そこはかとなく哀かなしげなパミルの口調に、何な故ぜか恋こい敵がたきである早苗の方が情に絆ほだされている様な感じだったりするが――

「忘れてたじゃねえか、ついさっきまで!!」

　思わず叫さけぶ匡平。

「む。そ……それはそうだが。不ふ可か抗こう力りよくという奴やつなのだ」

「まあそれはそうだろうけどな……」

　やり方の是ぜ非ひはともかくとして、国家規模の動乱の最中、たとえ王女だろうが、個人的な感傷を押おし通す余地など無かっただろうし。

「そもそもお前、王女様な訳だろう？」

「そうだな」

「俺みたいな庶しよ民みんと付き合うとか――駄だ目めだろうが？」

「……庶民？」

　首を傾かしげるパミル。

　彼女はしばらく何事か考えていた様だったが……

「おお」

　ぽんと手を打つパミル。

「そういう事なら心配は要いらない。元々キョウヘイは庶民ではないぞ」

「はぁ？」

「義ち父ち上は――シュウヘイ・ナンブはベルグマン王国経済の発展に貢こう献けんした功で叙じよ勲くんを受けておったからな。形式的なものなので領地こそ無かったが、一応、子し爵しやく位だった筈はずだ」

「…………親父おやじが、貴族？」

　まあ考えてみれば周平の従姉妹いとこもベルグマン王国からしてみれば外国人で平民の出という事になる筈だが、立派に王家に嫁とついでいる訳で。

　しかも周平は、その後も国際的な人脈やら何やらを活いかして色々と王家に便べん宜ぎを図はかっていた様だ。例の『棺桶』を国外に持ち出だす手配をしたのもその一つである。そこまで王家の信しん頼らいを受けていたのなら――まあ叙勲されていても不思議ではない訳だが。

「だから問題無い。結婚も出来るぞ」

「いや！　いやいやいやだからって――」

「そもそも王族と庶民が結婚してはいかんなどと。意外と旧ふるいなキョウヘイは。うむ、さすが神秘と伝統の国、日本の男児だ」

　パミルは平然とそんな事を言う。

「いやちょっとまて。もう結婚の話とかになってんのか!?」

「約束しただろう」

「いやだから……急ぎすぎだろが!?」

「十年待ったぞ」

「そういう話じゃなくて！」

　悲鳴じみた声で言う匡平。

「いきなりそんな処ところに話もってかれたら、村田さん――もとい早苗ちゃんは」

　まさか今時の、日本の女子高校生が『好きです』と告白した直後に結婚まで意識はすまい。少なくとも匡平はそう思っていたのだが……

「だ……大丈夫です……先せん輩ぱい」

　ぎゅっとわら人形を握にぎり締しめながら、顔面蒼そう白はくで頷うなずく早苗。匡平の眼にはちっとも大丈夫そうには見えなかったが。

「私だって……結婚……できます……！」

　まるで魔ま神じんの生いけ贄にえに志願するよーな感じで言う早苗。勿論、匡平と結婚するのが生贄になる位に嫌いやなのではなくて、単に引っ込み思案で奥おく手てなこの少女にとっては、それ位の決意が必要だという事だろうが。

「しょ……しょしょ初夜だって……だ、だ、大丈夫、です！　『世界呪じゆ術じゆつ・魔ま術じゆつ大全』で房ぼう中ちゆう術じゆつの事も読みましたし……！」

「ちょっ……待て待て待って！　早苗ちゃんもパミルに乗せられないで、冷静に！」

『結婚』と『初夜』と『房中術』が直結されている時点で色々と間ま違ちがっている。

「れれれれれ冷静です……！」

「どう見ても冷静じゃないだろ!?」

「そうだぞ。落ち着けサナエ」

「お前はお前で少し動どう揺ようとかしろよ!?」

　最も早はや何がなんだか。

「……というかキョウヘイ」

　ふと居住まいを正してパミルが言った。

「他ひ人と事ごとの様な言い方をしているが、キョウヘイの気持ちはどうなのだ？」

「うっ……」

　思わず言葉に詰つまる匡平。

　そう――とりあえず第三者的にツッコミを入れる事で、色々その問題を回かい避ひしていた彼であるが、気付かれてしまってはどうしようもない訳で。

「キョウヘイは私の事が嫌きらいなのか？」

「なんでこーゆー時はいつも二に者しや択たく一いつなんだよ……」

　卑ひ怯きようにも上うわ目め遣づかいにそう尋たずねてくるパミルを前に匡平は呟つぶやいた。勿論『嫌い』ではない訳だが――『では好きだな』と結論づけられてしまうと大変困る。

　何しろ昨日までは『妹』だったのである。

（パミルの事をそんな眼で見た事なんて…………………………………………………）

　ふと回想する事十秒余り。

（……すみません。何度もあります）

　というか一いつ緒しよに生まれ育ったのならともかく、いきなり降ふって湧わいた様な『妹』に異性を感じるなと言う方が無理である。しかもまあ決してスタイル抜ばつ群ぐんとまでは言わないが、パミルは間違いなく可か愛わいいし、将来美人になるのも間違いあるまい。

　アンドロイド妄もう想そうのある電波少女である事が、匡平の緊きん急きゆう停止弁として働いていた訳であるが、それも無くなった。

（……って電波女と宇宙人とじゃどっちもどっちだろうが!?）

　自分の思考に思わずツッコミを入れる律りち儀ぎな匡平であった。

（俺は普ふ通つうに生きたいんだよ……）

　と彼かれは変わらず思う。

　また未いまだ高校生の分際でいきなり身を固めろと言われても困る訳で。

　だが――




『キョウ兄様。私は大きくなったらキョウ兄様と結婚する！』




　王城の中庭で――未だ出会って半日の匡平を相手に、無む邪じや気きにそんな事を言っていた幼いパミルの笑え顔がおが今いま更さらながらに思い出される。あの時の少女がパミルなのかと思うと、確かに抱だき締めたくなる様な愛いとしさを感じるのだ。

　それは事実である。

　ならば――




「……先輩」

　早苗のおずおずとした声にはっと追つい憶おくから引ひき戻される匡平。

「先輩は……私の事……嫌いですか……？」

　二者択一の二重掛がけ。

（うあー…………）

　早苗の事も勿論、匡平は嫌いではない。

　まあ呪術だ魔ま法ほうだと色々と変な部分は在るみたいだが……基本的に真ま面じ目めな子だし、一いち途ずで可愛いと思う。

　容姿はパミルに比べると著いちじるしく地味だが、よく見るとその顔立ちは整っていて、少し笑った顔が物もの凄すごく――引き込まれる。

　だが彼女の事も、匡平はつい先日までは後輩としてしか見ていなかったのだ。

　心の準備がまるで出来ていない。

　しかも男女交際ならともかく結婚だ何だという話まで持ち出されてしまうと、匡平としても腰が引ける。

　好きか嫌いかと言われたら、どちらも好きだ。

　異性として愛しいかと問われてもそれは同じ答えになるだろう。

　だが――

「はっはっはっはっはっは！」

　悩なやむ匡平の頭の上に笑い声が降ってきた。

　無責任そうなその声は――

「――ッ！」

　思わず身構えながら頭上を振り仰あおぐ匡平。

「とうっ！」

　何ど処こかのヒーローショウの主役が出しそうなかけ声と共に二階のキャットウォークから飛び出す人ひと影かげが一つ。

　その人物は身に帯びた黒マントをばさばさと翻ひるがえしつつ落下――見事に空中で二回転してから、すたんと匡平達たちの近くに降り立った。

「こちらを立てればあちらが立たず！　あちらを立てればゴジラが立たず！」

「原子力怪かい獣じゆう立たせてどうする」

「そんな二律背反にお悩みの貴き兄けいに、この私が素す晴ばらしき解決策を――」

「…………」

　両手を広げて口上を述べる相手を、窒ちつ素そで瞬しゆん間かん冷れい凍とうされた金魚よりも冷たい眼めで見み据すえながら匡平は言った。

「で――その格好は何だ？」

　黒ずくめで黒マスクでしかも獣けもの耳みみっぽいのまでがついていて。しかも筋肉を象かたどったウェットスーツのお陰かげで必要以上にマッチョに見えたりする。

「え？　匡平――お前『ダークナイト』未まだ見てないのか？」

「そういう問題じゃねえッ！　つかこの大変な時に今までどこをほっつき歩いてやがったかこの馬ば鹿か親父おやじッ！」

　米国産ヒーローのコスプレをした父親――南部周平に向けてびしりと人差し指を突つき付けながら匡平は喚わめいた。

「何処って『コルベット』だけどな」

　と周平。

「大変って何かあったのか？」

「あったんだよ、色々と！　変な軍人が押し寄よせてきたり、戦車が出てきたり、空飛ぶ円えん盤ばんが出てきたり」

「匡平……」

　周平は驚おどろいた様子で我わが子この両りよう肩かたを掴つかんだ。

「漫まん画がの読み過ぎでフィクションと現実の区別がつかなくなったか？」

「違ちがうわっ！」

「ではライトノベルか！」

「違う！」

　地じ団だん駄だを踏ふんで怒ど鳴なる匡平。そんな彼を面おも白しろそうに眺めながら周平は言った。

「まあまあ――そういう細かい事は後回しだ後回し」

「下手すりゃ国際問題だったのを『細かい事』とか言うな」

「こっちも国際問題だろ」

　と周平が左右の指で示すのは、無論、パミルと早苗である。

「大和やまと撫なで子しこ＋不思議ちゃん＋健けな気げな後こう輩はい＋眼鏡っ娘こ――地味ながらも通好みの要点を押さえた属性満まん載さいの少女と」

　左手で早苗を示しながら言う周平。

　でもって右手はパミルに向けて――

「金きん髪ぱつ碧へき眼がん＋同じく不思議ちゃん＋義妹いもうと＋宇宙人＋幼おさな馴な染じみ＋王女様と正統派属性をフル搭とう載さいした少女と！」

　ぐっと拳を握り締めて周平は続けた。

「どちらを選ぶか――究極の選せん択たく！」

「……余よ所そ様の娘むすめさんにつらっと失礼な事言いまくってんぞ、親父」

「失礼な。褒ほめてんだよ」

　無意味に偉えらそうにそう宣のたまう周平。

　彼は匡平の肩かたを掴んだまま何度も頷いた。

「――分かる、分かるぞ、匡平。父さんも何度となく立たされた窮きゆう地ちだ……」

「何度も立つなっ!?――ってか親父と一緒にされる筋合いはねえっ！」

　周平の場合は言うまでもなく単純な二ふた股またである。というか三股だったり四股だったり五股だったりする処がこの自じ称しよう・国際商人の恐おそろしい処ではある。

　お陰で匡平は未だに自分の母親が誰だれだか分からない訳だが。

「だがな匡平」

　息子むすこの糾きゆう弾だんをまるで意に介かいした様子も無く――というか完全に無視して周平は言った。

「お前は目先の状じよう況きようにばかり注意を向けているから行ゆき詰づまるのだ。もっと大きな視点でものを見れば、今まで見えていなかったものが見えてくる！」

「物凄く正しくて良いこと言ってるんだろうけど親父に言われると腹立つな」

「はは。息子に褒められると照れるな」

「褒めてねえっ！」

　怒鳴りながら繰くり出した右ストレートは、しかし黒い手て袋ぶくろに包まれた掌てのひらで受け止められてしまった。

「……で」

　ぐぐぐぐぐと止められた拳に力を込めて父親を睨み据えながら匡平は言った。

「具体的にどーしろっつーんだよ。実は何も考えてませんでしたっつったら、さすがの俺でもキレるぞ」

「おお、これが噂うわさに聞く荒あれる十代！」

「色々荒すさんでる四十代に言われたかねーよ」

「失礼な。ぎりぎり三十代だよ」

　と周平。

「まあいい。勿もち論ろんちゃんとこの状況を打開する案はあるぞ。とびっきりの奴がな！　パパを信用してついてこい!!」

「…………」

　眼を細めて周平を睨む匡平。

　そして――
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　夕ゆう闇やみの中にそびえる建物が在った。

　周囲の街並みを睥へい睨げいするかの様に建つ高層ビル。未だ中世的な風ふ情ぜいの残る街並みに、いきなりにょっきりと生えたそれは、まるで周りと調和する事無く、傲ごう然ぜんと唯ゆい我が独どく尊そんを貫つらぬきまくっていた。

　真新しいこの建物は、新政権の象しよう徴ちようとして、未だ経済も安定していない内から強ごう引いんに、巨きよ額がくの国家予算を投じて建築された代しろ物もので……当然に、国民の批難を浴びまくっていたが、そこを根城にする連中は基本的にそんな事など気にしていなかった。

　苦節数世紀。ようやく手にした――否いや、彼かれ等らに言わせると本来の持ち主の手に取り戻もどした――政権を背に、権力者の愉ゆ悦えつを味わうのに忙いそがしかったからである。

　マニンガー共和国首しゆ相しよう官かん邸てい。

　だが良識派や知識人達からはこの建物は『要よう塞さい』と呼ばれていた。中に居る人間の殆ほとんどが軍人だからである。純じゆん粋すいに政治の技術に長じた人間は、王宮陥かん落らくの報しらせと同時に私財を携たずさえて海外に逃とう亡ぼうするか、さもなくば投とう獄ごくされてしまっていた。

「醜しゆう悪あくじゃなぁ」

　と――その『要塞』を眺ながめて呟くのは一人の老人である。長く伸のばした髪かみも、口元を覆おおう髭ひげも、共に白い。そして身に帯びる衣装もまた白衣だ。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥おくで何ど処こか狂きよう気きと紙かみ一ひと重えの鋭するどさを秘ひめた双そう眸ぼうが光っている。

　老人は、首相官邸から通りを三つばかり隔へだてた民家の屋根の上に立っていた。

「品位の欠片かけらも感じられん。吹ふっ飛とばされた王宮の代わりに主権を象徴する、でっかい建物が必要だったんじゃろうが――突とつ貫かん工事のせいか、あちこち隙すき間まだらけ。気密性なんて無いも同然じゃ。お陰で流体計算にえらい苦労したわい」

　もし……王宮に出入りしていた人間がこの場に居れば驚いた事だろう。その老人はベルグマン王国王家直属・科学開発局顧こ問もんという肩かた書がきを持っていた人物で、王宮の爆ばく破はと共に――主人たる国王と共に遺体も残さず死んだと思われていたからだ。

「お疲つかれ様さまです」

　と老人の背後で頭を垂れるのは都市迷めい彩さい服ふくに身を包つつんだ兵士達である。いずれも小しよう銃じゆうらしきものを手にしているのだが――何故か箱形弾だん倉そうには黄色いテープが巻かれ、『ＴＡＳＥＲ』の文字が記されていた。

　非殺傷型の電でん撃げき弾だん頭とうである。

「ですが、おかげさまで無血革命が可能です」

「革命？」

　ひひひひひ、と老人は底意地の悪そうな声で笑った。

「何を革命すると？　あの安やす普ぶ請しんのビルで政治ごっこに興じておる連中は、元よりこの国の支配者になんぞなれておらんよ。陛下の留守中に好き勝手しとっただけじゃ。無血革命というより無血粛しゆく正せいじゃな」

「その通りです」

　頷く兵士達。

　そして――

「そろそろガスが行き渡わたった頃ころじゃな。息の止まった死人でもない限り、もう全員が寝ねとるじゃろ。精々思い上がった小こ僧ぞう共に教訓を与あたえてやれ」

「……はい」

　兵士達は一いつ斉せいにガスマスクを被かぶり、首相官邸に突とつ入にゆうすべく駆かけ出した。
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　南部匡平。十七歳さい。高校生。

　彼は『平へい凡ぼん』が好きだった。

　これは『普通』と言いい換かえても良いが――とにかく『目立たない』『逸いつ脱だつしない』『突出しない』が彼の主義であり信条である。強きよう迫はく観念と言っても良いだろう。まあそういう訳で……服装や言動には殊こと更さらに気を付けて、一いつ般ぱん的てきかつ平均的たる事を常に自らに課しながら彼は日々の生活を送っているのだった。

　なのに……

「……なんだこれは」

　呻うめく様に彼は言った。

　彼は椅い子すに座すわっていた。座らされていた。

　それもやたらに凝こった装そう飾しよくの施ほどこされた高価そうな椅子に。

　ついでに言うと部屋の中の調度品もやっぱり高価そうな代物ばかり、絨じゆう毯たんも照明も、窓まど枠わくでさえも、どれもこれもが見るからに『金かかってます』と言わんばかりの――贅ぜい沢たく品ひんにはあまり縁えんの無い匡平ですら、それと分かる様な代物だった。

　調度品だけではない。

　匡平が着ている衣装もだ。仕立屋が造り上げたオーダーメイドの黒い燕尾えんび服ふく。普通この手の衣装は着慣れないとコスプレの様な不自然さが出てしまうものなのだが、さすがオーダーメイド、それは何年も着慣れてきたものの様に、ぴったりと匡平の容姿に馴な染じんでいた。

　でもって……

「なんだとはなんだ？」

　こっくりと首を傾かしげて聞いてくるのは、これまた高価そうな白の――まるで結けつ婚こん式しきで着るかの様なドレスを着たパミルである。

「周平から聞いていないのか？」

「…………何も」

　訳も分からずに飛行機に乗せられたと思ったら、降りたところがマニンガー共和国、もとい新生ベルグマン王国だった。

　そう。ベルグマン王国は復活した。

　王家を倒たおす事で強引に成立したマニンガー共和国は、各種政策の失敗で国民からの支持を失い、財政的に困こん窮きゆうした結果――わずか一年余りで政権崩ほう壊かいした。政治学の基き礎そも知らない軍人達が、時代に逆行するかの様な軍事政権で無む理り矢や理り統治しようとしたのが、そもそもの間違いだったのである。

　結果、ベルグマン王朝の時代を懐なつかしむ者達の手で王家派残党は匿かくまわれ、先日、特とく殊しゆ作戦によって議会を構成する軍人達が根ね刮こそぎ拘こう束そくされた事で、事実上マニンガー共和国という国家は滅めつ亡ぼうした。

　施し設せつも領土も人民も、まるで変わる事も損そこなう事もなく革命返しをして、ベルグマン王朝は復活し、現在に至る。

　半ば拉ら致ち同然に連れてこられた匡平がこの地を踏んだ時には、もう、空港の入国者を迎むかえる壁かべ際ぎわの文字は『歓かん迎げい・ベルグマン王国』になっていた。

　そして――

「キョウヘイの事を国民に発表する」

「……はぁ？」

「私の婚こん約やく者しやとして」

「おい!?　いきなりそんな――」

　と言いかけて。

「…………」

　匡平は口をつぐんだ。

　パミルがまた上目遣いに――何処か怯おびえる様な眼で匡平を見つめていたからだ。

　そう。怯えているのだろう。

　幼い頃からずっと慕したっていた相手に、この期ごに及およんで拒きよ否ひされる事を。

　だが――

「パミル……」

　匡平は溜ため息いきをついた。

「ずるいんだよお前は。こんな強引な事しといて土ど壇たん場ばでそれか。そんな眼で見られたら俺おれは――」

　拒こばむ事など出来ない。

「うむ。キョウヘイは優やさしいからな」

　と微び笑しようしてパミルは頷うなずく。

「それと……誤解のない様に言うが、これを計画したのはシュウヘイだぞ？」

「……あの馬鹿親父」

　顔をしかめる匡平。

「なにが、ちゃんとこの状況を打開する案はあるぞ――だ。これじゃ何の解決にもなってねえ」

　単にパミルを選んで早苗を棄すてただけだ。

「む？　まずかったのか？」

「……というか。早苗ちゃんに対してフェアじゃないなって事」

「ううむ」

　匡平の言葉に腕うでを組んで考え込む様子のパミル。彼かの女じよは申し訳無さそうに言った。

「やはり第二夫人はまずかったか……？　しかしやはりキョウヘイに先に告白したのは私なのだからして、公正さの面で言えば――」

「…………ちょっと待て」

　匡平は片手を挙げて言った。

「今お前、なんか、さりげなく非日常的な単語を口にしなかったか？」

「む？　第二夫人の事か？」

　と何のてらいも無くつらっとその単語を口にするパミル。

「だがやはり第一夫人は譲ゆずれない。私の方が先口だからな！」

　そこに――

「姫ひめ様さま。サナエ様の御お支し度たくが調ととのいました」

　ノックの音と共にそんな声が扉とびらの向こうから投なげ掛かけられる。パミルが「入れ」と命じると扉は開かれ――

「さ……早苗ちゃん!?」

　愕がく然ぜんとその向こうに立っていた少女の名を呼ぶ匡平。

　青いドレスを着た村田早苗がそこにいた。

　隣となりにはメイドらしき女性の姿が在ったが、早々に姿を消す。

　そして――

「せ……先せん輩ぱい……」

　彼女もどうやら拉致同然に連れてこられたらしく、あうあうと声を漏もらしながら彼女は匡平に駆け寄って、しがみついた。

「ど……どういう事……？」

「だから」

　負けじと匡平の腕に自分もしがみつきながら、パミルは言った。

「私が第一夫人でサナエが第二夫人だ」
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「……重じゆう婚こんだろそれは!?」

「ベルグマン王国の法では、王族には三人まで配はい偶ぐう者しやを娶めとる事が許されているのだ」

　どうだ、参ったか、といった感じでそう宣うパミル。これはどうやら稀き少しような血統である王族を絶やさないようにする為ための決まり事であるらしい。

「って親父おやじの言っていた解決法って……」

　つまりはベルグマン王国の王族に加わって、二人共娶っちゃうという事だったらしい。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ、あの糞くそ親父おやじ!!」

　憤ふん然ぜんと叫さけぶ匡平。

「パミルも、早苗ちゃんも、こんな――」

「私は別に無茶苦茶だとは思わないが」

　とパミルは平然としたものだ。

「私はキョウヘイが好きだが、友人のサナエの幸せには出来るだけ協力したいと思っているのだ」

　だから別に匡平と早苗が夫ふう婦ふになる事には別に異論はないらしい。あくまでパミルがこだわっているのは順番だけの様だった。

「パミルちゃん……」

　と早苗が感かん極きわまった様子で呟つぶやく。

「いや、だからってお前……さ、早苗ちゃんはそれでいいの？」

「……わ……私も」

　早苗は俯うつむきながらも、いつもよりややはっきりした口調で言った。

「パミルちゃんには……幸せになって欲ほしいし……せ……先輩がその……嫌いやじゃなければ……」

「…………」

　天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする匡平。

　本来は一番嫌がって拒むべき少女二人がむしろこの『案』に賛成している訳で――これでは自分だけが道どう化けだ。

「俺は――」

　そう。

　南部匡平は『平凡』が好きだった。

　しかし――それは。

「好きな子を、二人も突っぱねてまで追求するもんじゃない――か」

「む？」

「先輩？」

　首を傾げる少女達たちに匡平は肩を竦すくめる。

「分かった。俺も男だ。覚かく悟ご決めるさ」

「先輩――」

「それでこそキョウヘイだ」

　潤うるんだ眼めで匡平を見つめる早苗と満足げに頷くパミル。パミルはそして扉に向かって歩み寄りながら言った。

「では行くぞ、キョウヘイ。婚こん約やく発表会だ。報道関係者や近きん隣りん諸国の大使も来ているから、王家に相応ふさわしく堂々とな！」

　どうやら相当派手な発表会になるらしい。

　昨日まで『普ふ通つう』志向だった一いつ介かいの高校生には荷が重い感じだ。

　だが――

「……やっぱ早まったか？」

　苦く笑しようしてそんな事を呟きながらも、匡平は差し出だされたパミルの手をとった。







外伝　その後。蛇足の蛇足







　南なん部ぶ匡きよう平へいは平へい凡ぼんで目立たない事を信条として生きてきた。

　没ぼつ個こ性せいで。突とつ出しゆつせず。いっそ『え？　そんな奴やついたっけ？』とか言われちゃうよーな感じに忘れ去られる位が丁度良いとまで思っていた。

　目立って良い事は無い。

　特異で良い事など無い。

　いわゆる中二病の対極に在るかの様な、枯かれきった嗜し好こうが彼かれの基本姿勢だった。

　なのだが……

「よ。逆玉」

「帰国してたのか未来の王様」

「うわ。勝ち組が居いる」

「卒業するまではこっちにいるんだっけ？」

　……等々。

　現在、彼は己の信条とは真っ向対立する状じよう況きように置かれていたりする。

　理由は簡単。

　紆う余よ曲きよく折せつ在って一ヶ月前、『自じ称しよう・王家の替かえ玉だまアンドロイド妄もう想そうを抱かかえた義理の妹、しかしてその実体は幼おさな馴な染じみのお姫ひめ様さま』と『不思議ちゃん系で引っ込み思案で後こう輩はいで眼鏡めがねっ娘こ』の二人を一度にゲット――もとい両者と婚こん約やく発表してしまったからだ。

　日本なら重じゆう婚こんの誹そしりを免まぬがれない状況な訳だが、何しろ、婚こん約やく者しやの片方は正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様である。王族である。言ってみれば存在そのものが超ちよう法ほう規き的てきというか、一いつ般ぱん社会とは別種の法で動いている世界の住人なので、『第一夫人』『第二夫人』などという一夫多妻制が当然の如くまかり通ってしまうのである。

　だが、さすがに覚かく悟ごを決めた匡平とはいえ、いきなり『じゃあ今日から俺おれは王族の一人さ♪』みたいなノリに切きり替えられる筈はずも無く。

『せめて高校くらいはまともに卒業させてくれ』

　と頼たのみ込んだ結果、まあ良いだろう、と周囲の賛同を得て、一高校生として日本に帰国する事と相成ったのである。

　猶ゆう予よはおよそ二年余り。

　これは匡平の卒業は勿もち論ろんだが、『第二夫人』予定の早さ苗なえもきちんと高校を卒業させてから、という匡平の主張が通った形だ。ベルグマン王家の人間は『別に高校中退の王族が居てもいいだろう』とか『じゃあベルグマン王国に移住しなさい。そしたら高校どころか、大学卒業の資格も超ちよう法ほう規きであげちゃおう』とか、言語道断な事を言っていたが、さすがにこれは匡平が拒きよ否ひした。

　そーゆー『権力者だから無む茶ちやＯＫ』みたいなのは一番匡平が嫌きらう考え方だからだ。

　まあ、匡平のそんな考えにベルグマン国王のドルフも、眉まゆをひそめるどころかむしろ納なつ得とくしてくれたらしく、『君は庶しよ民みん派はの良い国王になるな』などと嬉うれしそうに言っていたが。

　何にしても――

　匡平としては『二年の猶予の間に、徐じよ々じよに意識を切り替えていけばいいだろう』程度の認にん識しきでいた訳だ。

　だが……甘あまかった。

　途と方ほうも無く甘かった。

　自分が、マスコミを呼んでの婚約発表の席に出た事を、すっかり忘れていた匡平である。

　そもそもベルグマン王国などという遠い異国――それも世界史や地理の教科書にも殆ほとんど出てくる事の無い小国の王族の婚約発表など、日本にはまず伝わっていないだろう、とたかをくくっていたのだ。

　だが。よく考えればその婚約発表の内容が内容だ。

　何しろ姫ひめ君ぎみの婚約者が日本人。でもって第二夫人予定も日本人。

　これでネタに飢うえている日本のマスコミが飛びつかない筈が無い訳で。

　こっそり日本に帰ってきた筈が、何ど処こで嗅かぎ付つけてきたのか、空港ではマスコミのカメラとマイクに取り囲まれてフラッシュを浴びせられまくり、自分達たちの家に帰り着くだけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいになった匡平である。

　ちなみに早苗も一旦は自宅に帰っているが、村むら田た家もマスコミが二四時間態勢で包ほう囲い網もうを敷しいているらしい。まあお陰かげで付近の治安は良くなったというか、『周辺区域で痴ち漢かんや掏す摸りの被ひ害がいがいきなりゼロになった』そうだが。

　でもって――現在。

　何食わぬ顔をして登校する積もりだった匡平は、教室に入った途と端たんに、前記の様な声を掛かけられる始末。どうも『勝ち組』だの『逆玉』だの、あまり嬉しくない感じのあだ名が大量に生まれているらしく、誰だれも名前で呼んでくれなくなっていたりする。

「新種のいじめかッ……！」

　と机に突つっ伏ぷしながら匡平は呻うめいた。

　恐おそらく、同じように復学したパミルと早苗も、やっぱり教室で変な注目のされ方をしているだろう。パミルは多分平気だろうが、気の弱い早苗は相当に参っている可能性が高い。というか既すでに今日、一いつ緒しよに登校している時点で多少やつれた感じになっていた。

（後でちょっと様子見に行くか……）

　婚約者なのだし。

「…………」

　自分で脳のう裏りに浮うかべた単語に恥はずかしさを覚え――突っ伏したまま震ふるえる匡平。

　彼かれ氏しとか。彼かの女じよとか。恋こい人びととか。

　そーゆーのを通とおり越こして婚約者。

　英語で言うとフィアンセ……！

　駄だ目めだ。物もの凄すごく恥ずかしい。多分、今の自分は黒のタキシード着てバラの花を一輪、口にくわえて立っている位に、恥ずかしさ大だい爆ばく発はつの存在に違ちがいない。

「ううっ……」

「どうしたんだ、逆玉。具合でも悪いのか？」

「逆玉っていうなーッ！」

　がば、と机から身を起こしながら叫さけぶ匡平。

　さすがにびっくりした表情で同級生達が彼を見つめる。

　そして――ふと。

「…………そういえば」

　こういう時、一番最初に余計な真ま似ねをしまくるアホの姿が無い。

　他の同級生達と異なり、ヴァルザー大たい佐さやら何やらのドタバタの現場にも居たのだから、今いま更さら、匡平の立場に驚おどろいて近寄ってこない――などという様な事も無かろうし、そもそもそんな可愛かわいげのある性格を、あの生き物はしていない。

「……瑞みず人ひとはどうした？」

「あ？　響ひびきか？」

　同級生が『何を今更？』といった様子で言う。

「響の奴なら――」

　同級生は握にぎり拳こぶしから親指を立てて、肩かた越ごしに己おのれの背後を指して見せた。

　教室の端はしっこ。

　前後に在る出入り口の――後ろの方。

　そこに匡平の友人は居た。

　響瑞人。

　間ま違ちがいない。あの赤毛に奇き妙みような紋もん様ようの顔面入いれ墨ずみ――まあシールらしいが――は見み間ま違ちがい様が無い。これで成績優ゆう秀しゆうでなければ、速そつ攻こうで退学を言いい渡わたされそうな、高校生にあるまじき格好である。

　まあそれはさておき。

「…………なんなんだ、アレ」

「だから響だろ？」

「……いや。何の真似だ、アレは」

　呻く様に言う匡平。

　まあそれも当然。

　瑞人は……出入り口に半分身を隠かくしていた。

　つまり半分だけ――具体的には下半身だけを壁かべの向こうに置き、上半身だけを斜ななめにして、にょっと出入り口に出だしている感じだ。もっと端たん的てきに言えば『物もの陰かげから覗のぞいてます』と言わんばかりの体勢である。

　不自然だった。

　何が不自然といって――匡平とは真逆、『目立つ事こそ我わが信条』とばかりに、他者からの注目を浴びる事を本能レベルで実行しているあの、響瑞人が、物陰に身を隠すなど在り得ない。太陽が西から昇のぼるよりもまだそれは、異様な事であった。

　しかも……

「…………」

　じーっと物陰から彼は恨うらめしそうな眼で匡平を見ている。

　ハンカチでも与あたえれば、きいい、とか言いながら口くちの端はしで噛かみそうな感じである。

「お前等、仲良かったじゃん」

　と同級生は言った。

「まあそれはそうだが」

「だから妬やいてんじゃねえの？　『俺の、俺の匡平が女なんかと婚約を！』とか」

「あり得ねえ！」

　悲鳴じみた声で否定する匡平。

「俺も瑞人もそんな趣しゆ味みはねえよ！」

「そう思ってるのはお前だけかもなー」

　と同級生はにたにた笑いながら言った。

「大体、俺だって南部、お前が『身分隠して留学してきたお姫様に手をつけちゃう』なんて奴だとは思ってなかったしな」

　どうやら世間的にはそーなっているらしい。

　まあ当たらずとも遠からずだが。

「未まだ手つけてねえよ！」

　帰国前に何度か危ない時はあったが。

「そうなのか？　一年程ほど、同どう棲せいしてたんだろ？」

「同居だよ！」

「言葉って便利だよなー」

「うるせえ！」

　まあそれはさておき。

「……瑞人！」

　匡平は物陰に隠れて彼を睨にらんでいる友人に声を掛けた。

「何やってんだよ、お前は！」

「…………」

　瑞人はしばし、恨めしそうな眼で匡平を見ていたが――やがて教室の中に入ってくると、匡平の側に歩いてきた。

「何なんだよ、お前は。何でお前に睨まれないといけねーんだよ」

　と匡平。

　そんな彼を、瑞人はしばし無言で見つめていたが――

「匡平……俺は、俺は、お前という人間を、見誤っていた」

「何の話だよ」

「お前は、お前は――」

　くっ――と苦痛に耐たえるかの様に俯うつむいてから、瑞人は叫んだ。

「あんなに目立ちやがって!!」

「…………」

「俺でさえ、俺でさえまだ公共の電波に乗った事すらないのに……ないのに……！　しかもニュースだと!?　ワールドワイドだと!?　貴様、『僕ぼくは目立つ事になんか興味ありましぇん』みたいな顔しておいて、しておいて、俺に何の断りも無く……！」

「……良かった、いつもの瑞人だ」

　などと胸を撫なで下おろす匡平。

　まあ要するに、瑞人としては、匡平の事がテレビで報道された事が――つまりは『物凄く目立った』事が羨うらやましいというか、妬ねたましいというか、どうせなら俺も一緒に目立たせてくれよとか、まあそーゆー気持ちであるらしい。

「良くない！　良くないぞ匡平！　お前は、いつからそんな一人で、俺に黙だまって目立っちまう様な、抜ぬけ駆がけ君になっちまったんだあ！」

　だんだんと机を両手の拳で叩たたきながら叫ぶ瑞人。

　その眼の話に涙なみだすら光っているのを見て、匡平は『申し訳無い』とか『可か哀わい想そうに』とか思う前に『うっわ。子供か!?』とか思ってしまったのは、とりあえず秘密である。

「早苗ちゃんとにゃんにゃんした事でお前は、汚きたない大人になっちまったんだな！」

「ちょ――何言いやがるこの変態!?」

　瑞人の襟えり首くびを掴つかんで怒ど鳴なる匡平。

　どうやら瑞人は例のヴァルザー大佐が襲しゆう撃げきしてきた時のパミルの勘かん違ちがいを、そのまま事実として受け止めている様だが……これは事実無根も甚はなはだしい。

　よしんば本当に匡平が早苗と既に一線を越えているとしても、それを公言するのはさすがにまずかろう。

　だが、教室の反応は割と普ふ通つうだった。

「まあそりゃそーだよなー」

「今時、えっちもしてない相手と普通は結けつ婚こんしねーよなー」

「畜ちく生しよう、上う手まい事やりやがって」

　とかなんとか。

「え？　そ、そういうもんなのか!?」

　と同級生達の反応に戸と惑まどう匡平。

　未だに『普通は』とか言われてしまうと弱い匡平である。

　というか人格形成期に海外暮らしが長かった彼は、分かっている様でいて、微び妙みように日本の『普通』が分かっていない事があったりする。まあ概おおむね大だい丈じよう夫ぶだとは自分でも思っているが、たまに、常識がピンポイントで抜けている事も在るのだ。

「そーゆーもんだろ」

　と呆あきれて匡平と瑞人のやり取りを見ていた同級生が言ってくる。

「結婚する前に同棲して、相手との相あい性しようを見る、とか普通にやってるぞ。一緒に住んでてそーゆー関係が無いってのも不自然だろ」

「…………あの。俺、パミルと一年近く住んでたけど、無かったぞ。そういうの」

　と匡平。

　次の瞬しゆん間かん――教室に沈ちん黙もくが満ちる。

　妙みようにいたたまれない感じの静けさの中、匡平は突き刺ささる同級生達の視線に、身を竦すくませる。

　でもって……次の瞬間。

「嘘うそつきだ！」

　一いつ斉せいに同級生達が叫んだ。

「嘘つきがいるぞ！」

「誰か自じ白はく剤ざいもってこい！」

「誰が信用するかこのスケコマシ！」

「きっと本当は出来婚こんに違いないわ！」

　同級生達の批難の矢が次々と匡平に突き刺さる。

「勝手に人の事情を捏ねつ造ぞうしてんじゃねえ！」

　と怒鳴る匡平だが、多勢に無勢、彼の抗こう議ぎの叫びは同級生達の声に押おし潰つぶされてしまう。

　そんな中――

「見み損そこなったぞ匡平！　嘘をついてまで目立とうなんて！」

「だからお前もなんでそうなる!?」

　びしりと指差しながらそう叫ぶ瑞人に匡平が喚わめく。

　だが……

「こうなったら――」

「……こうなったら？」

「俺も彼女とえっちして大人の階段を上ってテレビに出てやるッ!!」

　そう叫ぶと、『うわーん』とか、いじめっ子に殴なぐられたいじめられっ子の様な声をドップラー効果付きで残しながら、瑞人は教室から飛び出していった。というか途と中ちゆうで一度、戸口で背せ負おったギターが引っかかって、『ガン！』とか仰のけ反ぞっていたりしたが、まあそれはさておき。彼女とえっちしたらテレビに出られるかどうかとか、根本的な問題もとりあえずはさておき。

　そして……

「…………『彼女』？」

　匡平はふと眉をひそめて呟つぶやいた。
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「ふむ。そんな事が在ったのか」

　と頷うなずくのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可愛らしい少女であった。

　ミルクの様な肌はだに、絹糸の様な金きん髪ぱつ、宝玉の様な瞳ひとみ――まるで名工の手になる人形の様に、一分の隙すきも無い容姿は、互たがいに息が掛かる様な間近に在っても何処か浮うき世よ離ばなれしたものを感じてしまう。

　今は未だ『可愛い』だが、その世間的な評価が『美しい』に移り変わるのに五年は必要あるまい。

　パミルである。

　ベルグマン王家復権やら何やらが在って、今ではすっかりお姫様に戻もどった彼女だが、言動は相変わらずというか……まあ世間知らずの姫君である事に加えて、外国人である為ために、何処か、日本人の視点から見れば奇妙な言動も目立つままだ。

　まあいきなり別人の様になられても匡平の方が困るのだが。

「ミズヒトもけったいな性格をしているな」

　パミルは腕うでを組んで言う。

「お前が他人の性格をどうこう言えた義理はねーけどな」

　と匡平。

　ちなみに――匡平達は学校の授業が終わると速攻で自宅に戻ってきていた。

　勿論、マスコミ対策である。それこそどこぞに寄り道しようものなら、カメラとマイクが大挙して押し寄よせて、わやくちゃになりかねない。軽く御お茶ちやして一息つきたい処ところだったが、そういう訳で〈コルベット〉に寄るのも諦あきらめたのである。

　でもって。

「前から疑問だったんです……けど……」

　と卓ちや袱ぶ台だいの向こう側――パミルの隣となりで首を傾かしげて言うのは、これまた可愛らしい少女だ。

　眼鏡におかっぱ頭、気弱げな双そう眸ぼう――と、そりゃもう『地味』の記号の様な容姿だが、よく見れば硝子がらすレンズの奥おくの眼はぱっちりと大きいし、色白で顔立ちも整っている。

　パミルの同級生にして匡平の第二夫人（予定）の早苗である。

　彼女まで一緒に南部邸ていに居るのは、やっぱり実家である村田邸では到とう底てい落ち着けないからだ。まあ此こ処こにもマスコミが押し寄せてくるのは同じだが、南部邸は元々倉庫で窓やら何やらが少なく、覗き込まれる可能性が少ない上に、軍事基地並のセキュリティを施ほどこされているので、多少は気が休まる。

　ちなみに早苗の両親はというと、とっくに周しゆう平へい及およびベルグマン王国大使によって説得済みなので、日本に戻ってきた娘むすめに『え？　未まだウチから学校に通うの？』などと尋たずねる始末である。未だ婚約の状態の筈だが、もう嫁よめに行った様な感覚らしい。

　まあそれはさておき。

「……目立つと何か良い事でもあるんでしょうか……？」

　訳が分からない、といった口調で早苗は言う。

「迂う闊かつに名前が知られたら、丑うしの刻参りとかの対象になってしまいますよね……？」

「早苗ちゃん。多分、そういう心配をしているのは、この日本で十人位じゃないかな」

　多分、十二人は居ない。そう思いたい匡平であった。

「っていうか。早苗ちゃん、そういう心配してるの？」

「あ、大丈夫です」

　気弱げに微笑ほほえみながら早苗は言った。

「ちゃんと、南部せんぱ……」

　言いかけて。

　早苗はぷるぷると頭を振ふって言い直した。

「匡平さんや、私や、パミルちゃんに呪じゆ詛そが仕し掛かけられても大丈夫な様に、ちゃんと呪詛返しは仕込んであります……！」

「はあ……そ、そう」

　と匡平。

　まあパミルの非常識さ――あろう事か宇宙人の末まつ裔えいである――がまかり通る以上、オカルトの類たぐいも既に鼻で笑う事が出来ない匡平であった。

「しかし驚いたのは瑞人に彼女が居た事だな」

　と匡平は苦く笑しようしながら言った。

「パミルの台詞せりふじゃねえけど、あいつの目立ちたがりは病気の域に達してるからな」

　だからこそ彼女が居れば自然と知れる――そんな風に匡平は思っていた。とにかく人目を引く事をライフワークにしている少年なのだ。隠れて誰かと付き合うなどという事をしているとも考えにくかった。

「脳内彼女とかじゃねえだろうな」

「む？」

「いや、その、いもしない彼女が、居いる気になってるとか……他人には見えないだけだとか変な解かい釈しやくで」

「なるほど」

　パミルは頷いて言った。

「馬ば鹿かには見えない彼女という訳だな」

「俺おれが馬鹿だって言いたいのか。つかまあ、それはない」

　だってそれを言うなら瑞人も馬鹿だから。

　だが――

「そういえば」

　ぽんと手を打ってパミルは言った。

「確かに、彼女がどうとか前に言っていたぞ、ミズヒトは」

「そうなのか？」

「うむ」

　パミルは鷹おう揚ような仕草で頷いた。

「キョウヘイが私に隠れてサナエとにゃんにゃんしようとしていた時の事だが」

「お前、そのネタまだ引きずってんのか!?」

「冗じよう談だんだ」

　とパミル。

「その時に――確か、ミズヒトもにゃんにゃんしようとして、うまくいかなかったとかなんとか」

「へぇ」

　苦笑する匡平。

　何というか、両方とも未経験者の場合、初体験はうまくいかない事が多い、などという話は匡平も雑誌やら何やらで読んだ事があるが。

　初めてという事で、上手くエッチできずに困っている瑞人を想像すると、妙に初うい々ういしくて可お笑かしい――…………

「『目立つからビルの上でやって金取ろうと言ったら殴られた』とか言っていたか」

「可笑しい、なんてもんじゃねえ！」

　吼ほえる匡平。

　やっぱり瑞人は瑞人であった。

　目立つという一点においてのみ、価値観の全すべてが歪わい曲きよくしているらしい。

「しっかし」

　腕を組みながら匡平は言った。

「瑞人の奴やつに彼女ね……」

　どういう女性が彼かれと付き合うのか。

　全く想像がつかない。

　まあ男女の組み合わせというと、同じタイプで気が合うか、さもなくば全然逆でお互いが自分に無い処を魅み力りよく的てきに感じるとか、そういう組み合わせが想像しやすい訳だが――

「……な、なんですか？」

　じっと匡平に見つめられて頬ほおを染める早苗。

　例えば瑞人の逆というと、早苗の様なタイプな訳だが。

　仮に早苗が匡平ではなく瑞人と付き合っていたならば――きっと心労で倒たおれていただろう。匡平と同じとはいかずとも、気が弱くて目立つのは嫌きらいな少女だ。かといって強ごう引いんな瑞人の要求を拒こばめるでもなし。

「パミルみたいなのだと、基本、噛み合あわないだろうしな……」

　同じタイプといっても、ぶっ飛びまくっている者同士となると、そもそも接点が無い様にすら思える。

「何の話だ？」

「いや。瑞人の彼かの女じよってどんなタイプかな、と。早苗ちゃんみたいな性格の子なら、あいつのノリについていけずに疲つかれちゃうだろうし、パミル、お前みたいなのだと、そもそもなんかこー……付き合ってる様子が想像付かないっていうか」

「心配せずとも瑞人と浮うわ気きなどせんぞ、私は」

「してねーよ」

　苦笑する匡平。

「あくまでタイプの話」

「ふむ？」

　首を傾げるパミル。

「気になるか？」

「んー？　まあ、そうだな」

　一応、友人ではあるのだ。

　恐おそらく匡平にとって『誰だれか親友と呼べる者を一人挙げろ』と言われて最初に出てくるのは瑞人だろう。なんだかんだいって、バカで変態だが、悪い奴ではないし――高校入学当初、今ひとつクラスに馴な染じめずに困っていた匡平に対しても気さくに声を掛かけてきて、環かん境きように溶とけ込む手助けをしてくれたのは彼だ。

「ふむ。私としても興味が在る」

　とパミル。

「来きたるべき初体験を迎むかえるにあたり、他人の先例、類例を予あらかじめ見聞きしておくのは何かと役に立つだろう」

「ちょ――ま、待て、お前、何を考えている!?」

「無論」

　パミルは堂々と言った。

「ミズヒトがその彼女とやらとにゃんにゃんする現場を覗きに行くのだ！」

「王女の発想じゃねえよ！」

　悲鳴じみた声で叫さけぶ匡平。

「そもそも他人をデバガメしてるよーな余よ裕ゆうなんかねえだろが、俺おれ等ら！」

　今も隙さえ見せればデバガメされかねない状じよう況きようなのである。

　婚こん約やく者しや二人と一いつ緒しよに居る両手に花の状態ながら、それが気になって、キスの一つも出来ないのだ。瑞人やその彼女を調べている余裕など在る筈はずが無い。

　無い――筈だったのだが。

「プライベートが守れないとお困りの貴き兄けい！」

　朗々とした声が言った。

「最新技術であなたの秘密を鉄てつ壁ぺきガード！　今日からあなたも――」

「…………」

　匡平は無言で卓袱台の脇わきをあさると、取りだした大口径の拳けん銃じゆうをいきなり発はつ砲ぽうした。

　銃じゆう声せいと呼ぶには小さな音と共に、やたらでかい銃じゆう口こうから飛び出した――それも何やらコードを引きずりつつ――弾だん頭とうは、南部邸てい内ない部で幾いくつも積み上げられた木箱の一つに当たって火花を散らした。

　暴徒鎮ちん圧あつ用の電撃弾頭テイザーである。

　で……

「会う度たびに過激になってくな、お前」

「誰のせいだと思ってるんだ」

　電撃弾頭の着ちやく弾だん箇か所しよを、『く』の字型に身体を曲げて避よけた体勢で言う中年男が一人。

　ちなみに今回の衣装は着流しだった。白しら鞘さやの日本刀でも持たせれば、そのまま任にん侠きよう映画に出れそうな感じである。

　この男と血けつ縁えんがあるという事など認めたくはないが、本当によく似た顔立ちのせいで認めざるを得ないというか――匡平がそのまま中年になったらこんな感じだろう、といった雰ふん囲い気きの人物。

　そう。自じ称しよう国際商人で匡平の父――周平である。

「匡平。星野さんは悪くない。そんな風に言うのは父さん感心しないぞ」

「誰だよ!?」

「ホビージャパン社の取とり締しまり役やくだが」

「プラモデルとアルマジロほどにも関係ねえ！　１００％てめーのせいだつってんだ！」

「むう。父が折せつ角かく素す晴ばらしいアイテムを持ってきてやったというのに」

「大体てめーは……って。アイテム？」

「おう」

　大きく頷いて周平は傍かたわらの物もの陰かげから何かを取りだした。

「ちゃららちゃっちゃちゃー。変装セット～」

「未来の世界の猫ねこ型ロボットかよ。……って、偉えらそうに言うから何かすげーメカか何かかと思ったら、変装セット？」

　匡平は眼めを細めて周平の持っている箱を眺ながめた。

「眼鏡とか帽ぼう子しとかカツラとかか？」

「はっはっは。そんなチャチなものではない。ベルグマン王国科学技術庁謹きん製せい、最新高分子化学技術が可能にしたフェイク・スキンは実に多機能！　産うぶ毛げも生えてるし汗あせもかくぞ!?」

「…………」

「普通に見た限りじゃ見破れない。例えば――」

　ごそごそと箱から取りだしたマスクを被かぶる周平。

　そして――

「匡平君～ちゃんとお父さんの言う事聞かないと駄だ目めよ～」

　喫きつ茶さ店てん〈コルベット〉の店主・薫かおる子この顔がそこに在った。

　確かにそれは――驚きよう異い的てきな技術だった。

　距きよ離りにすれば二メートルと離はなれていないのに、それがマスクだと分からない。薫子にしか見えない顔が、匡平を見てのほほんと笑っている。よく見知った相手の顔ですらこの再現度……よく知らない他人となると、本当に『本物』と見分けなどつくまい。

　だが――

「…………」

「周平さんはとっても賢かしこくて偉い大だいな～……ぬおっ!?」

　再びくの字に身体を折り曲げて、二撃目の電撃弾頭を避ける薫子――ではなくて周平。

「なにするの～」

「顔だけ薫子さんってのはキモいからやめろ」

　ジト眼で父親を睨にらみながら言う匡平。

　まあ確かに顔は薫子のまま、首から下は周平なので、何というか、馬の首が牛の身体に継ついである様で、絶ぜつ妙みように不自然である。

「何はともあれ」

　ひょいと気軽な動作でマスクを取ると、周平は言った。

「これで他人になりすまして出れば、マスコミに追いかけられる頻ひん度ども減るだろ」

「……ひょっとして、元々その為に？」

　と早苗が目を瞬まばたかせながら言った。

「はっはっは」

　と得意げに笑う周平。

「ま――匡平とパミルはともかく、早苗ちゃんはかなりストレスだろうからね」

「お義父さん……」

　何やら感かん極きわまった表情で呟く早苗。

「何はともあれ」

　パミルが頷いて言った。

「これでミズヒトを尾び行こうできるな」

「……本気でやるのかよ」

　うんざりした表情で言う匡平だが――

「キョウヘイ。興味はないのか？」

　大まじめな顔でパミルに問われると匡平としても答えに困る。

　確かに興味はある。色々な意味で。

　そんな彼の内面を見み透すかしたかの様に、パミルは言った。

「キョウヘイも気になるだろう、あのミズヒトとにゃんにゃんする女がどんな生きも……人間なのか！」

「お前、記き憶おく取とり戻してからなにげにどす黒くなってきてねえか？」

「むむ？」

　首を傾げるパミル。

　まあそれはさておき……

「……まあ、実際、興味はあるんだよな……」

　悪あく趣しゆ味みと知りつつも匡平は言った。




　　　　●　●　●




　響瑞人。

　彼はとにかく目立つ事に命を懸かけている。これは比ひ喩ゆ表現とかそーゆーものですらなく、目立つ為なら火災現場にガソリンかぶって突っ込むのも躊躇ためらわない位だ。ちなみに実際にそれをしないのは、それだと――もし死んでしまったら一度だけしか目立てないからである。

　要するに。

　この男は常に誰かの視線を浴びていないと気が済まない人間な訳だが、その割には浮ういた話とか噂うわさを聞かない。彼女がいるのならば当然、その相手も羞しゆう恥ちの――もとい周知の事実になっていてもおかしくないのだ。

　そういう意味ではひどく不自然である。

　匡平がわざわざ瑞人の彼女とやらを拝むために、いかがわしい変装マスクまで使う気になったのは、その不自然さがどうにも気になったからだ。

　変な女にだまされてたりしないだろうか。

　そんな風にも思ったのだ。

　だが――

「あんな風に言っていたから、すぐにでも彼女のところに行くと思ったんだがな」

　匡平は言った。

　日曜日――である。

　匡平とパミルと早苗は、それぞれ変装マスクをかぶって響家を見張っていた。一度電話してみると、出てきた弟いわく――匡平も何度か会った事がある――瑞人は『今日は出かけるから晩飯いらない』と家族に言っていたらしい。

　既すでに時刻は昼過ぎ、デートするならもう出てきてもおかしくない時刻だが……未いまだ瑞人の姿は見えない。

「実は地下道から出て行ったのでは？」

　とパミル。

　だがぱっと見、それがあの妖よう精せいの様な北ほく欧おう風白人少女とは誰も思わないだろう。何しろ顔立ちそのものには変化はあまり無いのだが、肌が浅黒い上に、髪かみの毛けがドレッドヘアーになり、瞳の色まで黒になっているからだ。

「どこの家にも王家みたいな秘密脱だつ出しゆつ路ろがあるとでも思ってんのか」

「しかし南部家には在ったぞ」

「……まあうちも普ふ通つうじゃねえからなあ」

　と答える匡平は匡平で、肌の色こそ変化が無いが、いきなり長ちよう髪はつな上にエラの張った顔立ちになっている。

「でも裏口というか勝手口位は在っても……」

　と言うのは早苗である。

　こちらもあまり顔立ちそのものは変わっていないが、長い髪になり、しかも目元の部分に超ちよう薄うす型がたで透とう明めい度どの高いレンズを仕込んだマスクなので、特とく徴ちようの一つであった眼鏡を掛けていない。

「あの家には何度か行ったから、勝手口の場所も分かってるけどな。車庫の中に在るから、どうせそこを使っても、本来の玄げん関かんの前通るんだよ」

　匡平は言った。

　友人という事で、匡平は瑞人の家に遊びに行った事が何度かある。

　というか……匡平の「日本人としての」常識は、実は、響家で得た部分も多い。瑞人がああだから、全員頭のねじが変な方向に緩ゆるんだ人間なのかと思いきや、彼の両親も弟妹も、実に普通の常識人なのである。

「ふむ……」

　パミルは何やら思案して――

「よし。王家サーチャー・アイで調べてみよう」

「…………」

　やれるなら最初からそうしろと突っ込みそうになった匡平だが……非常識な能力はできるだけ抑おさえる様にと普ふ段だんから口を酸すっぱくして言っているので、今いま更さら、文句を言える筋合いでもあるまい。

「じゃあ私も占うらなってみますね……」

「早苗ちゃん。護ご摩ま壇だんはいいから、護摩壇は」

　いそいそとどこからから取り出だした携けい帯たい用護摩壇セットを組み立て始める早苗にとりあえず匡平は突っ込む。

　そうこうしていると――

「む。キョウヘイ――ミズヒトが出てきたぞ」

　とパミルが言う。

　振り向むくと――確かに瑞人が玄関から姿を現した処だった。

　だが……

「…………」

　眉まゆを顰ひそめる匡平。

　確かにそれは瑞人だった。人間個人というものは、顔だけで識別されているものではない。立ち方や仕草一つとってみてもその人間の個性がそこに在る。例えば顔が見えなくても、家族や親しい友人なら、後ろ姿からそれと分かる様に。

　だから匡平もそれが瑞人なのだとは分かった。

　だが――

「何やってんだ、あいつ」

　こそこそと家を出るなり、人目を避ける様にして物陰伝いに歩いていくその姿。

　何よりも頬の入いれ墨ずみチックな模様のメイクを落とし、赤い髪もニット帽ぼうで隠かくし、ギターも背せ負おっていない。

　あり得ない。

　それが瑞人だと匡平には分かるものの、瑞人の典型的な特徴がごっそり抜ぬけ落おちているからだ。

　それはつまり……瑞人が自らの信条、人生哲てつ学がくを放ほう棄きして、人目を忍しのんでいるという事に他ほかならない。

「…………つまり」

　匡平は呟つぶやいた。

「俺おれ達たちがたまたま知らないだけじゃなくて、あいつ、隠してた訳か」

　その『彼女』を。

　しかしそこまでして彼が隠す彼女とは――

「ひょっとして」

　深刻そうな表情で言うのは早苗である。

「人には言えない様な相手なのかも……」

「人には言えない様な相手？」

　眉を顰めて繰くり返かえす匡平。

　早苗はさも恐ろしそうに言った。

「例えば……分かり易やすい処ところでは教師と生徒、兄と妹、父と娘むすめ――」

「父と娘はないだろうけどなあ……」

　ちなみに瑞人には妹もいるが、そういう雰囲気は無い上に、それならわざわざ家を出る意味も無かろう。

「教師と生徒――がまあ可能性としてはありそうだけどな」

「あるいは人妻とか……！」

　言って。

『妻』という単語が変なツボに入ったのか、『いやんいやん』と台詞を振りたくなる様な感じで身をよじらせている早苗。どうも自分がもうすぐその『人妻』になるという事に思い至ったらしい。

「まあ倫りん理り的てきに許されないよーな相手の場合は人目を憚はばかるよな」

　呟く匡平。

　だが――そうなると益ます々ますややこしい問題の様な気がする。

　脳内彼女の場合は問答無用で更こう正せいを勧すすめれば良い訳だが、世を忍ぶ恋こいとかそーゆーのになると、余人の忠告その他は本気で余計なお世話という場合もある。それがどれだけ倫理的に、道徳的に責められるものであっても、それぞれの事情というものがある訳で。

　更さらに――

（そもそも義妹いもうとと婚こん約やくしちゃってる上に、日本の法律だと重じゆう婚こんするって宣言してる訳だしなあ、俺）

　人様の事をどうこう言えた義理ではない匡平であった。

　とはいえ――

「一応、確かく認にんしておいた方がいいのかな」

　倫理的、道徳的に問題の在る相手との交際というのは、まあ大たい抵ていが周りを巻き込んで不幸になったりする。匡平としては瑞人本人もそうだが、彼の家族に何らかの害が及およぶのは避けたかった――それこそ余計なお世話だという事は分かっていても。

「うむ」

　パミルが力強く頷うなずく。

「極きよく端たんな例は見ておくと何かと参考になる」

「………………まあ、いいけど」

　微び妙みようにずれたパミルの意見をとりあえず流して、匡平達たちは瑞人の後を追つけ始めた。
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　平へい凡ぼんな高校生の如き格好と行動で街を行く瑞人。

　そしてその後ろを五十メートル位離れて追けていく匡平達。

　やがて――

「あ～いらっしゃい～」

「…………!!」

　愕がく然ぜんとする匡平達。

　それもその筈。

　瑞人が入っていったのは喫茶店〈コルベット〉だったからだ。

「ま、ま、まさか、瑞人の、相手は、薫子さん!?」

　喫茶店〈コルベット〉の店構えをやや離れた電柱の陰かげから眺めながら動どう揺ようしまくる匡平。

　薫子は――以前、匡平としては淡あわい恋こい心ごころを抱だいた事もある相手である。だがさすがに幾つも歳とし上である事や、薫子自身があまり色いろ恋こい沙ざ汰たに感心無さそうな雰囲気なので、自然とそういう気持ちは匡平の中からも消えていった。

　ただ、そういう過去の記き憶おくが在る以上、その人が瑞人と付き合って居るとなると、かなり複雑な気持ちになる匡平である。

「キョウヘイ。常識的に考えろ。デートするなら店から入る事はなかろうし、〈コルベット〉が休みの日にするべきだろう」

「……うう。パミルに常識を説かれるとわ……」

　と匡平。

　まあしかし考えてみればその通りだ。

　そもそも喫茶店に入ったからといって、そこの店主とデートするとは限らない。むしろ〈コルベット〉で待ち合わせしている、と考える方が順当である。

「よし。俺達も入るか」

　変装は完かん璧ぺきな筈だ。

　改めて懐ふところから取りだした鏡で自分の顔を確認すると、匡平はパミルと早苗を連れて〈コルベット〉の中に入った。

「いらっしゃいませ～」

　いつもの通りのほほんと天然系というか癒いやし系けいというか、そーゆー感じの笑え顔がおを向けてくる薫子。彼女は一いつ瞬しゆん、何やら不思議そうに眼を瞬かせて匡平達を見ていたが――

「…………あら。イメチェン？」

　次の瞬しゆん間かん、脱だつ兎との勢いでカウンターに詰つめ寄よる匡平。

「なななな何を言ってるんですか、あなたは？」

「え？　だってきょ――」

「今日は天気がいいですねえはははははは！」

　薫子の台詞せりふに覆おおい被かぶせる様にして笑う匡平。かなり白々しい感じになっているが、それを気にしている余裕は無かった。

　ちらりと店の奥おくを見ると、カウンターの席につきながら『何事だ？』といった感じで瑞人がこちらを見ているが、すぐに興味をなくした様子で窓の外に視線を向けた。

「どうしたのぉ？」

「どうしたのものなにも」

　匡平は声を抑えて囁ささやく様に言った。

「分かってるんですか、俺おれが誰か？」

「匡平君でしょ～？」

「何で分かったんですか」

「歩き方とか立ち方とか～」

「…………」

　まあ確かに家族や親しい友人知人は、それだけで後ろ姿からでも相手が分かる。逆に言えば顔や髪かみ型がたをちょっと変えただけでは、ばれる可能性が在るという事だ。

「イメチェンじゃないとしたら、何～？」

「あー……いや。ちょっと。出来れば奥の瑞人には俺達だって知られたくないんです」

「尾行～？」

「そんな感じで」

「そっか～匡平君もそんな歳になったのね～」

「どんな歳ですか」

　と――とりあえず突っ込んでみる匡平。

「ボーイズラブに目覚めるお年とし頃ごろ～」

「そういう歳は永遠に来ません」

「ええ～？」

　残念そうに首を傾かしげて指を加える薫子。

「じゃあ瑞人君の事が気になってストーキングしてたんじゃないの～？」

「台詞の字じ面づらとしては概おおむね間ま違ちがってませんが、同性愛的な意味合いは微み塵じんも在りません」

「つまんない～」

「つまんなくないっ！」

　思わず怒ど鳴なりそうになりながらも、必死に声を抑える匡平。

　で――

「まあ、ちょっと瑞人が挙きよ動どう不ふ審しんだったりしたので、気になって。ぐれてないかとか、変な女に引っかかってないかとか」

「あ～」

　薫子はにっこり笑って言った。

「そういう事ね～それは大だい丈じよう夫ぶだと思うわ～」

「……薫子さん、何か知ってんですか？」

「うーん」

　薫子は首を傾げて人差し指を己おのれの唇くちびるに当てた。

「特に黙だまっててくれとも言われなかったけど……そうね～、後で教えてあげる～」

「はぁ」

「……ちょっと待っててね～」

　言って、薫子は一いつ旦たん奥おくに引っ込むと、何やら大きめの箱を持ってきた。

「瑞人君～。これ～」

「あ、すんません」

　そう言って席から立った瑞人は、その一ひと抱かかえほどの白い箱を受け取ると、何やら千円札を三枚ばかり置いて、そそくさと〈コルベット〉を出て行った。

「……なんです、あれ？」

　どうも瑞人の用事は待ち合わせでもなければ、薫子に会う事でも無く、単にあの白い箱を受け取る為ためだったようだが。

「バースデーケーキよ～」

「バースデーケーキ!?」

　素すっ頓とん狂きような声で言ってから――はたと匡平は気付いた。

「そうか。彼かの女じよの誕生日か何かか!?」

「それで……！」

　納なつ得とくする匡平と早苗。

　だが――

「キョウヘイ！　急がないとミズヒトを見失うぞ！」

　パミルが〈コルベット〉の扉とびらの方を眺めながら言う。

「分かった、今いく！　薫子さん、お騒さわがせしました！」

「あ、匡平君――」

　薫子が止める間もあればこそ。

　三人はどたばたと瑞人の後を追って出て行った。

　故ゆえに……

「……何だか誤解してるみたいだけど～大丈夫かしら～？」

　首を傾げながら言う薫子の声も、彼かれ等らの耳には届いていなかった。
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「…………」

　匡平達は凍こおり付ついていた。

　予想外の光景がそこに広がっていたからだ。

「瑞人兄ちゃん～！」

「あ、ミズヒトだ～！」

　弾はじける様に明るい笑顔でそう叫さけぶ幼い子供達。

　人数は五、六人だろうか。多少の年ねん齢れい差さは在る様だが、全員が十歳以下で――しかもまるで父親に懐なつくかの様に瑞人にまとわりつくと、彼かれの手を引っ張ったり、彼の身体によじ登ったりしている。

　そして――

「あ。響さん――」

　子供達に遅おくれる事、数秒、一見すると何の変へん哲てつも無い民家から出てきたのは、二人の中年女性だった。

「すいません、ひょっとして本当に？」

「ええ。約束しましたから」

　と――まるで別人の様に爽さわやかな口調で言う瑞人。

　やがて彼は、二人の中年女性と、そして子供達に招かれる様にしてその民家に入っていった。

「なんだ……？」

「むう。ひょっとして」

　パミルは腕うでを組んで言った。

「あの女性達が瑞人の妻で、子供達が隠し子ごか！」

「二人も妻が――」

　居いる筈はずねえだろ、と突っ込みかけて、黙る匡平。

「って……あの子供らも、いくらなんでも瑞人の子にしちゃ歳がいきすぎてるし」

　まさかいくら瑞人が変態でも十歳とかで子供は作るまい。

「……ひょっとして」

　早苗が何か思いついた様子で言った。

「ここって……児童擁よう護ご施し設せつなのでは……？」

「児童擁護施設？」

　そういえば最近はニュースとかでよく耳にする単語だが。

「昔は孤こ児じ院いんって呼ばれていた施し設せつです」

「…………！」

　慌あわててその民家を振ふり返る匡平。

「でも……普通の家だぞ？」

「確か21世紀になってから、『グループホーム』といって、制度化された小規模な児童養護施設が在った筈です……児童養護施設、というと色々偏へん見けんとかもありますから、地域社会に溶とけ込みやすい様に、一見すると、普通の民家みたいになってるとか」

「はぁ……そういうものなんだ」

「ふむ。早苗の読みが正しい様だ」

　王家サーチャー・アイで中を透とう視ししていたパミルが言った。

「読どく唇しん術じゆつはあまり得意ではないが。どうもあの家屋に住んでいる子供の一人が、今日、誕生日であるらしいな」

「…………」

　つまり。

　瑞人はボランティアで……わざわざ、児童養護施設の子供のためにケーキを買って、届けに来たという事か？

「…………うう」

　近くの壁かべに片手と頭をついて、何ど処こかの猿さるの反省のポーズみたいな体勢で呻うめく匡平。

「どうした、キョウヘイ？」

「いや、なんかこう、自分がひどく薄うす汚よごれてるよーな気がしてきた」

　誰だれに自じ慢まんする事無く、むしろ人目を憚る様にして、児童養護施設の子供達の為に、自腹――だろう多分――をきってケーキを届ける高校生。目立たぬ格好をしていたのも、その『地域社会に溶け込みやすいように』というグループ・ホームの趣しゆ旨しに合わせての事なのだろう。

　気高いとも言える友人の行為こう　いに対し……自分はどれだけ安っぽい想像を抱いて尾び行こうしてきたのか。

「俺って最低だ……」

「そ、そんな事ないですよ……！」

　と慌てて早苗が慰なぐさめにかかる。

　だが一度たび膨ふくれあがった自己嫌けん悪おは、そう簡単には消えてくれない訳で。

「とにかく戻もどろう……」

　呟く様に言うと、とぼとぼと歩き出す匡平。

　彼の横を歩きながら、焦あせった様子で何度も何度も慰めの言葉をかける早苗。

　瑞人の入っていったその民家と、匡平達の間で、何度か視線を往復させてから――

「…………ふむ？」

　首を傾げて呟いてから、パミルもまた、匡平達の後を追って歩き出した。
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　児童養護施設でのお誕生会は結構長引いた。

　なので瑞人が子供達と女性職員二人に『約束があるから』と別れを告げて施設から出たのは、もう夜の七時近かった。

「あー……一時間遅れか。怒おこってるだろなー」

「当たり前でしょ」

　携帯のメールと着信履り歴れきを確認しながら呟く瑞人の背後から、声が掛かかった。

「――げ」

「何が『げ』よ」

　少女は、まるで浮うわ気きがばれた亭てい主しゆの様に身を竦すくめる瑞人を睨にらみながら言った。

「遅おそいから迎むかえに来てあげたわよ」

「悪ぃ」

　苦く笑しようする瑞人。

　そんな彼を眺ながめながら少女は呆あきれた様に言った。

「でも分からないわね。児童養護施設でボランティアとか――あんたの趣しゆ味みからしたら、随ずい分ぶんとずれてない？」

「ずれてないぜ？」

　悪びれた様子も無く平然と瑞人は言った。

「すっげえ注目されるじゃん」

「そりゃそうだろうけど」

「それに」

　瑞人はにたりと笑った。

　まるで遠大な陰いん謀ぼうを語る何のゲームのラスボスの如く。

「こういう『仕込み』をしておくとだな、後で俺が有名になった時に、『秘ひめられたエピソード』とか言って更に注目度が上がる事、請うけ合あいじゃないか！」

「…………なるほど」

　少女は溜ため息いきをつく。

　色々ぶちこわしな感じで今後、自分がいかに有名になり、世間の注目を浴びる様になるかの計画を語っている瑞人を眺めながら、彼女は肩かたを竦めた。

「ひょっとして実は物もの凄すごく良い奴やつ？　とか思った私がバカだったわ」

「はっはっは。俺ってば良い奴だぜ？」

「目立つためには悪あく魔まにだって魂たましい売るけどね」

「はっはっは。褒ほめるなよ」

「褒めてないわよ！」

　と少女は言うと、すたすたと歩み寄って瑞人の手を取る。

「ほら、行くわよ。未まだ晩ばん御ご飯はん位は一いつ緒しよに食べられるでしょ？」

「最初からそのつもりだけどな」

　と瑞人は言うと、少女の隣となりに並ぶ。

　二人は並んで、すっかり日の暮れた街並みを手を繋つないで歩きながら――

「なあ」

「何よ」

「いつまで隠しとくんだよ？」

「隠せるだけ！」

　少女は素っ気ない口調で言った。

　表情もむしろしかめ面つらだったりするが――しかしその頬ほおはほんの少し、恋する乙女おとめの桜色でもあった。

「……うーむ」

「あんたみたいな目立ちたがり屋の変態と付き合ってるって、早苗に知られたら、恥はずかしいじゃないの」

「……そういうもんか」

「そうよ」

「変な性格してるな、お前」

「あんたが言うな！」

　言いながらチョップで瑞人の後頭部を叩たたく少女。

「じゃあビルの上でお前とヤって有名人になる計画もしばらく延期かー」

「……その計画は永久凍とう結けつしなさい！」

　ジト眼めで瑞人を睨んで言い、そして少女は――峰みね部べ蓉よう子こは、長々と溜め息をついた。
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あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

　まあそういう訳わけで（どういう訳かはパプアニューギニア辺りにでもおいといて）『フェイス・フェイク』最さい終しゆう刊かんでございまする。「ノベルジャパン」改め「キャラの！」誌し上じようで三年余あまりにわたって連載させていただいた電波系ロボ少女（看かん板ばんに偽いつわりあり）の物語もこれにて幕。




　私は基本的に何かシリーズを始める際さい、キャラ設定（及び背はい景けいと世界設定）をくどい位に作ったりする事が多いのですが（そして自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいったりもする訳ですが）、この『フェイク・フェイク』は基本設定以外はあまり決めず、『世界が●●』とか『時を越えた●●』とかそーゆー大おお仕じ掛かけもせず（ある意味でパミルの正体は大仕掛けですが、それはさておき）日にち常じよう劇げきっぽいというか、読者の感覚で手の届きそうな世界でお話を積み重ねていくタイプとして企画した訳ですが。

　はてさて、いかがだったでしょうか。




　正直、題名の意味が三巻にならんと分からんと言うのは、問題があったかなあ、とか一人反省する私。

　題名など飾かざりです、それが偉えらい人には（以下略）とか企画当時は思っていたのですが。　いっそ、

『ロボ妹萌え萌え日記』とか、

『シスタープリンセス（でもロボ）』とか、

『ＦＡＫＥ／ＲＯＢＯＴ　ＮＩＧＨＴ』とか、

『俺の妹がこんなにロボットなはずがない』とか、

　なんかそーゆー題名にした方が良かったかもしれません（よくねえよ）。




　何はともあれ、作者個人としては、割と余裕をもってきちんと最後まで持って行けて満足した作品ではあります。というかラスト三話とか、私が話数勘かん違ちがいして、アシスタントの子を使えない事じ態たいに陥ってスケジュールが破は綻たんしたとか、更さらに結石で入院して連載落としたりとか、色々在りましたが！（苦笑）

　いいんだもう終わったんだから！

　でも関係者の人達（主に絵師の藤田さんと担当編集さん）申し訳無い！




　とまあ懺ざん悔げがすんだところで。

　ではまた。

　読者の方々には、何処かで何かのシリーズでお会い出来れば幸いです。




『フェイク・フェイク』製作スタッフ
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　日高真紅（制作進行）

　坂本未紀（十五話～十八話）




　２００９／２／４
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初出　「おねえさま！」　　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．５

　　　「ある冬空の下で」　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．８

　　　「ずっと側にいたのだから（上）」　　キャラの！ｖｏｌ．９

　　　「ずっと側にいたのだから（中）」　　キャラの！ｖｏｌ．10

　　　「ずっと側にいたのだから（下）」　　キャラの！ｖｏｌ．11

　　　「選択しない選択」　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．13

　　　「外伝 その後。蛇足の蛇足」　　　　書き下ろし
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
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